個別 施設 計画 ( 個 票 ) 





執務 室 の 不足 に 伴い 本 店内 部 組織 の 一 部 を 盛岡 合 庁 や 民間 筑 貸 ビル に 移転 し て お り 狭 陰 化 が 著しい 。 
2000 年 2154 人 一 2011 年 1929 人 一 2012 年 2030 人 一 2020 年 2148 人 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 一 人 当たり 25m2 程 度 の スペ ー ス と 限ら れ て お り 、 こ れ 以 上 有効 活用 する こと が 困難 に な っ て き て いる 。 
用 


② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 

・ 屋 根 シ ー ト 防水 ・ 受 変電 キュ ー ビ ク ル ・ 直 吸収 冷温 水 機 
* 屋 根 塗 膜 防水 ・ 自 家 発 電機 ・ フ ァ ン コイ ル ユ ニッ ト 
・ 外 壁 コ ツク リー ト 打 放 ・ 無 停電 電源 装置 ・ 各 種 ポ ンプ 類 

・ 電 話 交 換 機 設備 ・ 各 種 タ ンク 類 

・ 構 内 放送 設備 ・ 温 水 発生 機 

・ 監 視 カメ ラ 設 備 ・ 都 市 ガス 

・ エ レベ ー タ ー ・ 消 火 設備 


まあ に ② 電 気 設備 機械 設備 
劣化 度 調査 | 諾 上 陣 水 外 墓 の 老 配 化 が 著 く 玉 行 し て いる 経年 劣化 に よる 機能 低下 が 進行 し て お り 、 総 | 経年 劣化 に よる 機能 低下 が 進行 し て お 
の 実施 に より 、 さ ら に 長期 間 の 使用 が 可能 。 |" YO 7 の 要 。 り 、 総 合 的 な 改修 が 必要 。 


の 建築 設備 電気 ざ 機 械 設備 
・ 既 存 不適 格 雨漏り 跡 火気 使用 室 に 換気 設備 な し 
・ コ ー キ ング 剥離 
・ 排 水 溝 詰まり 
① 建 築 設 備 ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 
・ 防 水 改修 工事 (2000) ・ 受 変電 設備 (2003) * 屋 外 排水 設備 (2001) 
修繕 工事 履歴 |. 外 璧 改修 工事 (2016) ・ 放 送 用 設備 (2018) ・ ト イレ (2016) 
・ エ レベ ー タ ー 改 修 工事 (1991) ・ 監 視 カ メラ 設備 (2019) ・ 自 動 制御 設備 (2018) 


見 通し 無 WW ヤマ ヤマ ヤマ ヤマ ラマ ラマ ヤマネ マサ ゃ ヤー テマ サマ サマ サマ サマ ヤマネ ふ j ゃ マッ マラ マラ pp ラマ ラコ 
| _ 2 次 評価 1【 uu5h⑱ ぁ ふぁ ゥ ふ ョ |『 リ ち ゎ ッ ラ ヤヤ ゃ も ク も や ゃ や ゃ や ヤ ャ キキ ww キキ ー キ 3 うけ 「 6 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 修繕 改修 優先 度 1 | |  .〈《6.| 《]| 


耐震 改修 が 未 実施 で あり 、 築 後 55 年 が 経過 し 、 コ ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建 て 替え や 大 規 
評価 結果 模 改 修 等 検討 の 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化し て 継続 使用 する 場合 に は 、 施設 サー ビス の 重要 性 が 高い こと か ら 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が 
ら 施 設 を 維持 管理 し て いく も の と する 。 


耐 震 改 修 が 未 実 施 で あり 、 築 後 55 年 が 経過 し 、 コ ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建 て 替え や 大 規模 改修 等 検討 の 時 


期 で ある 。 
の os 施設 サー ビス の 重要 性 が 高い こと か ら 今後 と も 必要 な 修繕 改修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し 
て し い の O 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 





・ 屋 上 防水 修繕 工事 設 
・ 執 務 環 境 調査 
・ エ アコ ン 更 新 工 事 





計 :101,152 千 円 


内 訳 
防水 修繕 設計 (2.332 千 円 ) 


執務 環境 調査 (15,400 千 円 ) 
エア コン 更新 工事 (62,590 千 円 ) 


熱源 設備 OH(5,080 千 円 ) 
維持 修繕 費 (15.204 千 円 ) 


緊急 通報 装置 更新 (566 千 円 ) 


概算 費用 
【 充当 財源 (見 込 ) 】 | 財源 : 一般 財源 


















































・ 基 本 計画 策定 ・ 長 寿命 化 整備 基本 設 ほ 
・ 自 家 発 電設 備 電池 更新 。 へ 照明 設備 更新 工事 
・ 照 明 設 備 更 新 (設計 ) dsc 



























































計 :30,204 千 円 
内 訳 内 訳 
防水 修繕 工事 (63.260 千 整備 方 針 検討 (15.000 千 円 ) 


維持 修繕 費 (15.204 千 円 ) 
執務 環境 調査 (8.294 千 円 ) 
整備 手法 検討 11.814 千 | 財源 : 一 般 財源 
) 


円 
電話 交換 設備 更新 工事 
(225.016 千 円 ) 
自家 発電 設備 修繕 
(29.095 千 円 ) 
時 計 設 備蓄 電池 更新 
(473 千 円 ) 
熱源 設備 OH(5.060 千 円 ) 
維持 修繕 費 (15.204 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


計 :586.978 干 円 
内 














画 (15,.000 千 F 基本 設計 (50.000 千 円 ) 
自家 発 革 電 池 更新 (2.007 千 受 変電 蓄電 池 更 新 








照明 設 人 更新 (設計 (1815 寺 | 詞 明 設備 更 新 ( 工 事 ) 合計 :1.116.576 千 円 











世 圭 : ノ レミ ルミ (83.490 千 円 
長寿 a 設計 (5.000 
届 降 機 胡 半 化 6000 下 | 中隊 機長 寿 全 化工 事 

















) 
維持 修繕 費 (15204 千 (431.794 千 円 ) 
テレ ビ 共 聴 設備 更新 











財源 : 一 般 財 源 0 


維持 修繕 費 (15.204 千 
円 ) 


財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) a 
庁舎 (議会 棟 、 渡 り 廊下 棟 ) 


1965 年 4 月 | , 生 過 年 数 


(建築 年 月 R2.4.1 現 在 


利用 状況 2020 年 の 議員 数 は 48 名 、 一 人 当たり 面積 は 114m2 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施 設 の 有効 活 | 人 口 の 減少 に 伴い 、 利 用 者 数 に 変化 が 生じ る 可能 性 が ある 。 
用 


① 建 築 設 備 ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 

・ 屋 根 塗 膜 防水 ・ 受 変電 キュ ー ビ ク ル ・ 直 吸収 冷温 水 機 

・ 外 壁 コ ンー ト 打 放 ・ 自 家 発電 機 ・ フ ァ ン コイ ル ユ ニッ ト 
* 無 停電 電源 装置 ・ 各 種 ポン プ 類 
*・ 電 話 交換 機 設備 ・ 各 種 タ ンク 類 
・ 構 内 放送 設備 ・ 温 水 発生 機 
・ 監 視 カメ ラ 設備 ・ 都 市 ガス 
・ エ レベ ペーター 消火 設備 


① 建 築 設備 ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 
屋上 防水 や 外壁 の 老朽 化 が 著しく 進行 し | 経年 劣化 に よる 機能 低下 が 進行 し て お | 経年 劣化 に よる 機能 低下 が 進行 し て 
て いる が 、 構 造 務 体 は 概ね 健全 で あり 、 り 、 総 合 的 な 改修 が 必要 。 お り 、 総 合 的 な 改修 が 必要 。 
長寿 命 化 対策 の 実施 に より 、 さ ら に 長期 
間 の 使用 が 可能 。 
① 建 築 設備 
・ 軒 天 コ ンク リー ト 浮 き 
定期 点検 |. 華 存 不適 格 。 ・ 雨 漏 り 蹴 

・ コ ー キ ング 剥離 
① 建 築 設備 ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 
* 防 水 改修 工事 (2003) ・ 監 視 カ メラ 設備 (2019) ・ 機 械 設備 改修 工事 

修繕 工事 履歴 1- 外 璧 改修 工事 (1993) (エア コン 設置 ) (1987) 
・ エ レベ ー タ ー 設 置 工事 (1994) ・ 自 動 制 御 設備 (1990) 


【 優 先 度 評価 】 
低 (HB) EE 
名 人 上 導師 人 ーッ ポコ OO 
| 利用 度 高 WW' | 15h5s5s ョ ss ゥ ね の bk ホキ や も uh ホ hwd お お ね |⑮5 ら WI〔{〔{ 
| 1 次 評価 | 修繕 改修 EE 


【 総 合 判定 】 


EC 
総合 判定 ン 優 先 度 修繕 改修 | 優先 度 1 | | | | 


耐震 改修 が 未 実施 で あり 、 築 後 55 年 が 経過 し 、 コ ンク リー ト の 法定 面 用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建 て 
評価 結果 替え や 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化し て 継続 使用 する 場合 に は 、 通 常 の 施設 サー ビス に 属す る 施設 で は な い が 、 今 後 と も 必要 な 修 
繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく も の と する 。 


長寿 命 化 等 対策 耐震 改修 が 未 実施 で あり 、 築 後 55 年 が 経過 し 、 コ ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建 て 替え や 大 規模 改 
の 方 向 性 修 等 検討 時期 で ある 。 
長寿 命 化 に つい て は 、 必 要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 、 建 て 替え も 含め て 検討 を 行う も の と する 。 











対策 の 内 容 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 一 ーー > 
0 


計 :130.444 千 円 | 計 :4912 千 円 計 :84.419 千 円 
内 訳 内 訳 由記 設 
修繕 工事 執務 環境 調査 整備 方 針 検 討 基 に 











(127.204 千 円 ) 整備 手法 検討 (費用 は 知事 局 棟 に 含む ) | (費用 は 知事 局 棟 に 含 | ( 辻 は 知事 局 棟 に 含む 合計 :254,369 千 円 

維持 修繕 費 (費用 は 知事 局 棟 に 含む ) | 照明 設備 更新 設計 む ) 維持 5 
拭 算 費 (3.240 千 円 ) 空調 設備 更新 工事 設計 OT ss er . 

用 (1.672 千 円 ) 空調 設備 更新 エエ 28.114 時 尊 一 本 上 
6 』. > 維持 修繕 費 (79.364 千 円 ) 維持 修繕 費 財源 : 一 般 財 源 
【 充当 財源 (見 込 ) 】 財源 : 一般 財源 (3.240 千 円) 維持 修繕 費 (3.240 千 円 ) 
(3.240 千 円 ) 
財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 
財源 : 一 般 財源 

















個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 訂 合 庁 Nm 2 と オ 4 
二名 株 岡 地区 合同 車庫 (1<5 号 棟 ) 
| 所在地 | 岩手 県 盛岡 市 北山 一 丁目 213 番 4 施設 類型 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 
敷地 面積 6.887.36 ml 建築 面積 8 27m| 延 床 面 2.24201m 
1 階 (4 号棟 の み 2 階 ) 


竣工 年 度 っ 
(建築 年 月 ) 1962 年 9 月 、1968 年 11 月 (大 型 車 庫 1 棟 ) 24 現在! 年 、 大 型 車庫 1 棟 の み 51 年 
用 交 


金属 
その 他 
コッ リー ト 直 均 し 等 


水道 直結 方 式 





粉末 消火 器 








中 9.3 | 車庫 木 堀 新 設 工事 
修繕 工事 履歴 


0 間 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 


劣化 度 有人 
利用 度 | 高 
修繕 ・ 改 修 
必要 な 施設 
利用 状況 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 ン 優先 度 修繕 ・ 改 修 優先 度 4 


評価 結果 施設 の 劣化 が 見 られ る こと か ら 、 修 繕 ・ 改 修 が 必要 で ある 。 
(コメ ント ) 改修 実施 の 前 に 施設 の 利用 方 法 ・ 改 修 方 法 に つい て 検討 が 必要 で ある 。 


計 : 1,099 千 円 計 : 1,099 千 円 | 1,099 千 円 計 : 1,099 千 円 計 : 1,099 千 円 

内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 

維持 修繕 費 (1.099 千 維持 修繕 費 (1.099 千 円 ) 維持 修繕 費 (1.099 千 円 ) 維持 修繕 費 (1.099 千 維持 修繕 費 (1.099 千 
円 ) 円 ) 円 ) 


財源 : 一般 財源 財源 : 一般 財 源 
A 財源 : 一 般 財 源 y 選 攻 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 








合計 :5.495 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 ・ 合 庁 。 5 

施設 名 ン 棟 名 | 盛岡 地区 合同 庁舎 ノ 本 庁舎 
岩 施設 類型 
途 地 域 


・ 空 調 設備 更新 (設計 ) ・ 電 灯 設 備 更新 (設計 ) ・ 電 力 中 央 監視 装置 改修 ( 工 ・ 自 動 制 秀 設備 改修 (設計 ) 
・ 自 動 制御 設備 更新 (設計 ) ・ 自 火 報 設備 更新 (設計 ) 事 ) 
・ 空 調 設備 更新 (工事 ) ・ 電 条 設 備 更新 (工事 ) 
熱源 設備 (OH) ・ 自 火 報 設備 更新 (工事 ) 

熱源 設備 (Op) 


ユー 行政 財産 。 | 
手 県 盛岡 市 内 丸 11 番 1 号 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 防火 地域 商業 地域 
| その 他 区 域 

構 




































































その 他 区 域 


区 
敷地 面積 4.893.54m[ 生 委 面 彗 床 面 季 
牙 到 地上 8 階 、 地 下 1 了 


竣工 年 度 経過 年 数 


勤務 する 職員 数 規模 は 振興 局 再 編 前 の 2000 年 と 比較 する と 縮小 し て いる が 、 当面 は 横ばい の 見 込み で あ 


:1.029.071 千 円 :12, :169,988 千 円 :87, :10,285 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 記 
耐震 改修 工事 空調 設備 更新 工事 設計 電灯 設備 更新 工事 設計 | 電力 中 央 監視 装置 改修 | 自動 制 1 本 


合計 :1.310.138 千 
円 
ト く (1.021.786 千 円 ) (3.674 千 円 ) (1.815 千 円 ) (3.000 千 円 ) 
利用 状況 維持 修繕 費 (7.285 千 | 自動 制御 設備 更新 工事 設 | 自 火 報 設備 更新 工事 設 | 電灯 設備 更新 工事 Ma 
9 了 り 自 炎 幸代 更新 工事 | 、 
(1.903 千 円 ) (902 千 円 ) 火 報 設備 更新 エ 人 
| 維持 修繕 費 (7.285 千 円 ) | 空調 設備 更新 工事 (15274 千 円) 財源 : 一般 財源 
概算 費用 財源 : 一 般 財源 明知 (UN650 記 kh 
当 財 源 (見 源 : 一 般 財源 設備 OH “ 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 CR 000 7265 
自動 制御 設備 更新 工事 : 1 
(28.478 千 円 ) 財源 : 一 般 財 源 
維持 修繕 費 (7.285 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


2000 年 768 人 一 2011 年 598 人 一 2012 年 638 人 一 2020 年 676 人 


村人 情勢 守 要 化 の 対 | 来 県 庁舎 内 に 設置 すべ き 組 織 の 受け 入れ 先 と し て 活用 し て いる こと も あり 、 余剰 スペ ー ス 等 は あま り 舞 

応 / 公 共 才 設 の 有効 活 | いこ と か ら 、 既 存 の まま の 有効 活用 は 難し い 。 

用 ” | (権限 委 議 に より 保健 所 関係 の スペ ー ス に 余裕 が ある よう に も 考え られ る が 、 有 効 活用 が 可能 か どう か は 
不明 ) 


シー ト 防 水 変電 | 屋内 キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 
モル タル + 吹 付 、 タ イル 貼 、 金 属 板 貼 電 ディ ー ゼ ル 調 源 直 吸 収 冷温 水 機 
モル タル 直 均 し 等 、 ビニ ル 床 タイ ル 類 、 カ ー | 電 省エネ 型 月 ユニット 形 、 ハ ッ ケ ー ジ 形 、FC 
^ ッ 類 、 木 製 2 フローリング 、 OA2 ロ ア 登 R/G 型 、 副 受信 機 、 非 常 放送 三種 
吹付 類 、 塗 装 類 、 壁 紙 、 パ ー テ イヤ ョ ン 電子 交換 機 ンプ 空調 用 ポン プ 、 オ イル ホッ ンプ" 
石こう ポ ボード"、 吹 付 類 、 岩 綿 吸 音 板 、 常用 EV 中 央 式 監視 
塗装 類 電気 時 計 、 拡 声 、 映 像 ・ 音 響 、 高 置 水槽 、 公 共 下 水 
; 中 央 式 、 真 空 式 温水 発生 貴 器 
都市 ガス 
屋内 消火 栓 、、 連 結 送水 管 、 泡 消火 


3 負 4 十 に = 漆 壮 の : PF ヨコ に て Jー| 2 空調 * ヽ 


外部 建具 改修 工事 2000.1 幹線 設備 改修 工事 
屋上 防水 改修 工事 2002.3 照明 器具 改修 工事 
エレ ペー ター 改修 工事 

外壁 修繕 

耐震 改修 工事 、 屋 上 防水 改修 工事 














【 優 先 度 評価 】 


修繕 ・ 改 修 
重要 性 | 必要 な 施設 
見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 
2 次 評価 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 


2 
評価 結果 2020 年 に 岩 改 修 工 事 は 完了 する が 、 電 気 設備 、 機 械 設備 の 改修 工事 か ら 20 年 以上 が 経過 し 、 既に 標準 
(コメ ント ) 耐用 年 数 を 超過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 適 宜 修繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 
また 、 機 器 等 更新 に 伴い 受電 容量 の 見 直し 等 も 含め 検討 が 必要 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
の 管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施 設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 





岩手 県 盛岡 市 内 丸 11 番 1 号 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 防火 地域 用 途 地 域 


勤務 する 職員 数 に 増減 は ある が 、 横 ば い の 見 込み で ある 。 
※ 庁 内 保育 人 数 要 確 認 


シー ト 防 水 変電 | 屋内 キュ ー ヒ クル 式 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 

モル タ + 吹 付 、 金 属 板 貼 二 屋外 ティー セル 調 源 直 吸 収 冷温 水 機 

省エネ 型 空 g ユニ ッ ト 、 ハッ ケー ジ シ 、FC 

R/G 形 、 副 受信 機 、 非 常 放送 三種 、 一 種 

電子 交換 機 、 VoIP シ ステ ム ンプ 空調 用 ボ ポンプ 、 オ イル ポンプ 

中 央 式 監 視 、 個 別 制御 
高 置 水槽 、 公 共 下水 、 井 水 
局所 式 、 貯 湯 式 電気 温水 器 
都市 ガス 

屋内 消火 栓 、 連 結 送水 監 、 粉 末 消火 











維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 維持 修繕 | 改修 | 更新 


改修 
" 上 | 症 | _ _ 還 
104.577 40.700 60.390 


【 優 先 度 評価 】 


| 劣化 度 診断 |A 

高 

| 1 次 評価 | 修繕 改修 

必要 な 施設 

| 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 | ! 障 庁 内 保育 の 整備 、24 階 の 内 装 更新 、 駆 体 補修 、 屋 上 防水 改修 、 空 調 、 衛 生 設備 更新 済み で ある 。 
(ロメ ント ) | た だ し 、 冷 温水 配管 や 給排水 管 は 既存 の まま と な っ て お り 、 婚 に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 計 
画 的 な 改修 等 が 必要 思わ れる 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施 設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


・ 庁 内 保育 設置 
・2 て 4 階 内 装 改修 
対策 の 内 容 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


計 : 556 千 円 月 計 :556 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
改修 工事 維持 修繕 費 (556 千 円 ) | 維持 修繕 費 維持 修繕 費 維持 修繕 費 合計 :250082 千 円 
NE i (556 千 円 ) (556 千 円 ) (556 千 円 ) 上 
概算 費用 (556 千 円 ) TR 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 |※ 機 電 は 本 館 に 含む 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


財源 : 一 般 財 源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 訂 ・ 合 庁 h。 7 区 分 信和 2 年 度 | 倒 和 3 年 度 | 令 和 24 年度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 | 備考 ン 合 計 












































施設 名 棟 名 | 花巻 地区 合同 庁舎 財産 区 分 | 行政 財産 - 人 設備 更 新 (1 上 電設 人 (OH) ” へ N、 | 中條 33 
岩手 県 花巻 市 花城 1-41 EC 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防 指定 な し 第 二 種 住居 地域 
数 地面 季 4060 65i[ 和 o 和 上 | 
一 疹 。 知 | 舌 コ ンク リー ト 才 I  、  、 、 、 、  -  s 5 際 菩 し EM WT 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (1.846 寺 | 維持 修繕 費 (1.846 千 円 ) | 空調 設備 更新 工事 設計 | 自家 発電 設備 OH ee 設 合計 :125.404 千 円 
円 ) i 


(2.002 千 円 ) (6.225 千 円 ) 
、 ; 維持 修繕 費 (1.846 千 円 ) 受 変電 設備 改修 工事 (1.815 千 円 ) 
時 na 財源 : 一 般 財 源 (5.993 千 円 ) 維持 修繕 費 (1.846 千 
財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 店 圧 区 開 困 修 エ 円 ) 


NT ト ヾ (968 千 円 ) 財源 一 般 上 源 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 空調 設備 更新 工事 財源 般 語源 
(99.171 千 円 ) 
43920 


竣工 年 度 経過 年 数 
翌 有 na rr EE 


職員 規模 は 年 度 に より 若干 の 変動 は ある が 、 地 方 振興 局 再 編 前 の 2000 年 と 比較 し て も ほぼ 同じ 規模 で ある 。 
2000 年 224 人 一 2011 年 210 人 つ 2012 年 214 人 一 2020 年 202 人 


応 / 公 ま 


シー ト 防 水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 温水 方 式 、 エ アコ ン 財源 : 一般 財 源 

モル タル + 吹 付 電 ディ ー ゼ ル 玲 源 | 真 空 式 温水 発生 器 、 鋳 鉄製 ボイラ ー 

P タ イル 、 木 等 省エネ 型 空 ファ シコ ハク ター、 パ ッ ケ ー ジ 

石 育 ボ ー ド 、 木 等 P 型 三種 、 一 種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 岩 綿 吸音 板 等 電子 交換 機 ツ フ ′ | 空調 、 オ イル 

電気 時 計 設備 中 央 監視 

テレ ビ 共 同 受 信 設 加 圧 送水 、 自 動 給 水 ギ ッ プ ユニ ッ ト 
中 央 、 局 所 併用 








屋内 消火 栓 、 粉 末 消 火 
ス = 壁 ク ラッ ク 、 フ ェ ン ス 発 錆 支 柱 ぐ ら つ き 、 窓 カ ラ | em 冷媒 配管 化粧 カバ ー 破 損 、 室 外 機 パ ネル 
劣化 度 調査 ス 亀 裂 、 屋外 階 設 発 錆 架台 の 錆 、 中 継 端子 箱 腐 食 ねじ 不良 


定期 点検 同上 同上 


防水 改修 工事 電話 交換 設備 取 替 工 事 8 ボイラ ー 改 修 工事 
外壁 改修 工事 ま 照明 器具 改修 工事 冷房 機器 設置 工事 
耐震 改修 工事 電話 交換 設備 更新 工事 機械 設備 改修 工事 
外壁 等 改修 工事 8 自家 用 発電 設備 設置 工事 5 エア コン 改修 工事 
自 火 報 設備 更新 工事 
電話 交換 設備 更新 工事 

















症 革 _- 
21.360 


【 優 先 度 評価 】 


ム A 

高 

必要 な 施設 

職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 プ 優先 度 2 


耐震 改修 は 実施 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 築 後 56 年 が 経過 し 、 コ 
評価 結果 ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建 て 替え や 大 規模 改 等 検討 の 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 外壁 改修 、 エ アコ ン 更 新 実施 済み で ある が その 他 設 備 ・ 機 器 も 改修 エ 
事 等 か ら 20 年 程度 経過 し 、 既 に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修繕 や 更新 
の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
に 管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 訂 合 庁 la 8 


経過 年 数 
R2.4.1 現 在 


金属 

吹付 

土間 モル タル 
石 府 ボー ド 
主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 岩 綿 吸音 板 等 


消火 | ト 











定期 点検 同上 


mm| | | |] 」 
1 稔 持 修繕 - 改 修 費 


【 優 先 度 評価 】 


A 

高 

維持 管理 

必要 な 施設 

職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 


評価 結果 建築 より 18 年 経過 し て いる お り 、 一 部 クラ ッ ク な ど が 見 られ る が 、 文 書庫 、 物置 と し て の 利用 
(コメ ント ) に 影響 は な いも の 。 今後 も 継続 使用 する た め 、 適切 な 維持 管理 が 求め られ る 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
の 管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施 設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー バー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


区 分 今 和 2 年度 令 和 3 年 度 | 令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 | 備考 合計 | 
日 喧 点 栓 に 基づく 維持 修 緒 











II ji 
計 :169 千 円 計 :169 千 円 計 :169 千 円 計 : 169 千 円 計 :169 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :845 千 円 
維持 修繕 費 (169 千 円 ) | 維持 修繕 費 (169 千 維持 修繕 費 (169 千 P 維持 修繕 費 (169 千 円 ) | 維持 修繕 費 (169 千 P 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 



















































































個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 店. 合 語 。 9 
| 施設 名 棟 名 | 北上 地区 合同 庁舎 本 庁舎 財産 区 分 | 行政 財産 - 放 送 設備 改修 (設計 ) へ | 空調 設備 更新 (設計 ) - 自炊 報 役 備 下柳 設 8 ーー 
| 。 所在地 | 直 手 上 上 市 町 2=8 ee Sa od teed, 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 用 途 地 域 | 第 一 種 住居 地域 ・ 空 調 設備 更新 (工事 ) 
その 他 区 域 
敷地 面積 8093.43i| 委 面 条 面 積 
3 


見 
造 
竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 1966 年 3 月 R241 現在 
況 
の 





計 :13,463 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
放送 設備 改修 工事 設 | 空調 設備 更新 工事 設計 受 変電 設備 改修 工事 自 火 報 設 備 改修 設計 | 照明 設備 改修 工事 設計 
計 


(3,.355 千 円 ) (6,295 千 円 ) (902 千 円 ) (1,815 千 円 ) 
Pl 本 失 誠也 新 工 事 上 家 人 電 人 OH 目 炎 人事 
(1.187 千 円 (7,986 千 円 (6,225 千 円 (10.461 千 円 へ 、 ミ L . 
維持 修繕 区 空調 設備 更新 工事 中 用 導電 池 | 維持 修 費 合計 :77,543 千 円 
(1.187 千 円 ) 財源 : 一般 財源 (32,842 千 円 ) (1.187 千 円 ) 
概算 費用 財源 : 一 般 財源 維持 修 維 費 維持 修 費 


【 充 当 財 源 ( 見 込 う 】 源 : 一 般 財 源 i 0 8 財源 : 一 般 財源 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 


利用 状 勤務 する 職員 規模 は 、 地 方 振興 局 再編 前 の 2000 年 に 比較 大 幅 に 縮小 され て いる 。 
2000 年 230 人 一 2011 年 104 人 一 2012 年 102 人 一 2020 年 86 人 


赤丸 知 J 


応 / 公 共 江 設 の 有効 活 RE NE り 余 剰 ス ペー ス は 見 込め る た め ス ペー ス の 有効 活用 は 可能 と 考え られ る 


金属 、 塗 膜 防水 変電 | 屋外 キュ ー ビ 2 ル 式 冷暖 房 | 温水 方 式 、FF ス トー ブナ 、 エ アコ ッ 
モル タル + 吹 付 、 タ イル 貼 本 屋外 ディー ゼル S 源 真空 式 温水 発生 機 
E ニ ル 床 タイ ル 類 、 タ イル ・ 石 貼 一 省エネ 型 空 記 コン へ クタ ー、 ファ ンコ ン ペ クタ ー、 ハッ ケー ジ 
塗装 類 、 木 製 、 パ ー テ イシ ョ ン 、 石こう P 形 、 非 常 ペル 三種 、 一 種 
ボー トド 電子 交換 機 、VolPP シ ステ ム ッ ア | 空調 用 ポッ プ 、 温 水循環 ポップ 
岩 綿 吸音 板 等 中 央 式 監 視 、 個 別 
電気 時 計 、 拡 声 、 誘 導 支 援 、TV | 加 圧送 水 、 公 共 水 道 

; 中 央 式 、 局 所 式 
液化 石油 が ス 
屋内 消火 栓 、 不 活性 が え 消火 、 粉 末 














劣化 度 調 査 クラ ッ ク 、 塗装 剥離 、 天 井 漏水 跡 


N 放送 設備 改修 工事 ; ホイ ラー 改修 工事 
.8 | 煙突 等 屋上 防水 改修 .10 | 電気 設備 改修 工事 冷房 機器 設置 工事 
修繕 工事 履歴 改修 工事 電話 交換 機 更 新 .3 | 機械 設備 改修 工事 
.11 | 玄関 改修 .9 自家 用 発電 設備 設置 , 
; 耐震 、 外 壁 改修 ・ 置 屋根 塗装 ・ 一 部 建具 改修 電話 交換 設備 更新 











四 


H30 
H29 
H2S 
H27 

計 


【 優 先 度 評価 】 
| 劣化 度 診断 |A 
|  _ 利用 度 高 
| 1 次 評価 | 修繕 * 改 修 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
多 繕 ・ 改 修 優先 度 2 


耐震 改修 は 実施 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 筑後 54 年 が 経過 し 、 コ 

評価 結果 | ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 建て 替え や 大 規模 改修 等 検討 時 期 で ある 。 

(コメ ント ) | 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 設備 ・ 機 器 の 改修 工事 等 か ら 20 年 程度 経過 し 、 既 に 標準 耐用 年 数 を 
経過 し て いる 設備 機器 も ある こと か ら 、 適 宜 修繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規 模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
5 管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 刺 備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 10 


行政 財 
岩手 県 北上 市 芳 町 2 一 8 
防火 地域 | 準 防火 地域 ー 種 住居 地域 


5.093.43ml| 建 築 面積 


貴 


ト ゝ 
Oo 
に 4 
て っ 
3 


(ws 


回 
| 


柄 


用 


HH 


YY 
J 
で 
YY 
汰 


応 / 公 共 施 
建 
ナ 


> ミル 
よ ax 
「 


持 修 # 維持 修繕 維持 修繕 | 改修 更新 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


計 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評価 】 


間 
| 
の どど どの どの 〇 の 


劣化 度 診断 |A 
| 利用 度 人 高 
| 1 次 評価 | 修繕 * 改 修 
| 車 要 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 2 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 建 築 後 5 年 経過 し て お り 外 壁 に クラ ッ ク や 剥離 が 見 られ る こと 等 か ら 、 
(コメ ント ) 適宜 修繕 ・ 改 修 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計 画策 定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計 画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 
a ーー 
対策 の 内 容 | 日常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー > 
EE EE EE 
計 :140 千 円 計 :140 千 円 計 :140 千 円 計 :140 千 円 計 :140 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :700 千 円 
維持 修繕 費 (140 千 円 ) | 維持 修繕 費 (140 千 円 ) 維持 修繕 費 (140 千 円 ) 維持 修繕 費 (140 千 円 ) | 維持 修繕 費 (140 千 円 ) 


概算 費用 財源: 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 
【 充 当 財 源 (見 込 ) 】 





施設 名 棟 名 | 北上 地区 合同 庁舎 車庫 棟 
岩手 県 北上 市 芳 町 2 一 8 


1979 年 3 月 | 半周 征 康 


| 計 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評価 】 


の どど どの どの 〇 の 
の どど どの どの 〇 の 


劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
1 次 評価 修繕 ・ 改 修 
見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 
2 次 評価 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 ググ 優先 度 2 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 建 築 か ら 40 年 経過 し て お り 損 傷 し て いる 箇所 、 故 障 し て いる 機器 が 
(コメ ント ) ある こと か ら 、 適 宜 修繕 ・ 改 修 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
5 管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 


ii 


計 :614 千 円 計 :614 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (614 千 円 ) | 維持 修繕 費 (614 千 円 ) 維持 修繕 費 (614 千 円 ) 維持 修繕 費 (614 千 円 ) | 維持 修繕 費 (614 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 








合計 :3.070 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 店 合 is 12 
施設 名 棟 名 | 北上 地区 合同 庁舎 附属 棟 行政 財産 
| 所在 地 | 岩手 県 北上 市 芳 町 2 一 8 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 第 一 種 住居 地域 
敷地 面積 5.093.43ml 建 築 面積 
Li に に 
況 
化 





竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 2000 年 12 月 |R2 41 現在 


利用 状 勤務 する 職員 規模 は 、 地 方 振興 局 再編 前 の 2000 年 に 比較 大 幅 に 縮小 され て いる 。 
2000 年 230 人 一 2011 年 104 人 一 2012 年 102 人 一 2020 年 86 人 


会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 振興 局 再 編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 3796 で あり 余剰 スペ ー ス は 見 込め る た め ス ペー ス の 有効 活用 は 可能 と 考え られ る 。 
用 


温水 方 式 、 FF ス トー ブ 、 エ アコ ン 
真空 式 温水 発生 機 
Co 直 均 し 等 、 ビ ニル 床 タ イル 類 電 フアン コン ペク ター、 ハ ッ ケ ー ジ 
6 a EE 三種 
吹付 類 、 塗 装 類 、 木 製 、 パ ー テ イシ ョ ッ オイ ルポ ッ プ 、 温 水循環 ボップ 
岩 綿 吸音 板 等 御 | 中 央 式 監視 、 個 別 
加 圧 送水 、 公共 水道 
中 央 式 、 局 所 式 
液化 石油 が ス 
屋内 消火 栓 、 不 活性 が ス 消 火 、 粉末 


消火 
劣化 度 調査 | レラ ッ ク 、 次 装 天 エア コン 政 障 
定期 点検 














【 優 先 度 評価 】 
高 
劣化 度 診断 IA 
利用 度 | 高 
| 1 次 評価 | 維持 管理 
| _ 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 3 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 建 築 か ら 20 年 経過 し て お り 故 障 し て いる 機器 が ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 
(コメ ント ) を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 店 舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


人 


計 :161 千 円 計 :161 千 円 計 :161 千 円 計 :161 千 円 計 :161 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (161 千 円 ) | 維持 修繕 費 (161 千 F 維持 修繕 費 (161 千 P 維持 修繕 費 (161 千 円 ) | 維持 修繕 費 (161 千 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 








合計 :805 千 円 













































































個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 Nm 13 

施設 名 プン 棟 名 | 北上 地区 合同 庁舎 プ 犬 抑留 所 
| 所 在 地 | 岩手 県 北上 市 芳 町 2 一 8 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 | _ 用途 地域 | 第 一 種 住居 地域 
構 
Y 





任 
計画 

敷地 面積 5.093.43m| 建 築 面積 延 床 面積 130.15m 

況 


ーー 


竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 2000 年 12 月 5 41 現在 


利用 状 所 管区 域内 の 犬 抑留 所 と し て 利用 


当面 、 継 続 し て 犬 抑留 所 と し て 利用 する 見 通し 


ト っ 
] 


て 


同上 


定期 点検 同上 同上 


修繕 工事 履歴 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 | 改修 | | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 
RI 


| 計 | 維持 修 | 改修 | 更 3 共 持 修繕 | 改修 | 更新 | 


【 優 先 度 評価 】 


ーー 


の どど どの どの 〇 


| 建物 性 能 高 
劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
1 次 評価 維持 管理 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
|  。 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 
2 次 評価 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 ノ 優先 度 3 


評価 結果 


(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 建 築 か ら 20 年 経過 し て お り 適 宜 修繕 し な が ら 維 持 管理 し て いく 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


ーー 


対策 の 内 容 ーー ンー サ 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :320 千 円 
維持 修繕 費 (64 千 円 ) | 維持 修繕 費 (64 千 円 ) 維持 修繕 費 (64 千 円 ) 維持 修繕 費 (64 千 円 ) | 維持 修繕 費 (64 千 円 ) 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 





施設 名 ン 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 本 庁舎 
| 所在地 | 奥州 市 水沢 区 大 手 町 1 一 2 





財産 区 分 ーー 備考 合計 
設 類 型 ・ 受 電設 備 更新 へ |- 空 調 更 新設 計 本 


都市 計画 区 域 


都市 計画 区 域内 防 


指定 な し 


竣工 年 度 
(建築 年 月 ) 


職員 数 は 振興 局 再 編 前 と ほぼ 同じ 規模 で ある 。 


2000 年 175 人 一 2011 年 189 人 一 2012 年 203 人 一 2020 年 180 人 
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主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 


シー ト 防 水 
モル タル + 吹 付 

P タ イル 

ブロ ッ ク 、 木 等 
岩 綿 吸 音 板 等 


等 変化 の 
施設 の 有効 活 | 余剰 スペ ー ス 等 は あま り 無 いた め 、 上 既存 の まま の 有効 活用 は 難し い 。 


キュ ー ビ ク ル 式 
ディ ー ゼ ル 
省エネ 型 

P 型 

電子 交換 機 
乗用 


温水 方 式 、 エ アコ ン 
真空 式 温水 発生 器 

ファ ウルム 29ー、 コ ニッ ド 、 ハッ サージ 
三種 

空調 、 オ イル 

中 央 監視 


・ 地 下 タン 2 ラニ ング 


ーー デー 7 日常 点検 に 基づく 維持 修繕 に ーー > 
li ーー 


内 訳 内 訳 内 8 i i Pi 

受電 設備 更新 空調 更新 工事 維持 修繕 費 合計 :90.868 千 円 
(4.807 千 円 ) (2,695 千 円 ) (54.337 千 円 ) (1.475 千 円 ) (12.450 千 円 ) . i 
地下 % ン 2 ライ ニッ ゲ 維持 修繕 費 維持 修繕 費 昇降 機 改修 設計 |※ 分 庁舎 費用 含む 
(6,204 千 円 ) (1475 千 円 ) (1.475 千 円 ) 財源 : 一 般 財 源 (3.000 千 円 ) 


概算 費用 
A 6 維持 修繕 費 維持 修繕 費 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | (i475 そ 幅 ) 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 (1475 千 円 


財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 


加 圧送 水 、 自 動 給水 ホップ ユニ ッ ト 
中 央 、 局 所 併用 

都市 ガス 

屋内 消火 栓 、 不 活性 ガス 消火 


消火 
劣化 度 調査 ン ン の 全 玉井 材 の すれ 、 便 洪 の 牧 揚 、 ド | 中 部 コン セン トカ バー 外れ 未 使用 配管 の 破断 、 ダ クト 内 に 水 


外壁 改修 電話 交換 機 更新 空調 ・ 衛 生 ・ ガ ス 設備 改修 工事 
屋上 防水 改修 
修繕 工事 履歴 ( 震 災 復旧 ) 改 修 工事 
耐震 改修 工事 
屋根 外壁 改修 工事 


自動 火災 報知 設備 更新 が ス X 消 火 ホ ン ペ 更新 
0 0 17.6 











放送 設備 更新 自動 制御 設備 更新 
高圧 区 分 開閉 器 更新 工事 


【 優 先 度 評価 】 


A 

高 

修繕 改修 

必要 な 施設 

職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 


に oo が B a \ と ら 
年 が 経過 し こと か ら 建 替え 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) IE 職員 数 の 少な い 分 庁舎 や 江刺 分 庁 告 と の 複合 化 な どの 検討 が 必要 で 
5 


コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 
APf: 間 計 まこ 

の 方 四 は 
これ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) a 
施設 名 ン 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 分 庁舎 ems 


竣工 年 度 


勤務 する 職員 数 に 増減 は ある が 、 横 ば い の 見 込み で ある 。 
2000 年 49 人 一 2011 年 68 人 一 2012 年 73 人 一 2020 年 66 人 


折 板 屋根 一 部 ツー ト 防水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 蒸気 方 式 、 エ アコ ン 

モル タル + 吹付 中 ディ ー ゼ ル 熱源 小型 貫流 ボイラ ー 

P タ イル 中 省エネ 型 FC、 パ ッ ケ ー ジ 型 

RC、 木 等 警 三種 、 一 種 

主 な 仕様 ・ ョ 岩 綿 吸 音 板 等 真空 給水 ポン プ 、 オ イル ポン プ 
中 央 式 監視 

電気 時 計 、 拡 声 、TV 高 置 水槽 、 公 共 下水 

局所 式 

都市 ガス 

不 活性 ガス 消火 











2 = 壁 ク ラッ ク 、 機械 駐車 パレ ッ ト の 腐食 、 天 井 | 誘導 灯 、 非 常用 照明 バッ テリ ー 切 れ 、 プ ル 
劣化 度 調 査 漏水 跡 ボッ クス 腐食 


定期 点検 


2000.9 | 外壁 改修 -3 | 電話 交換 機 更新 冷房 機器 設置 
2019.2 | 屋根 ・ 外 壁 改修 . 自動 火災 報知 設備 更新 暖房 用 ボイラ ー 移 設 
修繕 工事 履歴 .3 | 放送 設備 更新 .3 | が ん 消火 ポッ ペ 更 新 
高圧 区 分 開閉 器 更新 工事 


軸 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


人 持 修 視 | 履 人 下す 護持 修繕 | 改修 | 現す 護持 修繕 | 履修 | 更 3 
0 
48.915 0 0 
0 17855| 12 12366 
0 0 
0 0 0 
48.915 17,855 | 12 12.366 


【 優 先 度 評価 】 
建物 性 能 高 - 
| 劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
| 1 次 評価 | 邊 人 
必要 な 施設 
職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 
耐震 改修 は 不要 で ある が 、2 次 部 材 及 び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 大 規模 改修 等 検討 
評価 結果 の 時 期 で ある 。 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと 
(コメ ント ) か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 建 替え 等 の 際 に は 、 本 庁舎 や 職員 数 の 少な い 江刺 
分 庁舎 と の 複合 化 な ど 検 討 も 必要 で ある 。 


長寿 命 化 等 対策 コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 必 要 最 小 限 の 維 
持 修繕 工事 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 
これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


[空調 更新 工事 ン i ※ 維 持 修繕 費 を 除き 、 


本 庁舎 に 費用 計上 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 ビーー ィ ーー 


計 :1.018 千 円 計 :1.018 千 円 計 :1.843 千 円 計 :1.018 千 円 合計 :5.915 千 円 
内 記 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 Sa 
受電 設備 更新 (※) 空調 更新 設計 (※) 空調 更新 工事 (※) 電話 交換 機 停電 用 苦 | 維持 修繕 費 (1.018 千 |※ 本 庁 樹 に 費用 計上 
地下 タン 2 ライ ニッ ゲ (※) | 維持 修繕 費 (1.018 千 円 ) | 維持 修繕 費 (1.018 千 円 ) | 電池 更新 工事 (825 千 | 円 ) EAA 


用 
‘ls 日 オミ > 維持 修繕 費 (1.018 千 円 ) 
【 到 当時 源 (見 込 )】 jp 財源 : 一 般 財 源 | 財 源 : 一 般 財 源 pe 持 覆 絡 代 018 千 財源 : 一 般 財源 
財源 : 一 般 財源 














個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 ・ 合 庁 M0 。 16 


施設 名 ン 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 車庫 
奥州 市 水沢 区 大 手 町 1 一 2 施設 類型 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地 


その 他 区 域 

敷地 面積 5.703.77m| 建 築 面積 | "_ _ 404.8m| 延 床 面 
二 1980 年 10 

利用 状況 = 
を 情勢 等 委 化 の 対 


で 1 目 
本 車庫 と し て の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 


成型 セメント 板 
土間 モル タル 


水道 直結 


不 活性 ガス 消火 


消火 
yr FT Fr PTTTPT の PP 


上 
中 六 p> | 
修繕 下車 語 麻 0 に うっ | 
直 : き 修繕 ・ 改 修 怖 給 持 1 3 の 3 ーー 














(森合 と 一 体 )}」 ] (庁舎 と ー 休 
【 優 先 度 評価 】 


A 

高 

修繕 ・ 改 修 
必要 な 施設 
需要 は 継続 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 軒 天 井 な どの 外装 材 や 駐車 装置 な どの 劣化 が 著しく 、 大 幅 な 修繕 が 必要 な 状況 で ある 。 庁 
(コメ ント ) 舎 を 使用 する 限り 車庫 と し て の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 


長寿 命 化 等 対策 外装 材 の 劣化 や 昇降 式 駐車 設備 の 劣化 が 著しく 、 継続 使用 する た め に は 全面 的 な 修繕 が 必要 と な る 。 
の 方 向 性 長寿 命 化 に つい て は 、 庁 舎 の 今後 の 整備 方 針 に 応じ て 検討 する 必要 が ある た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修 
繕 工事 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 男 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 


信和 2 年 度 | 令 和 3 年 庶 信和 5 年 度 | 信和 6 年 度 | 備考 合計 
a = 
対策 の 内 容 日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 «> 
計 :178 千 円 計 :178 千 円 計 : 計 : 計 :178 千 円 合計 :890 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (178 千 円 ) | 維持 修繕 費 (178 千 円 ) 維持 修繕 費 (178 千 円 ) 維持 修繕 費 (178 千 円 ) | 維持 修繕 費 (178 千 円 ) 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一般 財 源 財源: 一 般 財 源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 所 a 17 
施設 名 ズ 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 付属 棟 | 財産 区 分 | 行政 財産 
奥州 市 水沢 区 大 手 町 1 一 2 
| 都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地 途 地 域 | 近隣 商業 地域 
構 


土 
計画 区 
敷地 面積 5.703.77m| 建築 面 . 
千 
放 有 問 計 
況 
等 変 化 の 





| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 階数 l 00 0 0 フク 
利用 状 物置 等 と し て 使用 を 継続 し て いる 。 


円 コ 
い 


会 情 


効 活 | 庁舎 付属 の 物置 と し て 継続 使用 が 想定 され る 。 


塗 膜 防水 
吹付 

土間 モル タル 
仕上 無し 
主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 仕上 無し 











ガス = 
消火 |- 
更新 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 


【 優 先 度 評価 】 


診断 A 
高 
修繕 ・ 改 修 
必要 な 施設 
需要 は 継続 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 | 築 53 年 が 経過 し 劣化 が 進行 し て いる 。 含 庫 と し て の 利用 で ある た め 大 き な 支 障 は な い が 、 
(コメ ント ) | 将来 的 に 庁舎 棟 や 分 庁舎 へ の 集約 も 検討 が 必要 と 思わ れる 。 


内 装 等 の 更新 を 行っ て いな いた め 見 た 目 に は 劣化 し て いる が 、H30 年 度 に 外装 の 修繕 工事 を 実施 し て 

長寿 命 化 等 対策 | いる た め 、 物 置 と し て 使用 する 分 に は 支障 が な いと 思わ れる 。 長寿 命 化 に つい て は 、 庁 舎 の 今後 の 整備 

の 方 向 性 方 針 に 応じ て 検討 する 必要 が ある た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修繕 工事 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 
で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 





計 :111 千 円 計 :111 千 円 計 :111 千 円 


ョ 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :555 
維持 修繕 費 (111 千 直 維持 修繕 費 (111 千 直 維持 修繕 費 (111 キ PF 維持 修繕 費 (111 千 F 維持 修繕 費 (111 キ F 合計 千 円 


費用 
【 充 当 財源 (見 込 ) 】 財源: 一般 財源 | 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 


内 訳 内 訳 

































































個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 訂 合 庁 m 18 
施設 名 ン 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 江刺 分 庁舎 旧館 ・ 新 館 


| 財産 区 分 | 行政 財産 。 | 
岩手 県 奥州 市 江刺 区 大 通り 148 番 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 商業 地域 
見 
造 
況 





市 
敷地 面積 3.653.85m| 建 築 面 998.92m| 延 床 面積 2.618.54m 


竣工 年 度 経過 年 数 
利用 状 振興 局 再 編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 609% で あり 、 今 後 増減 は ある が 、 横 ば い の 見 込み で ある 。 
2000 年 106 人 一 2011 年 64 人 一 2012 年 58 人 一 2020 年 62 人 


社会 情勢 等 変化 の 対 | 執務 室 を 新館 若しくは 旧館 何れ か に 集約 し 、 余 剰 ス ペー ス を 文書 庫 と し て 県 南 地区 全体 で 活用 する 、 民 間 へ の 貸し 出し な ど 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 RC 現状 で も 余剰 スペ マース の ほとん ど が 本 庁舎 の 書庫 と し て 使用 され て いる こと か ら 有 効 活 用 する に あたり 書類 
用 の 整理 等 が 必要 。 


金属 、 シ ー ト 防水 変電 | 屋外 キュ ー ビ ク ル 式 
Co 打 放 + 吹 付 本 屋外 ティ ー ゼ ル 

E ニ ル 床 タイ ル 類 、 タ イル ・ 石 貼 電 省エネ 型 ユニ ッ ト 、 ハ パッケージ 

塗装 類 、 壁 紙 、 タ イル ・ 石 貼 、 パ ー テ 人 ョ | 芝 P 形 、 副 受信 機 三種 、 一 種 

ン 、 石こう ボード 電子 交換 機 ンプ オイ ルポ ツン プ 

岩 綿 吸 音 板 等 、 石綿 板 常用 EV 中 央 式 監視 、 個 別 

電気 時 計 、 拡 声 、TV 加 圧送 水 、 公 共 水 道 

; 中 央 式 (FF 用 ) 

液化 石油 が ス 

; 不 活 性 ガス 、 粉末 、 消火 ホッ プ 、 


肖 火 


5 電気 設備 改修 工事 6 ホイ ラー 改修 工事 
エレ ペー ター 設置 4 自家 発 設置 . 冷房 機器 設置 工事 
外壁 等 補修 6 電話 交換 機 設備 更新 機械 設備 改修 工事 
耐震 ・ 外 壁 補修 拡声 設備 更新 3 ガス 系 消火 設備 更新 
自動 火災 報知 設備 更新 エア コッ 更新 











0 
0 
5,292 5,292 
0 
0 
5,292 5.292 


【 優 先 度 評価 】 


| 劣化 度 診断 |A 

| 1 次 評価 | 修繕 改修 

必要 な 施設 

| 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 2 


新館 、 旧 館 共 に 耐震 改修 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 大 規模 改 
修 等 検討 の 時 期 で ある 。 
評価 結果 執務 室 と し て 利用 率 が 低い こと か ら 本 庁舎 と の 集約 の 検討 も 必要 で ある 。 a 
(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 家 修 
繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 
有効 活用 に あたっ て は 、 本 来 の 執務 室 の 半分 以上 が 空き スペ ー ス と な っ て いる 可能 性 が ある が 、 奥 州 合 
庁 の 書庫 と な っ て いる こと か ら 書 類 の 整理 等 が 必要 。 


第 4 次 地区 合同 店 舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規 
模 改 修 を 包括 的 に 管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 
長寿 命 化 等 対策 設計 画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け る こと と し て いる が 、 現時点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る 
の 方 向 性 こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 
予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最小 限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い 
な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 
経費 の 平準 化 を 図る 。 





局所 暖 (FF 等 )、 局 所 冷 て アコ ン 等 : 


"車庫 本 改修 (工事 ) ・ 電 話 交換 機 信 電 
・ 空 調 設 備 改修 ( 工 其 電 池 更新 (工事 






























































日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 


計 :44.579 千 円 | 計 :1.283 千 円 計 :1283 千 円 計 :2. 計 :1,283 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 合計 :50,536 千 円 





内 記 内 訳 
空調 設備 改修 工事 維持 修繕 費 維持 修繕 費 電話 交換 機 停電 用 笠 電 | 維持 修 繕 費 
(43.296 千 円 ) (1.283 千 円 ) (1.283 千 円 ) 池 更新 工事 (825 千 円 ) | (1.283 円 ) 
概算 費用 維持 修 結 和 維持 修繕 人 
(1.283 千 円 ) 3 as ; a (1.283 千 円 ) 6 on 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 
な N 中 ‘| +| ュ | 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 


ee ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 Nm 19 
施設 名 プ 棟 名 | 奥州 地区 合同 庁舎 江刺 分 庁舎 農林 実験 
| 所在 地 | 岩手 県 奥州 市 江刺 区 大 通り 148 番 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 指定 な し 


色 工 年度 
(建築 年 月 ) 


舎 の 付属 施設 と し て 必要 な 施設 で ある 。 
Ei 
0 1 1 Ne 


ーー EE = 
ドー 


| 維持 修 繕 oe 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 


【 優 先 度 評価 】 
低 
劣化 度 診断 |A 
利用 度 
| 1 次 評価 | 修繕 改修 
必要 な 施設 
| 見 通し | 職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 2 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 
(コメ ント ) 検討 する 必要 が ある 。 建 替え 等 の 際 に は 、 本 庁舎 や 分 庁舎 と の 複合 化 な ど 検 討 が 必要 と 思わ れる 。 
※ 令 和 2 年 度 車庫 外壁 等 修繕 工事 の 際 に 雨 樋 部 分 改修 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 其 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


に 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
に =。 だ 
計 :59 千 円 : : 計 : 59 千 円 計 :59 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (59 千 円 ) | 維持 修繕 費 (59 千 円 ) 維持 修繕 費 (59 千 円 ) 維持 修繕 費 (59 千 円 ) | 維持 修繕 費 (59 千 円 ) 








合計 :295 千 円 


概算 費用 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 
【 充 当 財源 (見 込 ) 】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 lm 20 
奥州 地区 合同 庁舎 江刺 分 庁舎 車庫 A 
岩手 県 奥州 市 江刺 区 大 通り 148 番 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し | 用途 地域 | 商業 地域 


応 / 公 共 施設 の 有効 活 


雨漏り 跡 あ り 、 ブ レー ス 和 外れ 、 鉄 部 腐食 、 壁 ク 
ラッ ク 、 入口 部 モル タル 破損 


【 優 先 度 評価 】 


| 建物 性 能 低 
劣化 度 診断 


修繕 改修 
必要 な 施設 
職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 
( コ メン ト ) 検討 する 必要 が ある 。 
_ ※ 車 庫 棟 は 令 和 2 年 度 外 壁 等 修繕 工事 実施 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整 備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| om ee = 
ュー 


計 :33,724 千 円 | 計 :86 千 円 計 :86 千 円 計 :86 千 円 計 :86 千 円 
内 内 訳 内 訳 内 a 
車庫 棟 改修 工事 維持 修繕 費 (86 千 円 ) 維持 修繕 費 (86 千 円) 維持 修繕 費 (86 千 円 ) | 維持 修繕 費 (86 千 円 ) 


(33.638 千 円 ) 
維持 修繕 費 (86 千 円 ) : i 、 : 、 、 
財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財源 




















合計 :34.068 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 藻 ) ーー | 区 分 | 和 I2 年 度 | 和 和 3 年 度 | 和 4 年 度 | 流 和 5 年 度 | 攻 和 6 年 度 | 備考 合計 
施設 名 ズ 棟 名 一 関 地区 合同 庁舎 ロ 人 a ロイ オ H a ロイ H リノ 5 ユ ナリ ユイ 上 リッ 礎 LE 








| 所在地 | 岩手 県 一 関 市 竹山 町 7-5 
B 市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 


都市 計画 区 域 
敷地 面積 


9.188.28m| 建 築 面 


| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 
は 


= 

(建築 年 月 ) 
利用 状況 
の | 


エー で 計 


主 な 仕様 ・ 設 備 


総合 判定 優先 度 


評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


1981 年 6 月 | . 各 過 年 数 


R2.4.1 現 在 


振興 局 再 編 前 と 比較 し て 職員 数 は 約 839% と 減少 し て いる が 、15 年 前 と 比較 する と 横ばい で ある 。 
2000 年 243 人 一 2011 年 209 人 一 2012 年 218 人 一 2020 年 201 人 


天井 雨漏り 跡 、 パー テー ショ ン ず れ 、 地 手 沈 下 





金属 、 シ ー ト 防水 
コン クリート 打 放 + 吹 付 
P タ イル 

ハー テイ ショ ン 


岩 費 吸音 板 、 石 綿 板 等 


(敷地 内 共通 ) 


1989.12 
1992.3 

2005.10 
2014.12 


ム A 


=| 


屋根 塗装 

エレ ベー ター 設置 他 工 事 
防水 シー ト 改 修 工事 

屋根 塗装 

外壁 屋根 塗装 


必要 な 施設 
職員 数 は 横ばい の 見 通し 


多 繕 改修 プ 優先 


度 


受 2 


キュ ー ビ ク ル 式 
ディ ー ゼ ル 

一 般 形 

P 型 

電子 交換 機 

乗用 EV 

電気 時 計 設 備 

テレ ビ 共 同 受信 設備 等 





ホー ル 雨 水 溜まり 


電話 交換 設備 更新 工事 
自家 用 発電 設備 更新 工事 
自 火 報 設備 更新 工事 


【 優 先 度 評価 】 


【 総 合 判定 】 


天井 器具 (灯具 、 ガ ラリ 等 ) の ずれ 、 ハ ンド 


冷温 水 方 式 、 局所 暖房 、 エ アコ ン 
直 吸 収 冷 温水 機 

ユニ ッ ト 、 パッケージ 、 ファン コイ ル ユ ニッ ト 
三種 、 一 種 

空調 、 オ イル 、 揚 水 

中 央 監視 

高 置 水槽 方 式 

中 央 、 局 所 併用 

都市 ガス 

屋内 消火 栓 、 不 活性 ガス 、 粉 末 
冷却 塔 染 台 ・ 配 管 発 錆 、 換 気 扇 廻 り 吹込 
み 跡 (機械 室 ) 





同上 


冷房 機器 設置 工事 
機械 設備 改修 工事 
ガス 系 消火 設備 更新 工事 
中 央 監視 装置 更新 工事 


耐震 改修 は 不要 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 大 規模 改 等 検討 の 時 
期 で ある 。 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 設備 ・ 機 器 の 改修 工事 等 か ら 20 年 程度 経過 し 、 既 に 標準 耐 
用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計 画 と 位置 付け 
る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規 模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
驚 備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー*ー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 


伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


・ 受 変電 設備 改修 (工事 ) 


























・ 高 圧 区 分 開閉 器 改 修 ( 工 
事 ) 


・ 電 話 設備 改修 (工事 ) 
* 昇 降 機 設備 改修 (工事 
* 地 下 多 イン ゲ ( 工 
































計 :32.625 千 円 | 計 :27.620 千 円 


内 訳 内 訳 

高圧 区 分 開閉 器 改修 工 | 昇降 機 設備 改修 工事 
事 (25.036 千 円 ) 

(1.023 千 円 ) 維持 修繕 費 

受 変電 設備 更新 工事 (2.584 千 円 ) 

(4.466 千 円 ) 

電話 設備 改修 工事 3 

(17 875 千 円 ) 財源 : 一 般 財 源 
ta 


(2387 千 円 ) 
地下 タン 2 ライ ニッ ゲ 工 事 
(4290 千 円 ) 
維持 修繕 費 
(2.584 千 円 ) 


財源 : 一般 財源 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
ll 


計 :2.584 千 円 


内 訳 
維持 修繕 費 
(2.584 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


* 照 明 設備 更新 (本 ヨ 











・ 自 家 発電 OH( 事 














計 :52.920 千 円 


内 訳 
照明 設備 更新 工事 
(50,336 千 円 ) 


(2.584 千 円 ) 
財源 : 一 般 財 源 


財源 : 一 般 財源 


合計 : 


125.021 千 円 





劣化 度 調査 
定期 点検 


修繕 工事 履 


直 軸 


総合 判定 優先 度 


評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 ・ 合 庁 N 22 
一 関 地区 合同 庁 告 車庫 


9,.188.28ml 建 築 面積 


土間 コン クリ ー ト 








| 計 | 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評価 】 


高 

維持 管理 
必要 な 施設 
需要 は 継続 


【 総 合 判定 】 
維持 管理 優先 度 3 


長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 適 宜 修繕 を 行い 、 維 持 管理 し て いく 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
る こと と し て いる が 、 現時点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


対策 の 内 容 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





計 :1 96 千 円 計 : 計 : 計 :196 千 円 


内 内 訳 内 内 内 訳 
(196 千 円 ) (196 千 円 ) (196 千 円 ) (196 千 円 ) (196 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 


合計 : 980 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 上 人 fe 23 


施設 名 棟 名 | 一 関 地 区 合同 庁舎 附属 棟 
岩手 県 一 関 市 竹山 町 7-5 
都市 計 吉 区 江 都市 計画 区 域内 防火 地域 ] 準 防火 地域 


竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 2002 年 2 月 |R2 41 現在 
a 


誕 序 等 


応 / 公 共犯 施 
用 


金属 変電 |「 キ ュー ビク ル 式 冷暖 房 | 局所 暖房 、 エ アコ ン 
ACL 電 ー 熱源 に 
P タ イル 問 一 般 形 ー 
パー テイ ショ ッ P 型 三種 、 一 種 
主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 岩 綿 吸音 板 、 石 費 板 等 電子 交換 機 











| 定期 点検 


枯 3 人 
修繕 工事 履歴 


【 優 先 度 評価 】 


用 
1 次 評価 | 稚 和 
| 生生 し 電 要 は 和 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 プ 優先 度 3 


評価 結果 書庫 、 会 議 室 、 入 札 室 と し て の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 外壁 改修 を 実施 し て お り 、 特別 不具 合 
(コメ ント ) 発生 し て いな いこ と か ら 、 適切 な 維持 管理 が 求め られ る 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規 模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー パー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 男 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延 
伸 す る と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| _ 区 当 | 和 IL 年 度 | 硫 和 3 年 度 | 信和 4 年 度 | 衝 和 5 年 度 | 攻 和 6 年 度 | 備考 / 台 計 | 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 








内 合計 :590 千 円 
持 修繕 持 修繕 維持 修繕 費 
(18 千 円 ) (118 千 円 ) (18 千 円 ) (118 千 円 ) (118 千 円 ) 


概算 費用 N $ ぶ 正 ・ RN * 碧 ・ に ぶ 正 ・ 3 折 ・ ミ 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 
ー 関 地区 合同 庁舎 千厩 分 庁舎 旧館 


指定 な し 


振興 局 再編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 479% で あり 、 今 後 増減 は ある が 、 横 ば ぱいの 見 込み で ある 
2000 年 187 人 一 2011 年 92 人 一 2012 年 91 人 一 2020 年 88 人 


県 庁 ・ 合 庁 lm 24 


0 


応 公共 施設 の 有効 活 多く の スペ ー ス が 倉庫 スペ ー ス と し て 使用 され て お り 、 余剰 面積 が 発生 し て いる 状態 と 思わ れる 。 


シー ト 防 水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 

タイ ル 貼 り 、 モ ル タ ル + 吹 付 一 ディ ー ゼ ル 

P タ イル 十 一 般 型 

ブロ ッ ク 、 パ ー テ イシ ョ ン 等 自 火 報 P 型 、 非常 ベル 
岩 費 吸 音 板 、 石 綿 板 等 電子 交換 機 、VoIP ン シス テム 
乗用 


電気 時 計 、 拡 声 、TV 共 同 受信 


主 な 仕様 ・ 設 備 











蒸気 方 式 、 エ アコ ン 
鋳鉄 製 ボ イラ ー 

ファ ンコ ン へ クタ ー、 パッ ケー ツジ " 

ー 種 

真空 給水 、 オ イル 

中 央 監視 

加 圧送 水 、 自動 給水 ホップ ユ ニット 


屋内 消火 栓 





劣化 度 調査 の 防水 シー ト 劣 化 、 内 部 仕上 プル ボッ クス 発 錆 


修繕 工事 履歴 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 
1 
H30 
H29 
H28 
H27 
計 


総合 判定 優先 度 


評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 





改修 工事 ; 受 変電 、 照明 、 弱電 更新 空調 、 衛 生 設備 
外部 建具 改修 : 受 変電 増設 空調 、 衛 生 設備 
防水 ・ 外 壁 改修 . 自家 用 発電 設備 設置 冷房 機器 設置 
耐震 改修 工事 | | | 下水 道 接続 


【 優 先 度 評価 】 


ム A 


吉 
| 


必要 な 施設 


職員 数 は 減少 傾向 の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
多 繕 ・ 改 修 プ 優先 度 2 


耐震 改修 が 必要 な 上 旧館 は 耐震 改修 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 、 旧 
館 は 築 後 50 年 以上 が 経過 し て いる こと か ら 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 

長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 
繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 

執務 室 と し て 利用 率 が 低く 、 余 剰 面積 が ある こと か ら 、 新 館 ・ 旧 館 ど ちら か を 全面 改修 し た 上 で の 集約 な ど 
も 検討 課題 で ある 。 


コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 旧館 及び 新館 の 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め 、 性 能 が 高 
い 棟 に 集中 的 に 長寿 命 化工 事 を 実施 する こと で 執務 室 の 集約 を 検討 する 。 
長寿 命 化す る 部 分 を 選択 する こと で 、 維 持 費 用 の 低減 に 努め る 。 


・ 屋 根 外壁 修繕 設計 ee 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
に 








:5.978 十 円 :125,081 千 円 
内 内 訳 
MO 屋根 外壁 工事 (124.097 千 

円 


円 
概算 費用 an 維持 修 和仁 984 千 円 ) | 生 相 科 介 (984 千 円) 
【 充 当 財 源 (見 込 )】| 財源: 一般 財源 LO 2 


内 訳 合計 :134.011 千 円 
(984 千 円 ) 


財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 店 ・ 


| 施設 名 ン 棟 名 | 一 関 地区 合同 庁舎 千厩 分 庁 人 新館 ・ 昇 降 機 改修 設計 生井 和 条 \ | 節電 設備 改修 自家 発 On 
所 在 地 ーー 85- ・ 空 調 設備 更新 設計 kh 放送 用 設備 更新 設計 /「 放 送 用 設備 更新 工事 
都市 計画 区 域 市 計画 区 域内 訂 : a 男 攻 機 格 工事 ・ 空 調 設備 更新 計 


* 空 調 設備 更新 工事 








日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


| し ーーーーーーーーーーー ーーーーー| 
山 計 :728 千 円 計 :5, 上 6 14.939 千 円 合計 :91,362 千 円 
1988 年 9 月 yt 内 訳 上 


利用 状況 振興 局 再 編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 47%% で あり 、 今 後 増 減 は ある が 、 横ばい の 見 込み で ある 。 (728 千 円 ) (2629 千 円 ) a (825 千 円 044 千 円 ) (6.225 千 円 ) 








2000 年 187 人 一 2011 年 92 人 一 2012 年 91 人 つ 2020 年 88 人 財源 : 一 般 財 源 0 Fiabe 0 

誕 勢 等 変 維持 修繕 費 空調 設備 更新 傘 お 維持 修繕 費 

公共 施 融 の 有効 活 多く の スペ ー ス が 倉庫 スペ ー ス と し て 使用 され て お り 、 余剰 面積 が 発生 し て いる 状態 と 思わ れる 。 概算 費用 (728 千 円 ) ER (728 千 円 ) 728 千 円 ) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 (728 千 円 ) 財源 : 一般 財源 | 上 財源: 一般 財源 

シー ト 防 水 、 折 板屋 根 (渡り 廊下 ) | 受 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 蒸気 方 式 、 エ アコ ン 財源 : 一 般 財 源 
タイ ル 貼 り 、 モ ル タ ル + 吹付 中 ディ ー ゼ ル 折 鋳鉄 製 ボイラ ー 
P タ イル 二 一 般 型 調 ファ ソコ ソン ペク ター、 ハリ ケー ジ 
石こう ホ ポート 、 ハ バー テイ ショ ン 等 自 火 報 P 型 、 非 常 ベ ル 気 一 種 
岩 綿 吸 音 板 、 石 綿 板 等 電子 交換 機 、VoIP シ ステ ム ツア 真空 給水 、 オ イル 
乗用 御 | 中 央 監視 
電気 時 計 、 拡 声 、TV 共 同 受信 加 圧 送水 、 自 動 給水 ボソ プ ュ ニッ ト 











屋内 消火 栓 


当 屋上 パラ ベッ ト 立 上 り 凍 害 、 防 水 シー ト 劣 化 、 > 
劣化 度 調 査 基 遇 Nid 


. 用人 役人 設置 空調 、 衛 生 設備 
修繕 工事 履歴 3 | 電 本 新 閣 記 機器 設置 


IE 改修 人 維持 修繕 | | 計 | 本 | 


【 優 先 度 評価 
能 | 高 
劣化 度 診断 IA 
還 5EEEX5 
必要 な 施設 
職員 数 は 減少 傾向 の 見 通し 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


_ 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 

評価 結果 繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 

(コメ ント ) 執務 室 と し て 利用 率 が 低く 、 余 剰 面 積 が ある こと か ら 、 新館 ・ 旧 館 ど ちら か を 全面 改修 し た 上 で の 集約 な 
ども 検討 課題 で ある 。 


長寿 命 化 等 対策 コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 旧館 及び 新館 の 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め 、 性 能 が 高い 棟 に 集中 的 に 
の 方 向 性 長寿 命 化工 事 を 実施 する こと で 執務 室 の 集約 を 検討 する 。 
長寿 命 化す る 部 分 を 選択 する こと で 、 維 持 費 用 の 低減 に 努め る 。 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 lm 26 
一 関 地区 合同 庁舎 千厩 分 庁舎 車庫 
ー 関 市 寺 厩 町 千厩 字 北 方 85-2 
都市 計画 区 域内 指定 な し 


経過 年 数 
R2.4.1 現 在 


応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 車庫 と し て の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 


折 板 屋根 
ALC 
土間 コン クリ ー ト 


主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 | 











消火 上 - 
i as 
同上 


1 
定期 点検 


2020.3 | 自 火 報 設備 更新 (庁舎 工事 に 付随 ) 
修繕 工事 履歴 
3 き 修繕 ・ 維持 修繕 


改修 玉 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 
14.233 0 
0 
0 
0 
0 
14,233 0 
(庁舎 工事 含む ) 
【 優 先 度 評価 】 





ム A 

高 

修繕 ・ 改 修 

必要 な 施設 
見 通し | 需要 は 継続 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 3 


評価 結果 | 駐車 場 と し て の ニー ズ は 継続 する と 思わ れる 。 鉄 部 等 に 発 錆 が 見 られ る た め 、 塗 装 等 の 改 
(コメ ント ) | 修 を 行え ば 、 当 面 継続 使用 可能 で ある 。 


長寿 命 化 等 対策 | 庁舎 の 今後 の 整備 方 針 に 応じ て 長寿 命 化 を 検討 する 必要 が ある た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修繕 工事 を 行 
の 方 向 性 いな が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 


ii 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 ニー ここ ー_a 二 > 
ミー ニニ 


合計 :570 千 円 


(114 千 円 ) (14 千 円 ) (114 千 円 ) (114 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





| 所在地 | 大 船渡 市 猪 川町 字 前 田 6 番 ] 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 
土地 区 画 整理 事業 区 域 
8.584.3m| 建 築 面 1.142.76m 
構 


施設 名 プ 棟 名 | 大 船渡 地区 合同 庁舎 庁舎 棟 T 政 財 
| _ 構 ” 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 人造 
Li 


竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 1974 年 11 月 | R241 現在 


利用 状況 職員 数 は 振興 局 再 編 で 規模 縮小 し た も の の 、 岩 災後 一 時 期 急 増し た の ち 減 少 傾 向 に あり 、 固 災 前 と ほぼ 同じ 規模 に ある 
2000 年 251 人 一 2011 年 234 人 一 2012 年 329 人 一 2020 年 240 人 


コロ 
| 


に 


シー ト 防 水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 
タイ ル 貼 り 、 モ ル タ ル + 吹 付 電 ディ ー ゼ ル 熱源 直 吸 収 冷 温水 機 
P タ イル 電 一 般 型 、 非 常用 照明 電池 別 置 形 
塗装 、 壁 紙 等 警 自 火 報 P 型 、 非 常 ベ ル 三種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 岩 綿 吸音 板 、 壁 紙 、 塗装 等 電子 交換 機 、VoIP シ ステ ム ンプ 空調 用 、 オ イル 用 

乗用 御 | 中 央 監視 

電気 時 計 、 拡 声 、TV 共 同 受信 # 高 置 水槽 

: 中 央 式 、 真 空 式 温水 発生 器 

液化 石油 

屋内 消火 栓 


消火 


屋上 防水 、 外 壁 改修 電話 交換 設備 更新 冷房 機器 設置 
耐震 改修 自家 用 発電 設備 設置 空調 、 衛 生 設備 改修 
修繕 工事 ( 戻 災 被災 箇所 ) 太陽 光 発 電設 備 設置 
屋上 防水 、 外壁 改修 工事 放送 設備 更新 
電話 交換 設備 更新 








ミル 
109.006 0 , 1 
0 と 。 1 
1 61.738 6 
109.006 1 61.738 1 1 20.471 27.194 


【 優 先 度 評価 】 


| 劣化 度 診断 |A 

| 利用 度 | 高 

| 1 次 評価 | 稚 失 管理 

| 重 要 性 | 必要 な 施設 

震 災 の 影響 で 増加 し 、 減 少 傾向 で あっ た が 現在 は 岩 災 前 と ほぼ 同じ 規模 で 今後 減少 の 見 込み 。 


【 総 合 判 定 】 
合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 3 
耐震 改修 や 外装 の 改修 は 実施 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 、 内装 仕上 
評価 結果 げ の 劣化 等 が 目立つ こと か ら 大 規模 改修 等 を 検討 する 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 改修 工事 等 か ら 20 年 程度 経過 し 、 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設 
備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 管 
a 理 す る た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整備 計画 と 位置 付け る こ 
長寿 命 化 等 対策 | と と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 整備 ・ 
の 方 向 性 改修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 限 の 維 
持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 こ れ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と 
も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


・ 自 火 報 更新 工事 9 


ビィ ーー サー サト 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
1 


計 :9.430 千 円 
内 訳 


自 火 報 更新 (7.095 千 円 ) 
維持 修繕 (2335 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


計 :6.554 千 円 
内 訳 


受電 設備 (4.219 千 円 ) 
維持 修繕 (2.335 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


"照明 更新 設 き 
・ 昇 降 機 改 修 設 計 


計 :6,779 千 円 
内 訳 


照明 更新 設計 (1.815 千 円 ) 
昇降 機 改修 設計 (2.629 千 


円 ) 
維持 修繕 (2.335 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


・ 照 明 更新 工事 J 
・ 昇 降 機 改修 工事 | 


li 
計 :94.964 王 円 
内 ヨ 


訳 

自家 発電 補修 (6.578 
千 円 ) 

照明 更新 (50336 千 
円 ) 
2 5 千 

維持 修繕 (2.335 千 円 ) 

財源 : 一 般 財 源 


に 


計 :2.335 千 円 
内 訳 
維持 修繕 (2.335 千 円 ) 
財源 : 一 般 財 源 


合計 :120.062 千 円 





大 船渡 地区 合同 庁舎 ボイラ ー 室 


経過 年 数 
R2.4.1 現 在 


シー ト 防 水 変電 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 
コッ クリ ー ト + 塗 装 中 熱源 | 直 吸 収 冷温 水 機 
土間 モル タル 
コック リー ト 打ち 放し 警 三種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 ュ ッ クリ ー ト 打ち 放し ツ プ ′ | 空調 用 、 オ イル 用 

中 央 監視 

高貴 水槽 

中 央 式 、 真 空 式 温水 発生 器 

液化 石油 

屋内 消火 栓 


人 計 


屋上 防水 、 外 壁 改修 工事 冷房 機器 設置 
: 空調 、 衛 生 設 備 改 修 
修繕 工事 履歴 地下 タン ク 更 新 
中 央 監視 更新 











(庁舎 工事 と 一 体 ) (庁舎 工事 と 一 体 ) 


【 優 先 度 評価 】 
| 建物 性 能 人 高 
劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
1 次 評価 維持 管理 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | は 人 に 準 ずる 
2 次 評価 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管 理 優先 度 3 
メン に ) | 庁舎 の 冷暖 房 を 担う ボイラ ー の 上 屋 で ある た め 、 庁 舎 が 存続 する 限り は 継続 し て 必要 と な る 。 


長寿 命 化 等 対策 令 和 元 年 度 に 外装 の 修繕 工事 を 実施 し て いる こと か ら 、 当面 の 継続 使用 に 支障 は な いと 思わ れる 。 庁舎 の 


熱源 ボイラ ー を 格納 する 施設 で ある た め 、 今後 の 庁舎 の 整備 方 針 に 応じ て 長寿 命 化 や 建 替え 等 の 検討 を 行 
72 うこ と と ずる 


に 


a 
対策 の 内 容 ニー イオ ーー 7] 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー ーー > 
EE en 
計 :59 千 円 計 :59 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (59 千 円 ) 維持 修繕 費 (59 千 円 ) 維持 修繕 費 (59 千 円 ) 維持 修繕 費 (59 千 維持 修繕 費 (59 千 
概算 費用 、 円) 円 
【 充 当 財源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財源 財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 


合計 :295 千 円 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 N。 29 


施設 名 棟 名 | 大 船渡 地区 合同 庁舎 車庫 A 
大 船渡 市 猪 川 町 宇 前 田 6 番 1 
| 都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 
土地 区 画 整 理事 業 区 域 
584. 

\ に 2 
況 
> 化 の 


竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 1974 年 1 月 | R92 4 1 現在 
利用 状 公用 車 車庫 と し て 利用 率 が 高い 。 


= 


= 主 到 志 


冷暖 


コッ カリー トブ ロッ ク + 吹 付 
土間 モル タル 
コッ クリ ー ト ブロ ッ ク + 塗 装 











【 優 先 度 評価 】 


維持 管理 
必要 な 施設 
見 通し | 車庫 の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 グ 優先 度 3 


評価 結果 築 年 数 は 経過 し て いる が 、 利 用 率 も 高く 、 令 和 元 年 度 に 屋根 外壁 の 改修 工事 も 実施 し て いる 
(コメ ント ) た め 、 当 面 使用 は 可能 と 思わ れる 。 


長寿 命 化 等 対策 | 令 和 元 年 度 に 外装 の 修繕 工事 を 実施 し て いる た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修繕 工事 を 行う こと で 、 当面 継続 合 
の 方 向 性 用 が 可能 と 思わ れる 。 今後 、 店 舎 の 整備 方 針 に 応じ て 、 大 規模 改修 や 建 替え 等 の 検討 を 行う こと と する 。 


に 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 








内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :2.085 干 円 
維持 修繕 費 (417 千 円 ) 維持 修繕 費 (417 千 円 ) | 維持 修繕 費 (417 千 円 ) | 維持 修繕 費 (417 千 | 維持 修繕 費 (417 千 
円 ) 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 5 、 6 
財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 Ne 30 
電設 名 棟 名 HE 車庫 B 


| 都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 " | 防火 地 
生地 区 理事 


(建築 年 月 


0 人 ロッ ク + 吹 付 
土間 モル タル 

コン クリ ー ト ブロ ッ ク + 塗 装 
主 な 仕様 ・ 設 備 = 











0 
ams | = ME トー テー 


2020.3 | 屋上 防水 、 外 壁 改 修 工事 
修繕 工事 履歴 


維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 
109.006 0 
0 
0 
0 
0 
109.006 0 


(庁舎 工事 と 一 体 ) 
【 優 先 度 評価 】 





大 評価 了 
必要 な 施設 
| 見 通し | 車 褒 の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 3 


評価 結果 業 年 数 は 経過 し て いる が 、 利用 率 も 高く 、 令 和 元 年 度 に 屋根 外壁 の 改修 工事 も 実施 し て いる 
(コメ ント ) た め 、 当面 使用 は 可能 と 思わ れる 。 


長寿 命 化 等 対策 | 令 和 元 年 度 に 外装 の 修繕 工事 を 実施 し て いる た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修繕 工事 を 行う こと で 、 当面 継続 使 
の 方 向 性 用 が 可能 と 思わ れる 。 今後 、 庁 舎 の 整備 方 針 に 応じ て 、 大 規模 改修 や 建 替 え 等 の 検討 を 行う こと と する 。 


| 区 分 | 令 和 2 年 度 | 令 和 3 年 度 | 令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 G 年 度 | 備考 合計 | 
ME EE ER 


対策 の 内 容 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 | 
に 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :410 千 円 
概算 費用 維持 修繕 費 (82 千 円 維持 修繕 費 (82 千 円 ) 維持 修繕 費 (82 千 円 EAN (82 千 

【 充 当 財 源 (見 込 ) 】 | 財源: 一 般 財源 財源 : 一般 財 源 財源 : 一般 財源 、 | i i 

財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 ly 31 


施設 名 棟 名 | 大 船渡 地区 合同 庁舎 実験 室 

| 所在地 | 大 船渡 市 猪 川 町 宇 前 田 6 番 1 一 務 設 類型 | 
都市 計画 区 域 

見 

構 。 造 

¥ 度 

況 

夫 等 変化 の 対 


施設 類型 
都市 計画 区 域内 | 防火 地 
地区 画 整理 事業 区 域 

584. 67.87m 

| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 。 。 。 | 階 数 | 


竣工 年 度 経過 年数 
(建築 年 月 ) 1974 年 1 月 | 41 現 在 
利用 状 1 階 は 清掃 員 の 控室 、2 階 は 水産 関係 の 実験 室 と し て 利用 し て いる 。 


本 


去 上 月 訪 寺 久 い 
店 48 半 表 本 の 人 庁舎 の 付属 施設 と し て 必要 な 施設 で ある 。 


シー ト 防 水 受 変電 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 
コッ クリ ー ト + 塗装 中 熱源 直 吸 収 冷温 水 機 
土間 モル タ 、 畳 
モル タル 塗り 三種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 吹付 ホッ フ ′ | 空調 用 

中 央 監視 

高 軒 水槽 

局所 式 

液化 石油 

屋内 消火 栓 (ホッ プ 設 置場 所 ) 


定期 点検 同上 同上 同上 


本 計 | 維持 修 拓 衝 持 修 入 稚 挟 修 入 
109.006 NN 


| 


【 優 先 度 評価 】 








| 建物 性 能 高 

| 劣化 度 診断 |A 

| 利用 度 高 

| 1 次 評価 | 維持 管理 

| 重 妥 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | 店 舎 に 準ずる 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 3 
評価 結果 1 階 は 清掃 員 の 控室 、2 階 は 水産 関係 の 実験 室 と し て 使用 され て いる 。 屋上 、 外 壁 の 修繕 工事 を 2020 年 に 


(コメ ント ) | 実施 し て いる た め 、 骨 体 は 継続 使用 が 可能 な 状況 で ある が 、 内 部 に つい て は 劣化 が 激しく 性 能 が 劣る 。 今 
後 、 庁 舎 の 余剰 スペ ー ス が 生ま れる 場合 は 、 庁 舎 醒 へ 集約 が 望ま し い 。 


長寿 命 化 等 対策 令 和 元 年 度 に 外装 の 修繕 工事 を 実施 し て いる も の の 、 内 装 の 劣化 が 著しい 。 利用 者 が 少な く 、 面 積 も 小さ 
の 方 向 性 NE す る 今後 庁舎 に 余剰 面積 が で きた 際 に 機能 を 移設 する こと と し て 、 必 要 最 低 限 の 修繕 の み 実施 する 
の 。 


に 
ェ ー = = 計 63 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 訳 
概算 費用 維持 修繕 費 (63 千 円 ) 維持 修繕 費 (63 千 円 ) 維持 修繕 費 (63 千 円 ) 維持 修繕 費 (63 千 維持 修繕 費 (63 千 
に PA eg * NN * * * * 円) 円) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 








合計 :315 千 円 


財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 No 32 | _ 区 学 | 乱 2 年 度 | 和 3 年 度 | 和 4 年 度 | 和 5 年 度 | 和 I6 年 度 | 備 誠 合計 | 


・ 放 送 設備 ほか ・ 受 変電 設備 ・ 屋 根 外壁 修繕 設計 ・ 屋 根 外壁 修繕 ・ 昇 降 設備 更新 工事 
更新 工事 ・ 自 家 発 電設 備 更新 
工事 ほか 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
EE 


計 :7,709 千 円 計 :9,211 千 円 計 :178,418 千 円 計 : 39,604 千 円 
; * 内 駅 < 


内 訳 内 訳 内 訳 』 内 訳 

放送 設備 ほか 更新 工事 受 変 電設 備 更新 工事 屋根 外壁 修繕 設計 屋根 外壁 修繕 工事 昇降 設備 更新 工事 
(12.474 千 円 ) (6.105 千 円 ) (5.000 千 円 ) (134.520 千 円 ) (38.000 千 円 ) 
維持 修繕 費 維持 修繕 費 空調 設備 更新 設計 受 変 電設 備 工事 維持 修繕 費 
(1.604 千 円 ) (1.604 千 円 ) (2.607 千 円 ) (968 千 円 ) (1.604 千 円 ) 








施設 名 棟 名 | 遠野 地区 合同 庁舎 (旧館 ・ 新 館 ) 
都市 計画 地域 内 











竣工 年 度 
(建築 年 月 ) 


合計 :249,020 千 円 


振興 局 再 編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 6096。 


利用 状況 2000 年 205 人 一 2011 年 147 人 一 2012 年 152 人 一 2020 年 76 人 


社会 情勢 等 変化 の 対 | 振興 伺 再 編 前 と 比較 する と 職員 数 は 約 3796 で あり 余剰 スペ ー ス は 見 込め る た め ス ペー ス の 有効 活用 は 可能 と 考え られ る 。 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


財源 : 一般 財 源 


維持 修繕 費 
財源 : 一般 財源 (1.604 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


家 発電 設備 更新 工 


パ 直 一 中 | 
0 財源 : 一 般 財 源 
空調 設備 更新 工事 
(32.119 千 円 ) 
維持 修繕 費 


記 / 公 共 邦 設 の 有効 玉 」 必 要 に 応じ て 、 市 町 村 担 当 課 の 執務 スペ ー ス と し て 貸し 付け る な どの 有効 活用 を 検討 する 。 


① 建 築 設備 ② 電 気 設備 
・ 屋 根 シ ー ト 防水 ・ 受 変電 キュ ー ビ ク ル 
・ 外 壁 モ ル タ ル 塗 ・ 自 家 発 電機 
・ 無 停電 電源 装置 
・ 電 話 交換 機 設備 
・ 構 内 放送 設備 


n エレ ベー ター 


(1.604 千 円 ) 
昇降 機 更新 工事 設計 
(2.629 千 円 ) 

財源 : 一 般 財 源 

・ パ ッ ケ ー ジ 型 エ アコ ン 

・ 各 種 ポ ンプ 類 

・ 各 種 タン ク 類 

・ 温 水 発 生 機 

・ 液 化石 油 ガス 

・ 消 火 設 備 





の ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 
経年 劣化 に よる 機能 低下 が 進行 し て 

総合 的 な 改修 が 必要 。 お り 、 総 合 的 な 改修 が 必要 。 

② 電 気 設備 


① 建 築 設備 ③ 機 械 設備 
・ キ ュー ビク ル 通 風 孔 閉 寒 


・ 水 切り シー リン グ 劣 化 

・ 雨 漏 り 跡 

・ 駐 車場 パレ ッ ト 腐 食 

① 建 築 設備 

・ 屋 上 防水 補修 (1987) 

・ エ レベ ー タ ーー 設置 (1994) 
・ 外 璧 改修 (1996) 

・ 耐 震 改 修 (2016) 


・ ロ スナ イ 故 障 


③ 機 械 設備 

・ 給 排水 等 設備 設置 (1994) 

・ 冷 房 機器 設置 (2000) 

・ ガ ス 系 消火 設備 更新 (2018) 


② 電 気 設備 

・ 自 家用 発電 機 改修 (2012) 
・ 照 明 設備 改修 (2019) 

・ 電 話 交換 設備 更新 (2019) 


39.290 39.290 
9.396 9.396 
135.877 135.877 
1 _ | L_ | 


135.877| | 135877| | 39290| 39.290] 9396| | 9396 


【 優 先 度 評価 】 


ヒビ 
| 劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
| (次 評価 | 修繕 ・ 改 修 
| 還 要 性 高 
| 見 通し 無 


【 総 合 判定 】 


EE  【 総 合 判 定 | | 


新館 旧館 共に 耐震 改修 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 、 旧館 は 筑後 50 年 以 
上 経過 し 、 コ ンク リー ト の 法定 耐用 年 数 を 経過 し て いる こと か ら 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 

長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更 
新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 

執務 室 と し て 利用 率 が 低い こと か ら 新 館 、 旧館 の 集約 ・ 施 設 余剰 スペ ー ス の 有効 活用 に つい て の 検討 や 転用 ・ 
複合 化 の 可能 性 に つい て の 検討 課題 で ある 。 


評価 結果 
(コメ ント ) 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 
を 包括 的 に 管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 
長寿 命 化 等 対策 期 整備 計画 と 位置 付け る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た 
の 方 向 性 め 、 当 面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー バー ホー 
の 0282 支障 が 生じ な い 和 人 範囲 で 
ip 9 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 N。 33 
施設 名 ン 棟 名 | 遠野 地区 合同 庁舎 (倉庫 ) 


置 と し て 利用 され て いる 。 
後 も 物置 と し て 利用 され る こと が 想定 され る 。 
建築 


【 優 先 度 評価 】 
| 劣化 度 診断 |A 
| 利用 度 | 高 
| 1 次 評価 | 維持 管理 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | 今後 も 必要 と な る 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 4 


評価 結果 長期 に 豆 り 公用 車 等 を 保管 する 場所 が 必要 で ある こと か ら 、 適宜 修繕 を 行い 現状 維持 に 支 
(コメ ント ) め る こと が 妥当 で ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
時 管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施 設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー バー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| _ 区 分 | 倒 相 2 年 度 | 呈 和 3 年 度 | 入 和 4 年 度 | 入 和 5 年 度 | や 和 G6 年 度 | 備 計 台 計 | 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
ヒレ ToT トト 
計 :813 千 円 計 :813 千 円 計 :813 千 円 計 :813 千 円 計 :813 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (813 千 円 ) | 維持 修繕 費 (813 千 円 ) 維持 修繕 費 (813 千 円 ) 維持 修繕 費 (813 千 円 ) | 維持 修繕 費 (813 千 円 ) 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 上 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 











合計 :4.065 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 - 合 庁 N』 94 


施設 名 ン 棟 名 | 釜石 地区 合同 庁舎 旧館 
| 所 在 地 。 | 岩手 県 釜石 市 新町 6 番 50 号 | 

都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 | 用 途 地域 | 第 一 種 住居 地域 

敷地 面積 7.367.25ml 建 築 面積 1020.86m 3.863.92m 


竣工 年 度 経過 年 数 
衣 3 


利用 状況 5 2 岩 災 復興 へ の 対応 で ある た め 、 今後 の 復興 の 進捗 状況 に よっ て は 岩 災 前 の 規模 に 戻る 
可能 } 0 
1 の ra 





応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 余剰 ス ペー ス は あま りな い 状 況 で ある 。 
用 


シー ト 防 水 受 変 電 冷暖 房 冷温 水 ( 中 央 式 ) 、 局 所 (FF、 エ アコ ツ ) 
Co 打 放 + 吹 付 、% 伯 貼 二 屋外 ティ イー ゼル 筑 源 直 吸 収 冷 温水 機 
ヒビ ニル 床 タ イル 類 十 一 般 形 調 ユニ ッ ト 、 フアン コイ ル ユ ニット 
Co 打 放 + 吹 付 、 壁 紙 、 タ イル ・ 石 貼 、 | 警 P 形 、 副 受信 機 、 非 常 放送 気 三種 、 一 種 
ハー テイ ショ ッ 交換 | 電子 交換 機 、VolP "空調 用 ポッ 7'、 オ イル ポッ アプ 
石こう ホー トド 、 岩 綿 吸 音 板 常用 EV 中 央 式 監視 
電気 時 計 、 拡 声 、TV : 加 圧 送水 、 公 共 水 道 、 公 共 下 水 
局所 式 (が ス ) 、 貯 湯 式 電気 温水 器 
都市 ガス 
屋内 消火 栓 、 粉 末 消 火 


消火 


.12 | 自動 扉 設置 電話 交換 設備 更新 

7 既存 棟 改 修 .11 給排水 改修 給排水 暖房 設備 
修繕 工事 履歴 1 | 防水 改修 .3 | 自家 発 設置 7 既存 棟 改修 

.1 | 耐震 ・ 外 壁 補修 .3 | 太陽 光 発電 設備 設置 .12 給排水 設備 工事 

7 | 外 構 舗装 工事 .3 | 電話 交換 設備 更新 .9 冷温 水 発 生 機 修繕 








0 


【 優 先 度 評 価 】 


劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
| 1 次 評価 | 修繕 ・ 改 修 
必要 な 施設 
見 通し | 職員 数 は 当面 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 プ 優先 度 2 
耐震 改修 が 必要 な 旧館 は 耐震 改修 済 で ある が 、 2 次 部 材 及 び 設 備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 
評価 結果 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 
繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今 後 の 面 用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 

0 ei 
の " o 

これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


つと 

















・ 屋 根 外壁 修繕 (工事 ) へ | 自動 制 御 設備 改修 設計 ・ 工 事 


























・ 自 火 報 設備 改修 ( 設 記 

















計 :170,397 千 円 | 計 :33,089 千 円 


内 訳 内 訳 
屋根 外壁 修繕 工事 自動 制御 設備 改修 工事 
(167.602 千 円 ) (31.196 千 円 ) 
自 火 報 設備 改修 工事 設 | 維持 修繕 
概算 費用 (1.893 千 円 ) 
【 充 当 財源 (見 込 ) 】 | 維持 修繕 財源 : 一 般 財源 


(1.893 千 円 ) 


財源 : 一般 財源 


・ 自 家用 発電 設備 OH 
・ 自 火 報 設備 改修 (工事 ) 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
ニー 


計 :18,579 千 円 


内 訳 

自家 用 発電 設備 OH 
(@.225 千 円 ) 

自 火 報 設備 改修 工事 
(10.461 千 円 ) 

維持 修繕 
(1.893 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 





























用 番 




















計 :38,.363 千 円 


内 訳 

受 変 電設 備 改 修 工事 
(5.914 千 円 ) 

太陽 光 発 電 改 修 工事 
(30.556 千 円 ) 

維持 修繕 
(1.893 千 円 ) 


財源 : 一般 財源 


計 :2,993 千 円 


内 訳 

電話 交換 設備 停電 用 
蓄電 池 更 新 工事 (1.100 
干 円 ) 

維持 修繕 

(1.893 千 円 ) 


財源 ・ 一 般 財源 


合計 :263.421 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 Ne 35 
施設 名 ン 棟 名 | 釜石 地区 合同 庁 グ 新館 
| 所在地 | 岩手 県 釜石 市 新町 6 番 50 号 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 区 域内 
敷地 面積 7.367.25m| 建 築 面 
上 
(建築 年 月 ) 
況 
1 の 紋 


震 災 後 2012 年 か ら の 職員 数 の 増 は 、 岩 災 復 興 へ の 対応 で ある た め 、 今後 の 復興 の 進捗 状況 に よっ て は 岩 災 前 の 規模 に 戻 
利用 状 る 可能 性 も ある 。 
2000 年 217 人 一 2011 年 201 人 一 2012 年 272 人 一 2020 年 263 人 


A 


シー ト 防 水 変電 | 屋外 形 冷暖 房 | 冷温 水 (中 央 )、 局 所 (FF、 エ アコ ン ) 
Co 打 放 + 吹 付 電 屋外 ディ イー セル 諾 源 直 吸 収 冷温 水 機 

モル 負 直 均 し 等 、 ビ ニル 床 タ イル 類 本 一 般 形 i ユエ ニット 、 ハッ ケー ジ 、 ファ ンコ イル ユニ ッ ト 
壁紙 、 パー テイ ショ ン P 形 、 副 受信 機 三種 

電子 交換 機 ンプ 空調 用 ポンプ 、 オ イル ポンプ 
岩 綿 吸 音 板 、 金 属 製 常用 EV 中 央 式 監視 制御 
電気 時 計 設備 、 拡 声 、TV ; 加 圧 送水 、 公 共 水 道 、 公 共 下 水道 
局所 式 、 が え 、 貯 湯 式 電気 温水 器 
都市 ガス 

消火 ポ ボップ 


特に な し 











構内 舗装 工事 


【 優 先 度 評価 】 


| 劣化 度 診断 |A 

| 利用 度 高 

| 1 次 評価 | 修繕 ・ 改 修 

| 重要 性 | 必要 な 施設 

| 見 通し | 職員 数 は 当面 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 ン 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 
耐震 改修 が 必要 な 旧館 は 耐震 改修 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 
評価 結果 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 
(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 
繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


長寿 命 化 等 対策 |. コ ンク リー ト 強 度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今 後 の 耐用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 必 要 最 小 限 の 維 
の 方 向 性 持 修繕 工事 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 
これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 











日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
に ニニ ニニ ニー ニー に 
計 :815 千 円 計 :815 千 円 計 :815 千 円 計 :815 千 円 計 :815 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (815 千 円 ) | 維持 修繕 費 (815 千 円 ) 維持 修繕 費 (815 千 円 ) 維持 修繕 費 (815 千 円 ) | 維持 修繕 費 (815 千 円 ) 


合計 :4,075 千 円 
概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 m 36 


釜石 地区 合同 庁舎 グ 公 用 車 車庫 A 
岩手 県 敬 石 市 新町 6 番 50 号 
都市 計画 区 域内 防火 地域 ] 準 防火 地域 


1978 年 3 月 | 


震 災 後 2012 年 か ら の 職員 数 の 増 は 、 震 災 復興 へ の 対応 で ある た め 、 今 後 の 復興 の 進捗 状況 に よっ て は 岩 災 前 の 規模 に 戻 
る 可能 性 も ある 。 


応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 余剰 スペ ー ス は あま りな い 状 況 で ある 。 


用 と マ 
- 建築 
の 市 
劣化 度 調査 屋根 鉄骨 部 発 錆 特に な し 特に な し 


修繕 工事 履歴 | | 
5 Sta 昔 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評 価 】 
| 劣化 度 診 断 |A 
高 
| 1 次 評価 | 修繕 "改修 
必要 な 施設 
| 見 通し | 職員 数 は 当面 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 も ある こと か ら 、 適 宜 修繕 や 更 
(コメ ント ) 新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 
or SS 
の 方 四 
これ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| 
対策 の 内 容 に 





内 訳 内 記 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :910 千 円 
維持 修繕 介 (182 千 円) | 維持 修繕 費 (182 千 円 ) | 維持 修 鐘 草 (182 千 円 ) | 維持 修繕 費 (182 千 円 ) | 維持 修繕 費 (182 千 円) 


財 源 * 般 財 源 財 源 * 般 | 源 ルル | 源 ・ 般 財 源 財 源 ・ 般 財 源 財 源 ・ 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 合 庁 N。 37 

施設 名 ン 棟 名 | 釜石 地区 合同 庁 告 グズ 車庫 BB・ 倉 庫 
所 在 地 | 岩手 県 釜石 市 新町 6 番 50 号 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 第 一 種 住居 地域 





震 災 後 2012 年 か ら の 職員 数 の 増 は 、 震 災 復 興 へ の 対応 で ある た め 、 今 後 の 復興 の 進捗 状況 に よっ て は 岩 災 前 の 規模 に 戻 
る 可能 性 も ある 。 


建築 二 機械 


天井 ロッ クウ ー ル 落下 軒 天 塗 装 剥 離 、 手 すり 
発 錆 、 外部 階 自発 錆 


【 優 先 度 評価 】 


劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
| 1 次 評価 | 修 繕 ・ 改 修 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
| 見 通し | 職員 数 は 当面 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 ン 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 も ある こと か ら 、 適 宜 修繕 や 更 
(コメ ント ) 新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今 後 の 耐 用 年 致 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 
rt GREEN 
の 方 邊 。 
これ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


6 
| 日常 点 検 に 基づく 維持 修繕 


に ニュ ーー ニー ニニ ーー テー 一 
計 :305 千 円 計 :305 千 円 計 : 305 千 円 計 : 305 千 円 計 :305 千 円 


内 訳 内 訳 内 記 内 記 内 訳 
概算 費用 維持 修繕 費 (305 千 円 ) | 維持 修繕 費 (305 千 円 ) 維持 修繕 費 (305 千 円 ) 維持 修繕 費 (305 千 円 ) | 維持 修繕 費 (305 千 円 ) 


合計 : 1,525 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | ; ; | 、 | 、 、 
財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 


施設 名 ズ 棟 名 | 宮古 地区 合同 庁舎 
岩手 県 宮古 市 五 月 町 2 丁目 7 番 


都市 計画 区 域 


都市 計画 区 域内 防火 地域 


敷地 面積 建築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


竣工 年 度 経過 年 数 
CE EC 


職員 数 は 振興 局 再 編 で 規模 縮小 し た も の の 、 震 災後 一 時 期 急増 し た 。 減少 傾向 に ある が 、 現 在 は まだ 岩 災 前 の 規模 に 戻っ 


利用 状況 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施 設 の 有効 活 
用 


主 な 仕様 ・ 設 備 


て いな い 。 


準 防火 地域 


2000 年 296 人 一 2011 年 267 人 一 2012 年 326 人 一 2020 年 288 人 


余剰 スペ ー ス 等 は あま り 無い た め 、 既 存 の まま の 有効 活用 は 難し い 。 


金属 

コシ 2 リー ト 打 放 + 吹 付 
P タ イル 

ハー テイ ショ ン 


岩 費 吸音 板 、 吹 付 類 





劣化 度 調 査 |h、 双 3 


修繕 工事 履歴 


エレ ベー ター 設 交 他 工事 

屋上 防水 等 改修 工事 

クラ ッ ク 補 修 、 舗 装 補修 等 ( 震 災 被 人 
置き 屋根 塗装 改修 


キュ ー ビ ク ル 式 
ディ ー ゼ ル 
一 般 形 、 省エネ 型 


乗用 EV 
電気 時 計 設備 
テレ ビ 共 同 受信 設備 等 








県 庁 : 合 庁 lb 38 


冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 

直 吸 収 冷温 水 機 

ユニ ッ ト 、 パッケージ 、 ファ シコ イル ユニ ッ ト 
三種 、 一 種 

空調 、 オ イル 、 揚 水 

中 央 監視 

高 置 水槽 方 式 、 加 圧送 水 方 式 
局所 式 


屋内 消火 栓 、 不 活性 ガス 、 粉 末 


ーー =*ー「 ーー 


電話 交換 機 設備 更新 工事 
非常 放送 用 設備 更新 工事 
自家 用 発電 設備 改修 工事 
電話 交換 機 設備 更新 工事 
自 火 報 設備 更新 工事 


冷房 機器 設置 工事 

空調 ・ 英 世 知 設備 改修 工事 
ガス 系 消火 設備 更新 工事 
地下 タン ク 内 面 FRP ラ イニ ッ ゲ 工事 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 貞 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


1 
H30 
H29 
H28 
H27 

計 


総合 判定 優先 度 


評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


【 優 先 度 評価 】 


ム A 

高 

必要 な 施設 

職員 数 は 当面 横ばい の 見 通し 


多 繕 ・ 改 修 プ 優先 度 2 


【 総 合 判定 】 


耐震 改修 は 不要 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と か ら 大 規模 改修 等 検討 の 


時 期 で ある 。 


長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 既に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 


繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規 模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
る こと と し て いる が 、 現時点 で は 庁舎 規 模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 

これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


・ 自 動 制 御 設備 改修 ( 工 ・ 電 話 交換 設備 停電 用 革 


事 ) 
・ 昇 降 機 設備 改修 ( 工 
事 ) 





人 内 記 
制御 設 人 改修 工 | 電話 交換 設備 人 軍用 基地 


更新 工事 (825 千 円 ) 


(11.110 千 円 ) 維持 修繕 費 (2.546 千 円 ) 


昇降 機 設備 改修 工事 

(29.854 千 円 ) 2 

稚 持 修繕 吐 財源 : 一 般 財源 
(2.546 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 


・ 受 変電 設備 改修 (工事 ) 
・ 高 圧 区 分 開閉 器 改 修 ( 工 


事 ) 
* 自 家 発 電設 備 (OH) 


内 訳 
高圧 区 分 開閉 器 改修 工事 


(968 千 円 ) 


受 変電 設備 更新 工事 


(4.091 千 円 ) 
自家 発電 設備 OH 
(6.225 千 円 ) 


維持 修繕 費 (2.546 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 





・ 自 家 発 電設 備 用 蓄電 ・ 屋 根 外壁 自 繕 (設計 ) 


池 更新 (工事 ) 


・ 照 明 設備 改修 (工事 ) 





:53,345 千 円 :9,267 千 円 


合計 :123.323 千 円 


内 訳 内 訳 
自家 発 始動 用 蓄電 池 | 屋根 外壁 修繕 工事 設 
更新 (463 千 円 ) 計 
照明 設備 改修 工事 
(50.336 千 円 ) 
維持 修繕 費 (2.546 千 | 円) 
円 ) 


~(6721 千 円 ) 
維持 修繕 費 (2.546 千 


財源 : 一 般 財 源 
財源 : 一 般 財 源 の 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 : 合 庁 lm 39 


施設 名 棟 名 古 地区 合同 庁舎 倉庫 
; 
9.379.05m| 建 築 面 


夫人 
| 用 状況 物置 、 事 務 室 (労働 委員 会 ) と し て 利用 し て いる 。 
E 入 ご に 2 の 


建築 
折 板 金属 
吹付 
土間 モル タル 
石 衣 ボー ド 
主 な 仕様 設備 石綿 吸音 板 等 


給排水 











劣化 度 調査 地盤 沈下 
定期 点検 同上 


【 優 先 度 評価 】 


| 劣化 度 診断 | 

| 1 次 評価 | 修繕 改修 
必要 な 施設 
需要 は 継続 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グズ 優先 度 2 


評価 結果 建物 周り の 地盤 沈下 が 進行 し て いる 。 物置 及び 労働 委員 会 の 事務 室 と し て の ニー ズ は ある が 、 庁 舎 に 集約 
(コメ ント ) な どの 検討 は 必要 と 思わ れる 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整 備 計 画 以降 、 庁 樹 整 備 計 画策 定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公 共 施 設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計 画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交 換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


対策 の 内 容 








日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 

に 

計 :146 千 円 計 : 計 : 
= 合計 :730 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
人間 146 千 | 維持 修繕 費 146 千 円 維持 修繕 費 146 千 円 2 146 千 146 千 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】】| 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 . . 
財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 

施設 名 ン 棟 名 | 宮古 地区 合同 庁舎 車庫 財産 
| 所 在 地 | 岩手 県 宮古 市 五 月 町 2 丁目 7 番 

都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 

見 

構 造 

¥ に 3 

況 

0 


敷地 面積 建築 面 544.14m 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 。 | 階 数 


竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 979 年 3 月 R2.4.1 現 在 41 
利用 状 車庫 と し て 使用 を 継続 し て いる 。 


本 


屋根 | 折 板 金属 受 変電 冷 


ALD 
土間 コン クリ ー ト 


主 な 仕様 ・ 設 備 - 











2 パレ ッ ト 発 錆 、 腐食 、 換 気 扇 不 良 、 ガ ス 消 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評価 】 


ム A 
高 
必要 な 施設 
需要 は 継続 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 履 グ 優先 度 2 


評価 結果 建物 、 設 備 と も に 劣化 が 見 られ 、 駐車 パレ ッ ト は 毎年 修繕 を 実施 し て いる 。 駐車 場 と し て の ニー ズ は 継続 す 
(コメ ント ) る た め 、 引 き 続 き 修繕 を 実施 する 必要 が ある 。 ま た 、 更 新 計 画 に つい て 、 検 討 が 必要 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 人 樹 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整 備 計 画策 定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計 画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 | 備考 ン 合 計 
宏 EE EE | 
対策 の 内 容 |ーーーーーーーーーーーー- 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 上 ? れ ら O 和 ペペ 〔n〔 [トモ キキ 
ニニ 


計 :267 千 円 計 :267 千 円 計 : 計 :267 生 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :1,335 千 円 
維持 修繕 費 (267 千 円 ) | 維持 修繕 費 (267 千 円 ) 維持 修繕 費 (267 千 円 ) 維持 修繕 費 (267 千 円 ) | 維持 修繕 費 (267〒 円 ) 


概算 費用 時 酒 ・ 一 般 財 : 時 洒 ・ 一 般 財 時 酒 ・ 一 般 財 時 酒 ・ 一 般 財 ) 時 販 ・ 一 般 財 3 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 齋 ) 県 店: 合 所 41 
T 政 財産 


R2.4.1 現 在 


シー ト 防 水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 エ アコ ン 

コック リート 打 放 + 吹 付 電 ー 熱源 直 吸 収 冷温 水 機 

土間 コン クリ ー ト 電 一 般 形 ユニ ッ ト 、 ハッ ケー ジ 、 ファ ソコ イル ユニ ッ ト 
回 三種 、 一 種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 | ツ プ | 空調 、 オ イル 、 揚 水 

中 央 監視 











の = 屋上 シー ト 防 水 劣化 ・ 剥 が れ 、 外壁 塗装 剥離 
劣化 度 調査 ポー チ モ ル タル 剥離 


| mmm | sm 0 
葉 て 人 0 拉 和 I 


直近 5 年 の 維持 修繕 改修 割 計 | 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


0 
0 
0 
0 
0 
0 


【 優 先 度 評価 】 


劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
1 次 評価 修繕 ・ 改 修 
| _ 見 通し | 需要 は 継続 
2 次 評価 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 グ 優先 度 2 


評価 結果 屋上 防水 が 劣化 し て き て いる た め 、 修 繕 の 検討 が 必要 。 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 、 既 に 標準 耐 
(コメ ント ) 用 年 数 を 超過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 ある 。 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整 備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 次 期 整備 計画 策定 が 必要 で あり 、 公共 施設 等 総合 管理 計画 の 個別 施設 計画 を 次 期 整 備 計画 と 位置 付け 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー バー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


対策 の 内 容 E00 


































































































i (73 FF ; ; ; , | ; ; リ | 合計 :365 千 円 
概算 費用 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 全休 iu 42 


指定 な し 


鉄筋 コン クリ ー ト 造 。 


経過 年 数 
CE | = 。 。  '% 持 紀 層 基線 


職員 数 は 振興 局 再 編 で 規模 縮小 し た も の の 台風 災害 の 復旧 対応 で 増加 傾向 に ある が 、 復 旧 が 完了 し た 後に つい て は 、 組 織 の 
規模 縮小 が 見 込ま れる 。 
2000 年 76 人 一 2011 年 57 人 一 2016 年 89 人 一 2020 年 96 人 


シー ト 防水 変電 | キュ ー ビ ク ル 式 冷暖 房 温水 方 式 、 エ アコ ン 

モル タル + 吹 付 電 ディ ー ゼ ル 熱源 真空 式 温水 発生 器 

P タ イル 、 モ ル タ ル 直 均 し 、 石 張 等 電 省エネ 、LED 型 ファ ラコ ン ^ クタ 一 、 パ ネル ヒー ター 
塗装 、 壁 紙 等 自 火 報 P 型 、 非常 ベル ー 種 、 三 種 

主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 岩 綿 吸音 板 、 吹 付 等 電子 交換 機 ツ プ 空調 用 、 オ イル 用 

乗用 御 個別 制御 

電気 時 計 、 拡 声 、TV 共 同 受信 ( 加 圧送 水 

局所 式 、 ガ ス 湯 沸 器 、 電 気温 水 器 
液化 石油 

屋内 消火 栓 


5 外 構 手摺 コッ クリ ー ト 2 う y2、 床 ・ 壁 2572、P タ イル 歪み 、 多目的 トイ レ 政 障 、 受 水槽 基礎 コン クリ ー 
劣化 度 調査 | ドー ショッ 歪み 等 ト 鉄 筋 か ぶり 不足 


定期 点検 回 同上 


自動 鹿 設 軒 12 | 照明 改修 1 油 配 管 改 修 
.12 | 外壁 改修 3 | 冷房 機器 設置 電気 工事 1 ボイラ ー 改 修 
修繕 工事 履歴 .11 | 屋上 防水 改修 .12 自家 用 発電 設備 設置 9 冷房 機器 設置 
耐震 、 外 壁 、 防 水 改修 3 | 電話 交換 設備 更新 11 空調 設備 改修 

















直近 5 年 の 維持 修繕 改修 


RI 0 8 1 
0 1 


【 優 先 度 評価 】 


劣化 度 診断 |A 
利用 度 | 高 
| 1] 次 評価 | 修繕 改修 
| 重要 性 | 必要 な 施設 
職員 数 は 増加 傾向 に ある が 、 台 風 災 害 の 復旧 が 完了 し た 後に つい て は 、 職 員数 の 縮小 が 見 込ま れる 。 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 
に 耐震 改 修 は 実施 済 で ある が 、2 次 部 材 及び 設備 の 地震 対策 が と られ て いな いこ と 、 築 後 52 年 経過 し 内 装 仕 上 げ の 劣化 も 目 立 
評価 結果 つこ と か ら 建 替え や 大 規模 改修 等 検討 の 時 期 で ある 。 


(コメ ント ) 長寿 命 化 で 継続 使用 する 場合 に は 改修 工事 等 か ら 20 年 程度 経過 し 、 既 に 標準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か 
ら 、 適 宜 修繕 や 更新 の 計画 を 検討 する 必要 が ある 。 


長寿 命 化 等 対策 コン クリ ー ト 強度 な ど 劣 化 状況 の 調査 を 行っ た 上 で 、 今後 の 耐用 年 数 を 見 極め る こと と する 。 それ まで は 、 必 要 最 小 限 の 維持 修 
の 方 向 性 繕 工事 を 行い な が ら 、 支障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 
これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








・ 自 火 報 設備 更新 (設計 ) ・ 自 火 報 設備 更新 (工事 ) "空調 設備 更新 (設計 ) "電話 交換 設備 停電 









































内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (1.183 千 維持 修繕 費 (1.183 千 F 自 火 報 設備 更新 工事 












































5 、 (6215 千 円 ) ピ 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 維持 修繕 費 (1.183 千 円 ) | ( 


概算 費用 維人 枯 介 (1.163 和 
【 充 当 財源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財源 



























































維持 修繕 費 (1.183 千 


財源 : 一 般 財 源 | 
財源 : 一 般 財源 
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指定 な し 


経過 年 数 
R2.4.1 現 在 


= 


土間 モル タル 


主 な 仕様 ・ 設 備 | 天井 |- 








消火  - 
同上 同上 


修繕 工事 属 歴 | |  《〔 | | | | 
1 稚 持 邊 繕 ・ 改 


修 殖 計 | 弘 持 修 和 和 持 修 和 衝 持 修 精 | 履修 | 更新 | 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 


【 優 先 度 評価 】 


A 

高 
修繕 ・ 改 修 
必要 な 施設 
ニー ズ は 継続 


【 総 合 判 定 】 


評価 結果 施設 の 劣化 は 進行 し て いる が 、 車庫 と し て の ニー ズ は 継続 する も の と 思わ れる 。 敷地 内 に 土木 
(コメ ント ) 部 の 車庫 な ども ある こと か ら 、 集 約 な ども 視野 に 検討 が 必要 と 思わ れる 。 


長寿 命 化 等 対策 外装 材 の 劣化 が 著しく 、 継続 使用 する た め に は 全面 的 な 修繕 が 必要 と な る 。 長寿 命 化 に つい て は 、 庁 舎 の 今後 の 整備 方 針 に 
の 方 向 性 応じ て 検討 する 必要 が ある た め 、 必 要 最 小 限 の 維持 修繕 工事 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 
に 時 期 を 後 年 に 延伸 する 。 


明 ーー 時 た 
| 対内 容 | ーーーーー] に 32 常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー ーー > 


計 : 184 千 円 計 : 計 : 184 千 円 計 : 184 千 円 計 : 184 千 円 合計 :920 千 円 
内 訳 i 内 訳 内 訳 内 訳 
概算 費用 維持 修繕 費 (184 千 円 ) | 維持 修繕 費 (184 千 円 ) 維持 修繕 費 (184 千 円 ) | 維持 修繕 費 (184 千 | 維持 修繕 費 (184 千 


Eh 、 円 ) 円 ) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 】 | 生 源 : 一 最 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 
財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) ‘fF 


慈 地区 合同 庁舎 
2 3 ・ 放 送 設備 更新 (工事 ) ・ 屋 上 部 分 修繕 (工事 ) ・ 自 家 発電 設備 (OH) RAN ・ 屋 根 外 壁 改修 (工事 ) 
・ 電 話 交換 設備 更新 ・ 自 動 制 御 設備 更新 (工事 江 監視 装置 族 修 ・ 受 変電 設備 改修 (工事 


・ 電 設備 更新 (工事) 
・ 自 火 報 更新 (工事 ) 



























































































































































日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
計 :43603 千 円 | 計 :44.960 千 円 計 :33.582 千 円 計 :80.175 千 円 | 計 :137541 千 円 


i 内 訳 内 訳 = i = 
(建築 年 月 ) 1998 年 10 月 1 日 1 放送 設備 更新 工事 屋上 防水 部 分 修繕 由 役 備 OH 全 根 湯村 有 根 外敵 工事 合計 :339.861 千 円 
隊員 数 は 振興 局 再 編 で 規模 縮小 し た も の の 、 枯 災 後 一 時 期 急 壇 し た 。 現在 減少 傾向 に あく 標 に は 話 交 投 代 更 新 エ | 自動 制御 設備 更新 エ 事 | (29590 千 円 RE OEE) 
3 、 i a 設備 電力 中 央 監視 装置 | 受 変 電設 備 改修 エ 
利用 状況 て いな い 。 事 (31.416 千 円 ) 維持 修繕 費 改修 工事 事 
2000 年 298 人 一 2011 年 243 人 一 2012 年 271 人 一 2020 年 257 i 維持 修 括 費 (3.992 千 円 ) EN 
余剰 スペ ー ス 等 は あま り 無い た め 、 皮 存 の まま の 有効 活用 は 難し い 。 ao) I 財源 : 一 般 財 源 | 60956 円 ) | (aem) 
必要 に 応じ て 、 閉 庁 日 に 駐車 場 を 開放 する な ど 敷 地 の 有 効 活用 に 努め て いる 。 = a 財源 : 一 般 財 源 ま 幸 設 層 更 新 工 | 財源 : 一 般 財 源 
時 混 : 一 家 時 泥 
建築 設 供 機械 設備 人 
・ 屋 根 シー ト 防 水 *・ 受 魏 赴 ・ 直 吸収 冷温 水 機 (3.992 千 円 ) 
・ 外 壁 タイ ル 貼 6 ・ フ ァ ン コイ ル ユ ニッ ト 財源 : 一 般 財源 
* 無 停電 電源 装置 ・ 各 種 ポン プ 類 
・ 電 話 交換 機 設備 ・ 各 種 タ ンク 類 
・ 構 内 放送 設備 "温水 発生 機 
・ 消 火 設 備 


劣化 度 調査 


① 建 築 設 備 ② 電 気 設備 
・ 屋 上 防水 劣化 

定期 点検 ・ 外 壁 タ イル 劣化 
・ 駐 車場 屋上 排水 溝 詰 まり 


修繕 工事 履歴 ① 建 築 設備 ② 電 気 設備 ③ 機 械 設備 
i 修繕 ・ 改 


修 天 計 | 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


【 優 先 度 評価 】 
考 化 度 診断 ~ |  、 、 | 
利用 度 高 。。 。 。 | 
| 2 次 評価 上 "= ~ っ | 


【 総 合 判定 】 


和合 判定 ノ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 3 


評価 結果 施設 サー ビス の 重要 性 は 高い こと か ら 、 引 き 続 き 適 切な 管理 を 行い 性 能 を 維持 し て いく 必要 が ある 。 
(コメ ント ) 築 後 21 年 経過 し 、 標 準 耐 用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 計 画 的 に 修繕 ・ 改 修 を 実施 し 、 
長寿 命 化 を 図る も の と する 。 


長寿 命 化 等 対策 | 筑後 22 年 経過 し 、 標 準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 も ある こと か ら 、 計 画 的 に 修繕 ・ 改 修 を 実施 し 、 長 寿命 化 を 図る も 
の 方 向 性 の と する 。 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 訂 ・ 合 庁 N。 45 
施設 名 棟 名 慈 地区 合同 庁 体 駐車 場 ) 


造 
況 
幅 笛 族 化 の 誠 


都市 
14.720.69 ml 建築 面積 
¥ 


e き で 1999 年 10 
利用 状 駐車 場 と し て 利用 され て いる 。 


a = 


5/ 公 


【 優 先 度 評価 】 

高 

劣化 度 診断 |A 

利用 度 | 高 

維持 管理 
必要 な 施設 
今後 も 必要 と な る 見 通し 
IV 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 3 


評価 結果 長期 に 理 り 公用 車 を 保管 する 場所 が 必要 で ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 を 行い 現状 維持 に 努め る こと が 妥当 
(コメ ント ) で ある 。 


ッッ の 、 
長寿 策 化 等 対策 | 誠 宮 修繕 を 行い 現状 維持 に 努め 、 長 寿命 化 を 図る も の と する 。 
の 方 向 性 


屋根 ・ 外 壁 改修 工 
ほか 
対策 の 内 容 
ビー バー ーー 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー バー で ーー 
に 


計 :646 千 円 計 :646 千 円 計 : 646 千 円 計 : 646 千 円 計 : 646 千 円 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 費 内 記 合計 3.230 千 円 
(646 千 円 ) (646 千 円 ) (646 千 円 ) (646 千 円 ) 屋根 外壁 改修 工事 
概算 費用 還 
上 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 7 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 維持 修繕 費 
(646 千 円 ) 
財源 : 一 般 財 源 











個別 施設 計画 ( 個 票 ) 県 庁 - 合 庁 Ne 46 


民放 名 柱 名 人 本谷 (倉庫 ) 
都市 計画 区 域 市 計 画 地域 内 防火 地域 | 準 防火 地域 
EK 上 Cl 5m 


綴 工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 1998 年 12 月 R2.4.1 現 在 
利用 状況 物品 保管 庫 と し て 利用 され て いる 。 


社会 情勢 等 変化 の 対 
直人 二 2 今後 も 物品 保管 庫 と し て 利用 され る こと が 想定 され る 。 


主 な 仕様 ・ 設 備 
劣化 度 調査 


定期 点検 


sm | 
修繕 ・ 改 


【 優 先 度 評価 】 


| 


の の どの どの どの どの の 


劣化 度 診 
利用 
維持 管理 
必要 な 施設 
今後 も 必要 と な る 見 通し 
2 次 評価 TV 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 グ 優先 度 3 


評価 結果 長期 に 互 り 物品 を 保管 する 場所 が 必要 で ある こと か ら 、 適 宜 修 繕 を 行い 現状 維持 に 努め る 
(コメ ント ) こと が 妥当 で ある 。 


長寿 命 人 等 対策 | 導 宮 修繕 を 行い 現 杖 維持 に 支 め 、 長 胡 命 化 を 図る も の と する 。 


屋根 外壁 改修 工事 
に < 日常 点 検 に 基づく 維持 修繕 トー 
ニー ニテ ニニ ーー ニニ = 


合計 :695 千 円 





屋根 外壁 改修 工事 
(139 千 円 ) (139 千 円 ) (139 千 円 ) (139 千 円 ) (工事 費 は 庁舎 に 含 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 ef 


財源 : 一 般 財 源 




















施設 名 グ 棟 名 | 二戸 地区 合同 庁舎 人 人 8 自家 発 吉 - 放 送 設備 改修 (工事 "ER ・ 自 火 幸 設備 改修 工事 



































EE 戸 市 石切 所 宇 荷 渡 6 番 3 | | 
都市 計画 都市 計画 区 域内 防火 地 : 1 ・ 自 動 制 設 伏 修 9 








・ 自 火 報 設備 必修 (設計 ) 



































10.11 1 73m に 
2 ー 頑 下 鉄 勇 コン ラリ ー トー 建築 面 上 本: SE WI 計 : 36570 手 円 計 :10 計 :17 計 :8.049 千 円 計 : 20.551 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
竣工 年 度 2003 年 7 月 笠 年 和 TT 自家 発電 設備 OH 放送 設備 改修 工事 高圧 区 分 開閉 器 改 | 自 火 報 設備 履修 エ 


(LO2 和 円) | 経机 自 炎 報 設備 改修 工 | (15274〒 円 ) |F 叶 :93072 千 幅 
職員 数 は 振興 局 再 編 で 規模 縮小 し た も の の 、 PPT ス に 県 と の 業務 連携 を 図る 目的 で 二戸 市 の 行政 組 温水 発生 機 膨張 衝 2E | (5277 千 円 ) 維持 修繕 費 IO 


修 (5.277 千 円 ) 事 設計 (1.804 千 円 )| 維持 修繕 費 
利用 状況 織 の 一 部 が 入居 し て いる 。 時 概算 費用 (1.516 千 円 ) . 維持 修繕 費 5.277 千 円 ) 
2000 年 270 人 一 2011 年 211 人 一 2013 年 253 人 (二戸 市 入居 ) 一 2020 年 252 人 【 充 当 財源 (見 込 ) 】 本 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 5277 千 円 ) ii 
アテ 源 : 一般 ! 源 
設計 ・ 工 事 (28.105 千 円 ) in 
維持 修繕 費 (5.277 千 円 ) 財源 : 一 般 財 源 


財源 : 一 般 財 源 

シー ト 防 水 変電 冷暖 房 | 冷温 水 方 式 、 局 所 冷房 方 式 
タイ ル 貼 ヨコ 7 E [=| 直 吸 収 冷 温水 機 、 チリ ン ゲ ユニ ッ ト 
P タ イル 、 カ ー ペ ベッ ト 類 、OA フ ロア | 電 省 ユニ ッ ト 、 ハッ ケー ジ 、 ファ ンコ イル ユニ ッ ト 
パー テイ ショ ン 等 型 三種 、 一 種 

た an 天 講 ボ ー ド 、 石綿 吸音 板 中 ンプ 空調 、 オ イル 、 真 空 給水 等 
主 な 仕様 ・ 設 備 中 央 監視 
電気 時 計 設備 加 圧送 水 方 式 
テレ ビ 共 同 受信 設備 等 給 ; 中 央 式 、 局 所 式 
5 液化 石油 ガス 


屋内 ・ 人 連結 送水 管 、 
不 活性 ガス 











| 定期 点検 占 検 


oo 計 電 ハ ワー コテ イル ヨナ ー 更 新 |20133 | 地価 タン ク 貯 蔵 所 外 殻 修繕 
修繕 工事 履歴 Pi0g 


8 ーー 
15,847 0 
0 
0 
0 
0 
15.847 0 
【 優 先 度 評価 】 
高 


ー | 放 管 理 
必要 な 施設 
職員 数 は 横ばい の 見 通し 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 維持 官 理 優先 度 


評価 結果 施設 サー ビス の 重要 性 は 高い こと か ら 、 引 き 続き 適切 な 管理 を 行い 性 能 を 維持 し て いく 必要 が ある 。 
(コメ ント ) 邊 7 年 経過 し 、 標 準 耐用 年 数 を 経過 し て いる 設備 ・ 機 器 は 少な い が 、 計 画 的 に 修繕 ・ 改 修 を 実施 し 、 長 寿命 化 を 図る も の 


© 


第 4 次 地区 合同 庁舎 整備 計画 以降 、 庁 舎 整備 計画 策定 は 凍結 され て いる が 、 庁 舎 規模 の 適正 化 や 大 規模 改修 を 包括 的 に 
管理 する た め に は 交 基 計画 入 定 が 必要 で あり 、 公 共 洛 設計 画 の 但 設 計画 を 次 人 計画 と 位置 人 
長寿 命 化 等 対策 | る こと と し て いる が 、 現 時 点 で は 庁舎 規模 の 最適 化 の 方 向 性 を 定め る こと が 困難 で ある た め 、 当面 は 庁舎 単位 で の 大 規模 な 
の 方 向 性 整備 ・ 改 修 は 見 送り 、 各 庁舎 部 位 ご と の 保全 計画 で 予防 保全 と し て オー ハー ホー ル に よる 計画 的 部 品 交換 や 部 分 更新 ・ 必 要 最 小 
限 の 維持 修繕 に よる 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 延命 化 を 図る 。 
これ に より 、 大 規模 改修 や 更新 サイ クル を 延伸 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 Nu_ 1 
第 一 種 低層 住居 専用 地域 


742.96m 





利用 状況 R2 年 度 は 1 戸 中 0 戸 入居 し て いる 。 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 知事 は 市 内 居住 の た め R2 年 度 は 空 室 。 (た だ し 、 日 中 の 使用 は ある 。) 
公共 施設 の 有効 活用 | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 (屋内 形 ) 


村 
本 


自動 火災 報知 設備 (P 形 ) 


癌 


電気 融雪 (一 部 軒 、 樋 )、 誘 導 支 援 装 置 、 赤 外線 感知 設備 


冷温 水 方 式 、 局所 暖房 方 式 (FF ス トー ブ 等 ) 
鋼 製 ボイラ ー( 水 薔 熱 、 開 放 式 ) 
自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 


千 問 悦 凌 光 四 下 凌 中 上 添 


靖 和 膨 凍 く き 光 部 机 


計 | 維持 修繕 
四国 


【 優 先 度 評価 】 
45: 代 替 施 設 有 (家賃 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 


【 総 合 判定 】 


維持 管理 | 優先 度 6 


評価 結果 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 行 
(コメ ント ) いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 淀 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


7 中 
本 区 る 蓄 謀 


” 6014 千 円 
財源 : 一 般 財源 




















内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 費 (364 千 円 ) 維持 修繕 費 (364 千 円 ) 維持 修繕 費 (364 千 円 ) 受 変電 設備 更新 工事 | 維持 修繕 費 (364 千 円 ) 
(4.194 千 


概算 費用 尊 - 一 : 尊 - 一 3 尊 - 一 3 維持 修 相 (364 千 円) 一 トド 
財源 : 一 般 財源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.2 


行政 財産 
職員 公 舎 。。 
第 一 種 低層 住居 専用 地域 


利用 状況 R2 年 度 は 1 戸 中 0 戸 入居 し て いる 。 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 知事 公館 ・ 公 舎 の 管理 人 は 河南 公 舎 に 入 舎 し て いる た め 、R2 年 度 は 空 室 。 
公共 施設 の 有効 活用 | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


揚水 ポン プ 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


【 優 先 度 評価 】 
化 度 診断 ト h = - - -- 
利用 度 居 <* = | 
| 重要 性 |45. 代 替 施設 有 ( 家 賃 アパ ー ト 、 家 任 補 助 
2 次 評価 ” vo 和光 。 [ 


【 総 合 判定 】 


管理 | 優先 度 6 | 


評価 結果 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 行 
(コメ ント ) いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| 区 分 | 令 和 2 年 度 | 令 和 3 年 度 | 令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 | 備考 合計 | 


[ 史 どら EB 





概算 費 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.3 
施設 名 ン 棟 名 | 西 青山 合同 公 舎 1 号棟 行政 財産 
| 上 所在地 。 | 盛岡 市 月 が 丘 二 丁 目 98 番 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 。 | 第 一 種 低層 住居 専用 地域 
に 4 
具 





敷地 面積 5762.87 ml 建築 面積 263.68m 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸 中 4 戸 入居 し て いる 。 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / 上記 IA 
公共 施設 の 有効 活用 | 朋 途 廃止 も 含め 検 計 


配電 盤 ( 屋 内 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


高 置 水槽 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


H27 盛 岡 地区 西 青 山 合同 公 舎 1・2 号 棟 屋 根 ほか 塗装 工事 
R1 盛 岡 地 区 西 青山 合 同 公 舎 1<3 号 棟 給湯 設備 更新 工事 
R1 西 青山 合同 公 人 査 水道 メー ター 更新 工事 


| 改修 | 更新 | 


8.711 
4.750 
4.750 8.711| 


【 優 先 度 評 価 】 
| 建物 性 能 中 - 低 。 〈 《6〈、6 | 
劣化 度 診 断 0 0 | 

a EE | 
| 1 次 評価 | 修繕 改修 
| 重要 性 |40: 代 替 施 設 有 (家賃 アパ ー ト 、 家賃 補助 

見 通し |A15 
| 2 次 評価 * IIV(40 点 未満 ) 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 4 | 


評価 結果 維持 管理 。 
(コメ ント ) た だ し 将来 的 に は 同 団地 に ある 3 号棟 5 号 
棟 へ 集約 の 上 、 用途 廃止 (時 期末 定 ) す る 。 


長寿 命 化 等 対策 日常 点検 に よる 衝 持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 
の 方 向 性 これ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 
備考 ン 合 計 


対策 の 内 容 





維持 修繕 費 維持 修繕 費 維持 修繕 費 維持 修繕 費 維持 修繕 費 
388 千 円 388 千 円 388 千 円 388 千 円 388 千 円 1.940 千 円 


財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 


舎 No.4 


施設 名 ズ 棟 名 行政 財産 


防火 地域 | 指定 な し 。 | 
5762.87ml 建築 面 263.43m 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸 中 5 戸 入居 し て いる 。 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | コ 、、。 = 
公共 施設 の 有効 活用 | 中 芝 廃 止 も 侍 め 億 記 


配電 盤 ( 屋 内 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 堂 光 灯 、 


高 置 水槽 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
ガス 湯 沸 器 

消 粉末 消火 


7 本 育 


H27 盛 岡 地区 西表 山 合同 公 舎 1・2 号 棟 屋 根 ほか 塗装 工事 
R1 盛 岡 地 区 西表 山 合同 公 舎 1 と 3 号棟 給湯 設備 更新 工事 
修繕 工事 履歴 R1 西 青山 合同 公会 水道 メー ター 更新 工事 


直 : 


H29 
H28 


劣化 度 診 断 B__ 
利用 度 避 中 。 。 。 。 。 。 。 | 
| 車 要 性 |40: 代 替 施 設 有 (家賃 アパ ー ト 、 家 賃 補 助 ) N 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 4 


評価 結果 き 管理 。 
(コメ ント ) た だ し 将来 的 に は 同 団地 に ある 3 号棟 5 号 
棟 へ 集約 の 上 、 用 途 廃 止 (時 期末 定 ) す る 。 


長寿 命 化 等 対策 日 演 点検 に よる 維持 修 結 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 
の 方 向 性 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








て 多 結 = 
1,935 千 円 


ES PE ュ 入 
ko 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.5 


施設 名 棟 名 
| 所 在 地 | 忠岡 市 月 が 丘 二 了 目 98 番 _ 
防火 地域 | 指定 な し 。 | 
| その 他 区 域 
5762.87ml 建築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 、 | 階 数 


1965 年 8 月 1 日 


常光 灯 、 著 電池 ) 


高 置 水槽 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 盛 岡 地 区 西 青山 合同 公 舎 1>3 号 棟 給湯 設備 更新 工事 
R1 西 青山 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 


修 貢 | 計 | 維持 修繕 て 
247 


開 - 
8.711 


【 優 先 度 評価 】 
| 建物 性 能 中 - 低 | 
| 劣化 度 診 断 BB __ | 
利用 度 怖 - 中 。。。 。 。 。 。 。 | 
| 車 要 性 |40: 代 替 施 設 有 (家賃 アパ ー ト 、 家 賃 補 助 ) 


て 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 4 | 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修行 
(コメ ント ) | いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


1.935 千 円 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 主 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 妹 源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.6 


施設 名 棟 名 
防火 地域 
具 
千 





5762.87m| 建築 面積 


1966 年 4 月 20 日 


利用 状況 


高 置 水槽 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 西 青山 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


直 衝 修 匠 稚 持 修 紀 
| 着 刻 
273 
【 優 先 度 評価 】 
| 建物 性 能 中 - 低 "| 
劣化 度 診断 B__ 
利用 度 
1 次 評価 修繕 ・ 改 修 
| 重要 性 IO: 代 益 施 設 有 ( 家 貨 アパ ー ト 、 家 任 補 呈 


2 次 評価 IV(40 点 未満) 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 4 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





区 
対策 の 内 容 


1.935 千 円 
【 充 当 財源 (見 込 )】 | 上 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.7 


財産 区 分 | 行政 財産 
施設 類型 
用 途 地域 


策 延 床 画策 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 内 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 営 光 灯 、 蓄 電池 ) 


高 置 水槽 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 西 青山 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


費 維持 修繕 
707 434 


剛 
27 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 B_____ U_U | 
利用 度 壇 中 uu 5 WWW!tW| 
| 車 要 性 |40: 代 替 施設 有 ( 家 賃 ア パー ト 、 家 任 補 助 ) 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 4 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) 行い な が ら 、 施設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


EE 
対策 の 内 容 
概 昔 市 て * て * 


算 


用 387 千 円 387 千 円 "1.935 千 円 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.8 
施設 名 棟 名 東中野 合同 公 舎 1 号棟 行政 財産 
盛岡 市 東中野 町 31 番 
都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 第 一 種 低層 住居 専用 地域 
敷地 面積 7.517.52ml 建築 面積 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 人造 
区 に 2 
況 





竣工 年 度 経過 年 数 
(年 月 | = 。 !O7 和 20 遇 客 


利用 状 R2 年 度 は 18 戸 中 18 戸 入居 し て いる 。 
社会 情 報 等 家 化 の 対応 / | 後 も 隊員 公 含 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 (屋外 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ス テン レス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


462 
諸 


【 優 先 度 評価 】 


利用 度 高 - 中 。 
| 重要 性 [5 代替 施 設 有 ( 家 賃 ア パー ト 、 家 貨 補助 


【 総 合 判 定 】 


維持 管理 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| パパ (66《# | 


| | 
容 [ーー マー 一] 日常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー > 
対策 の 内 淀 点 検 に 基づく 維持 修 * 
痛 繕 費 維持 修繕 費 


= 店 Mi 持 修繕 費 = = 
概算 費用 390 千 円 1.950 千 円 


EA f ュ 入 
0 大 二 4 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.9 
施設 名 棟 名 | 東中野 合同 公 舎 2 号棟 行政 財産 
| 所 在 地 | 盛岡 市 東中野 町 31 番 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 第 一 種 低層 住居 専用 地域 
XX 
見 





敷地 面積 7.517.52ml 建築 面積 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
の 1967 年 6 月 20 日 | 邊 過 年 替 


利用 状況 R2 年 度 は 18 戸 中 18 戸 入居 し て いる 。 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 人 後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 毅 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ス テン レス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


人 人 、 
9 127 462 
前 放 
【 優 先 度 評価 】 
高 ~ 中 


| 建物 性 能 高 中 | 
利用 度 穫 ~ 中 = 1 
| © 車 要 性 |45: 代替 施設 有 ( 家 貨 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 


i 


縮 持 管理 | 優先 度 6 | 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


生還 生還 Bi 


i 
堂 点検 記 





1.950 千 円 
【 充 当 財源 (見 込 )】 | 上 財源: 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 





用 途 地 域 | 第 一 種 低層 住居 専用 地域 


策 延 床 画策 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 営 光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ステ ン レ ス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


SHh ロロ 
ア , 


劣化 度 調査 な し 
設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 
R1 東 中 野 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


46 
較 匠 
【 優 先 度 評価 】! 
劣化 度 診断  、 
利用 度 佑 < [| 
1 次 評価 
ーー 重要 性 6- 代 電設 (家賃 アパ ー ト 家 南 和 有 


2 次 評価 [va 未 渦 。  [ 


【 総 合 判定 】 


維持 管理 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) 行い な が ら 、 施設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


t 中 どこ EH 





390 千 円 ~1.950 千 円 


概算 人 費用 、 
【 充 当 肢 源 ( 兄 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 |] 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.11 
施設 名 棟 名 | 東中野 合同 公 舎 4 号棟 行政 財産 
| 所 在 地 | 盛岡 市 東中野 町 3 番 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 第 一 種 低層 住居 専用 地域 
XX 
見 





敷地 面積 7.517.52ml 建築 面積 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
の 1967 年 6 月 20 日 | 邊 過 年 替 


利用 状況 R2 年 度 は 18 戸 中 17 戸 入居 し て いる 。 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 人 後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 毅 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ス テン レス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


大 術 持 修 縮 、 
6 204 462 


関 陳 


【 優 先 度 評価 】 
高 ~ 中 


| 建物 性 能 高 中 | 
利用 度 穫 ~ 中 = 1 
| © 車 要 性 |45: 代替 施設 有 ( 家 貨 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 


i 


縮 持 管理 | 優先 度 6 | 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


5 本 


ii 
堂 点検 記 





1.950 千 円 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 時 源 : 一 般 財 源 | 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.12 


経過 年 数 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 営 光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ステ ン レ ス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 飯岡 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


四 評 
73 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 U_USV9SV SS _ 5 55151!'wtwt{〔 | 
利用 度 属 - 中 hh 5 WW!1!1!t{t{tW ん | 
|  _ 車 要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 家 賃 ア パー ト 、 家 賃 補 助 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
PD 行い な が ら 、 放 設 を 維持 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


a 


た 
に 


稚 持 修 張 和 稚 持 修 入 ーー 
390 千 円 390 千 円 1.950 千 


4 ト 入 
か 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.13 
施設 名 棟 名 
盛岡 市 北 飯 岡 1 丁目 5ー16 
| 都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 


1971 年 1 月 19 日 | の 4 志和 


利用 状況 R2 年 度 は 18 戸 中 17 戸 入居 し て いる 。 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / |。 誤 旧 人 を ーー 
公共 施設 の 有効 活用 今後 も 職員 公 告 と し て 必要 で ある 。 


配電 毅 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ス テン レス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 飯 岡 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


直 - 必 和 下 維持 修繕 
297 739 
導 内 
【 優 先 度 評価 】 
高 ~ 中 


| 建物 性 能 高 中 1 | 
利用 度 穫 ~ 中 = 1 
| © 車 要 性 |45: 代替 施設 有 ( 家 貨 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 


= 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
eb 行い な が ら 、 放 設 を 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 
これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


対策 の 内 容 常 点 栓 に 基づく 維持 修繕 に ー- 一 で で ゝ 





1.950 千 
【 充 当 財 源 て 見 込 )】 | 財源: 一般 財源 | 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.14 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 営 光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、 自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト 、 ステ ン レ ス 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 飯岡 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


導 測 
73 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 A ーー©©| 
利用 度 共 ~ 中 ーー 
| 車 要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 家 賃 ア パー ト 、 家 任 補 助 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


[ 史 ここ FH 





390 千 円 ” 1.950 千 


概算 仁 用 
【 充 当 財 源 ( 兄 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 |] 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.15 


施設 名 棟 名 東中野 寒 1、2、3 号 棟 | 財産 区 分 | 行政 財産 
| 所在地 | 盛岡 市 東山 一 丁目 414 番 1 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 
見 
_ 造 





敷地 面積 5.240.88m[ 建 築 面 延 床 面 積 


i R2 年 度 は 101 戸 中 2 戸 人 居 し て いる 。 
利用 状況 令 和 2 年 5 月 以降 入居 者 ゼロ 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


配電 盤 (屋内 形 ) 、 キ ュー ビク ル 式 
自動 火炎 報知 設備 (P 形 ) 一 受信 機 、 非 常 ペ ル 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (白熱 灯 、 堂 光 灯 、 著 電池 )、 拡 声 設備 


高 置 水槽 方 式 、 自動 供給 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 

ガス 湯 沸 器 

屋内 消火 栓 、 粉 末 消 火 、 消 火 ポ ンプ ユニ ッ ト 、 呼 水槽 


劣化 度 調査 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 
修繕 工事 履歴 


直近 5 年 の 約 持 修繕 - 政 修理 | 計 | 維持 修 科 ーー ニー イー EXE TT ーー ニー ーー 
200 200 NNN 


1 
H30 
H29 
H28 
H27 


【 優 先 度 評価 】 
才 化 度 診断 A | 
利用 度 人 居 | 
1 次 評価 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 優先 度 4 


評 老朽 が 進ん で いる こと 、 入 居 
PE 者 が な く 利 用 度 が 低い こと か ら 
廃止 する 。 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


備考 合計 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 
施設 名 棟 名 ーー 





岡市 東山 一 丁目 414 番 1 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 ] 指 


5.240.88m] 建築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 。 | 階 数 


19g1 和 3 月 26 日 


6 R2 年 度 は 30 戸 中 2 戸 入 居 し て いる 。 
利用 状況 令 和 2 年 5 月 以降 入居 者 ゼロ 


土 

計画 区 
具 
造 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 。. 店 
公共 施設 の 有効 活用 |e 上 予定 


配電 盤 (屋内 形 ) 、 キ ュー ビク ル 式 
自動 火災 報知 設備 (P 形 ) 、 副 受信 機 、 非常 ベル 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (白熱 灯 、 蛍 光 灯 、 蓄 電 : 


高 置 水槽 方 式 、 自動 供給 ポン プ ユ ニッ ト 、FRP 製 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 

ガス 湯 沸 器 

屋内 消火 栓 、 粉 末 消 火 、 消 火 ポ ンプ ユニ ッ ト 、 呼 水槽 

劣化 度 調 査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


選 琴 策 四 中 喘 池 
を に 


修繕 工事 履歴 


中 ~ 低 


【 優 先 度 評価 】 


| 建物 性 能 
劣化 度 診断 人 。 0 | 
利用 度 低 _  〈《 | 
| EE _ 〈《6《6 | 
| 2 次 評価 1V(4 上 未満) | 


【 総 
用 途 廃止 優先 度 4 | 
還 老朽 が 進ん で いる こと 、 入 居 
pk 者 が な く 利 用 度 が 低い こと か ら 
廃止 する 。 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


) 、 拡 声 設備 


公 舎 No.16 
行政 財産 
第 二 種 中 高層 住居 専用 地域 


892.66m 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.17 


施設 類型 
用 途 地域 | 第 一 種 中 高層 住居 専用 地域 


建築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


給湯 機 更新 工事 


費 維持 修繕 


379 166 21 
167 167 

44 44 
590 377 21 


【 優 先 度 評価 】 
才 化 度 診断 = [ 
利用 度 司 = 中 = | 
1 次 評価 
| 重要 性 |45 代替 施 設 有 ( 賃 貸 ア バー ト 、 家賃 補 助 
2 次 評価 [va 生 沿 。  [ 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 
計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


t 中 どこ EH 





2 = 所 2 = 所 2 ほ も 2 ほお 維持 修繕 = 所 2 = 所 
概算 費用 83 千 円 83 千 円 83 千 円 415 千 円 


当 財 源 ( 見 込 
2 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.18 


施設 類型 
用 途 地域 | 第 一 種 中 高層 住居 専用 地域 


建築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


給湯 機 更新 工事 


間 氷 
21 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 B_ 、 
利用 度 性 [| 
1 次 評価 
| 重要 性 |45 代替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家賃 補 助 
2 次 評価 [doa 和洋 [| 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 
計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


t 中 どこ EH 





= 所 = 所 2 = ミコ # = ミコ 維持 修繕 = 所 2 まお 
83 千 円 83 千 円 83 千 円 415 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.19 


施設 類型 
用 途 地域 | 第 一 種 中 高層 住居 専用 地域 


建築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


給湯 機 更新 工事 


還 際 
21 


【 優 先 度 評価 】 
才 化 度 診 断 g = 
利用 度 性 [| 
1 次 評価 
| 重要 性 |45 代替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家賃 補 助 
2 次 評価 | 上 訪 ) [| 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 
計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


t 中 どこ EH 





= 所 = 所 2 = ミコ # = ミコ 維持 修繕 = 所 2 まお 
83 千 円 83 千 円 83 千 円 415 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.20 


計画 区 域内 


敷地 面積 


利用 状況 R2 年 度 は 2 戸 中 1 戸 入 居 し て いる 。 


人 | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 
R1 盛 岡 地 区 山岸 公 舎 給湯 機 更新 工事 
修繕 工事 履歴 
ちら : be 5 5 


RI 


H30 
H29 
H28 


物性 能 中 一 低 | 
劣化 度 診断 情 | 
利用 度 入 ~ 中 | 
| 1 次 評価 | 修繕 改修 
| 重要 性 |45. 代 共 施 設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 作 補 及 
| 
| 2 次 評価 |V(40 点 未満 ) | 


【 
修繕 改修 | 優先 度 5 | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を | 
計 価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 す | 


O 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





eS 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.21 


2 


3405.12 ml 建築 面 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 、 
公共 施設 の 有効 活用 | 芝 計 予定 


自動 火災 報知 設備 P 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 ) 


ト K 道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 


設備 点検 1 回 年 


析 | 計 | 槍 持 修 橋 | 履修 | 更新 | ]、 秩 修 柄 | 歌 伯 | 更新 | 、 計 | 秩 持 修 計 


67 67 
27 27 
95 
189 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 B__ ーー©«©«©«©| 
利用 度 | 低 。 | 
1 次 評価 用 途 廃止 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 優先 度 4 


評価 結果 入居 者 が な く 、 老朽 化 も 著しい 
(コメ ント ) こと か ら と 廃 止 する 方 向 。 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


0 
概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.22 


2 


3405.12 ml 建築 面 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 、 
公共 施設 の 有効 活用 | 芝 計 予定 


自動 火災 報知 設備 P 形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 ) 


ト K 道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 


劣化 度 調査 


設備 点検 1 回 ググ 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 
T、 容 持 修 績 改修 | 更新 、] SE る 


維持 修繕 
18 18 


H30 
H29 
H28 
H27 

計 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 B__ 0 
利用 度 | 低 。 | 
1 次 評価 用 途 廃止 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 優先 度 4 


評価 結果 入居 者 が な く 、 老朽 化 も 著しい 
(コメ ント ) こと か ら と 廃 止 する 方 向 。 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


0 
概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.23 
行政 財産 
に 
ー 種 住居 地域 





経過 年 数 


生生 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 電気 融雪 ( 樋 )、 機 械 換気 設備 、 非常 用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


SHh ロロ 
+ 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 ググ 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 盛 岡 地区 加賀 野 合同 公 舎 1. 
修繕 工事 履歴 


費 維持 修繕 
203 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 ーー 
利用 度 
| 還 要 性 |45 : 代替 施設 有 ( 賃 貸 アパ ー ト 、 家 賃 補助 ) 
| 2Z 次 評価 IIV(40 点 未満 ) 0 〈' | 1) WW 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 行 
評価 結果 。 | いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 す 
る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


| | 


稚 持 修 策 稚 持 修 絹 稚 持 修 衝 箇 | 縮 持 修繕 夏 次 持 修 符 
277 千 円 277 千 円 277 千 円 1,385 千 円 


財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 





概算 費用 
【 充 当 財源 (見 込 ) 】 


個別 施設 計画 ( 個 票 公 舎 No.24 


ンー 
年 


T 政 財産 





経過 年 数 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 電気 融雪 ( 樋 )、 機 械 換気 設備 、 非常 用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 盛 岡 地区 加賀 野 合同 公 舎 1. 
修繕 工事 履歴 


費 維持 修繕 
217 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 BB | 
利用 度 | 高中 。 。 | 
| 重要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補 助 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 す 
る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


[中 ここ EB 





概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 





個別 施設 計画 ( 個 票 公 舎 N0.25 
施設 名 プ 棟 名 東 仙 北 合同 公 舎 1 号棟 | 財産 区 分 | 行政 財産 
盛岡 市 東 仙 北 一 丁目 71 番 10 【 員 公 舎 
都市 計画 区 域内 防火 指定 な し 第 一 種 中 高層 住居 専用 地域 


積 |  " 466.04m| 延 床 面積 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 (蛍光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、FRP 製 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 


SHh ロロ 
+ 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点検 1 回 3 年 (前 回 実施 : H30) 


費 維持 修繕 
544 


ーー 
731 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 人 | 
利用 度 | 高中 。 。 | 
| 重要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補 助 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 
計 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 
評価 結果 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 


(コメ ント ) 0 施設 を 維持 管理 す 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





[中 a EH 


647 千 円 647 千 円 647 千 円 _3.235 千 円 


概算 費用 
[充当 時 源 て 見 込 )】 | 衣 源 : 一 般 財源 財源: 一 般 財 源 | 上 財源: 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 宗 公 舎 No.26 


施設 名 プ 棟 名 東 仙 北 合同 公 舎 2 号棟 | 財産 区 分 | 行政 財産 
盛岡 市 東 仙 北 一 丁目 71 番 10 【 員 公 舎 
都市 計画 区 域内 防火 指定 な し 第 一 種 中 高層 住居 専用 地域 


積 |  " 43992ml 延 床 面積 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 盤 ( 屋 外形 ) 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 非 常用 照明 装置 ( 営 光 灯 、 蓄 電池 ) 


加 圧 送水 方 式 、FRP 製 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 東 仙北 合同 公 舎 水道 メー ター 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


費 維持 修繕 
453 


| 
731 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 人 0 | 
利用 度 | 高中 。 。 | 
| 重要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補 助 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 


開 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
NN 行い な が ら 、 施設 を 村 香 す 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





t 中 a EH 


647 千 円 647 千 円 647 千 円 _3.235 千 円 


【 充 当時 源 ( 見 込 】 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.27 
施設 名 棟 名 行政 財産 
| 所 在 地 | 盛岡 市 東中野 町 80 番 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 は 第 一 種 低層 住居 専用 地域 
3 
見 





敷地 面積 建築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


1991 年 8 月 30 日 | . 阜 過 4 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 ググ 年 
建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


維持 修繕 SR 還 の 4 : 認 NT RES ] EER NSR RE BRR Po N 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 


【 優 先 度 評価 】 
高 ~ 中 


| 建物 性 能 高 = 中 1 | 
利用 度 高 ~ 中 。 
| 車 要 性 |45: 代 替 施 設 有 (家賃 アパ ー ト 、 家 賃 補 助 ) 


eo 


縮 持 管理 | 優先 度 6 | 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








臣 | 持 修 繕 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 生 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.28 


施設 名 ン 棟 名 
盛岡 市 東中野 町 80 番 ‥ 員 公 舎 
防火 地域 
16.483.26 ml 建築 面 


た 1991 年 8 月 30 日 | おれ 


利用 状況 R2 年 度 は 1 戸 中 1 戸 入 居 し て いる 。 
会 3 の 応 の 2 = て 
社会 情勢 大変 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


受 配電 盤 ( 屋 内 形 ) 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


EF 持 修 # 改 柳 本 3 RR 下 自 、 SN 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 


【 優 先 度 評価 】 
才 化 度 診 断 h 1 | 
利用 度 才 = 中 = | 


【 総 合 判定 】 


維持 管理 


評価 結果 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
(コメ ント ) 行い な が ら 、 施設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 
88 


維持 修繕 費 
34 千 円 


概算 費用 
当 Fj 込 や | KJ | | | | ゃ | | | | | | 
【 充 当 財源 て 見込)】 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.29 


施設 名 棟 名 
盛岡 市 下 米内 二 丁 目 6 一 1 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 。 
1156.95ml 建 築 面積 739.47m 1379.47m 


> 経過 人 Kt 
婦人 築 年 月 1998 年 3 月 31 日 R241 現 在 22 


利用 状況 R2 年 度 は 16 戸 中 16 戸 入居 し て いる 。 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 人 後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 藤屋 外形 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 、 電 気 融雪 (屋上 ) 非常 用 照明 装置 ( 著 電 池 ) 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


設備 点検 1 回 年 
建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


修繕 工事 履歴 
RI 


直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修 費 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 、 計 | 維持 修 (人選 | 更新 | 計 | 維持 飛 繕 | 、 改 修 、、、 更 新 、 


繕 
: | 


【 優 先 度 評価 】 
高 ご 中 N 


| 建物 性 能 高 "中" | 
利用 度 高 中 。。。 | 
| 車 要 性 |45: 代 替 施 設 有 (家賃 アパ ー ト 、 家 賃 補 助 ) 


i 


維持 管理 


評価 結果 | 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 行 
(コメ ント ) | いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


長寿 命 化 等 対策 JC 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 に 
の 方 向 性 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


ーー キー 
対策 の 内 容 トー マー ーー 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 [ーー © > 
EE EE EE 


維持 修繕 費 『 修 給 稚 村 修 邊 人 
676 千 円 3,380 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 呈 源 : 一 般 財源 | 上 財源: 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 公 舎 No.30 


ンー 
年 


T 政 財産 





| 1613.69ml 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


経過 年 数 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 明 ( 屋 外形 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


SHh ロロ 
+ 


劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 盛 岡 地区 上 ノ 橋 合同 公 舎 1,. 2 
修繕 工事 履歴 


理 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 
74 8.065 
剖 且 
【 優 先 度 評価 】n5DBROtOtOtOm5 
劣化 度 診 断 人 "0 | 
利用 度 高 ~ 中 ーー 
1 次 評価 
ーー 重要 性 |45: 代 替 施 設 有 ( 家 貨 アパ バー ト 、 家 儲 補 助 ) 


2 次 評価 


【 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 す 
る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


維持 修繕 定 諾 大 大 
2 200 千 円 1,000 千 円 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.31 


建築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


経過 年 数 


本 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


配電 明 ( 屋 外形 
弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
劣化 度 調査 な し 


設備 点検 1 回 年 
定期 点検 建築 物 点 検 1 回 3 年 (前 回 実施 :H30) 


R1 盛 岡 地区 上 ノ 橋 合同 公 舎 1, 2 号棟 給湯 設備 更新 工事 
修繕 工事 履歴 


費 維持 修繕 
8.169 104 


半 記 
8.06 


【 優 先 度 評価 】 
劣化 度 診断 U_USV9SV SS _ 5 55151!'wtwt{〔 | 
利用 度 属 - 中 hh 5 WW!1!1!t{t{tW ん | 
|  _ 車 要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 家 賃 ア パー ト 、 家 賃 補 助 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 











224 千 円 224 千 円 _ 1.120 千 円 
財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.32 
施設 名 棟 名 
奥州 市 水沢 川原 小 踏 21-1 設 3 


指定 な し 


1045.07m| 建 築 面 
、 館 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


1971 年 7 月 31 日 PP 


利用 状況 R2 年 度 は 8 戸数 の うち 7 戸 入 居 し て いる 。 


ポン プ 類 (自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト ) 、 タン ク 類 (FRP 製 ) 
公共 下水 道 
局所 式 


R1 配水 詰まり 修繕 22 千 円 

H30 トイ レ 給 水管 交換 修繕 65 千 円 

H28 混合 水 栓 交換 ほか 修繕 他 312 千 円 

H27 配水 詰まり 修繕 270 千 円 、 汚 水管 配管 修繕 工事 1.923 千 円 


符 修 入 NNN 
22 22 


1.923 


( 恨 移 屋 評 価 】※※KmOW|||9|||9|9||||2|25252525254245454t〔a8⑳⑧@⑧⑥① づ ろ MP ほ ヒ 


回 詳 住 」40: 代 替 施設 有 ( 賃 貧 ト 、 家 企 補 助 〉 
|  _ 見 通し |A20: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満 )※ ※ | 


【 総 合 判 定 】 
上 計画 的 に 施設 の 修繕 履修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 | 備考 ン 合 計 
a 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 




















維持 修繕 維持 修繕 
243 千 円 1.215 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.33 


2202.15m| 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1986 年 3 月 12 日 R2 4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 10 戸 数 の うち 10 戸 入居 し て いる 。 


人 化 の 導 | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


電設 備 : テ レビ 共同 受信 設備 


回 .4 カ ラス 割れ 、 金物 ・ 扉 ・ 等 発 錆 、 き 爆 裂 、 内装 中 等 
劣化 度 調査 H31.4 カ ラス 割れ 、 金物 ・ 扉 ・ 屋 根 等 発 錆 、 外壁 爆裂 、 内 装 の 破損 等 


R1 103 号 室 浴 室 二 つ 折 り ド ア 修 繕 工事 他 105 千 円 
H30 105、203 号 室 台 所 換気 扇 交 換 修 繕 79 千 円 、H30.7 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 |H29 2o2 号 室 畳 修繕 他 87 和 円 - 
H28 104 号 室 風呂 釜 部 品 交換 修繕 37 千 円 、 給 湯 機 設置 工事 18,743 千 円 
H27 102 号 室 ト イレ ドア ノブ 修 絆 
費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


18.743 


ビー ヤヤ 一 本 得 2 
双 化 度 診断 | 連 舞 | 
用 度 


回 員 1 仁 |40: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 
|  _ _ 見 通し |A20: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


【 総 


| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


人 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
364 千 円 364 千 円 364 千 円 364 千 円 1,820 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 

















個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.34 


2202.15m| 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1986 年 3 月 12 日 R2 4 1 現在 


人 本 化 の 選 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


R1 107 号 室 便器 部 品 交換 修繕 8 千 円 
H30 107 号 室 畳 修繕 他 107 千 円 、H30 火災 警報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 106 号 室 浴室 換気 扇 交 換 修繕 他 97 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 
8 


RI 8 
H30 107 107 
H29 97 97 
H28 

212 


| 狂 化 度 診断 IA 異常 無 。  、 、 
1 次 評価 | 維持 菅 理 、 | 
|  " 車 要 性 [40. 代 符 施 設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家賃 補助 ) 
| で 見 通し |A20: 多用 途 使用 見 込み 舞 

| 2 次 評価 |iV(40 点 未満 ) ーー 


【 
優先 度 6 
設 の 修 経 
評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 
286 千 円 286 千 円 1,430 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.35 


施設 名 ズ 棟 名 八 日 町 合同 公告 (2 号棟 ) 
奥州 市 江刺 八 日 町 2 丁目 6-2(150) 設 3 
都市 計画 区 域内 防火 地域 指定 な し 


1785.4m| 建築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


経過 年 数 
避 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


人 化 の 導 | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 ポ ンプ 類 ( 自 動 給水 ポン プ ユ ニッ ト ) 、 タ ンク 類 ( ス テン レス 製 ) 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 
四 H31.4 フ ェ ン ス の 歪 、 内 装 バ され 、 、 街灯 の 照明 不 点 灯 等 
劣化 度 調査 フェ ンス の 歪 、 内 装 材 の は が れ 、 木 枠 の 腐食 、 街 灯 の 照明 不 点 灯 等 


R1 入 口 ドア 修繕 28 千 円 
H30 1-D 号 室 脱 衣 室 床 修 繕 工事 140 千 円 、H30 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 |H29 1-B 号 室 台所 排水 詰まり 修繕 62 千 円 、 給 湯 設備 更新 工事 11.352 千 円 
H28 貯水 槽 水 抜 菅 バル ブ 交 換 修 繕 他 769 千 円 
H27 2A 号 室 浴室 バラ ンス 釜 交換 修 
費 
28 28 


者 
11.352 
《 


ミ 









ロロ 
he 


化 度 診断 | 人 筑 全 
用 度 


還 要 性 |40: 代 替 施設 有 (賃貸 アパ ー ト 、 家賃 補助 
還 通し | へ 20: 多 用 途 使用 見 込み 無 


li 
L_ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


総合 判定 ン 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 














日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
に = ニニ 


維持 修繕 維持 修繕 
411 千 円 411 千 円 2.055 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.36 


都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 
2.705n[ 建 築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 10 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


電設 備 テレ ビ 共 同 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
うち 
H27…R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 火災 警報 器 更新 他 571 千 円 


H30 水 栓 トイ レ 修 繕 他 171 千 円 、 フ ェ ン ス 新設 工事 1,156 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 浴室 、 和 室 壁 修繕 他 318 千 円 


H28 換気 扇 修繕 他 136 干 円 
H27 風呂 釜 交換 他 541 千 円 


| _ _  。 見 通し | | 
L_ 2 次 評価 |IV(40 点 未満 ) 5 1 


【 総 合 判定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
AM 行い な が ら 、 施 設 を 維持 答 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


ヤヤ ヤキ サエ ヤキ ヤキ キキ キキ OO キキ 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
363 千 円 363 千 円 1,815 千 円 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 











個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.37 


施設 名 棟 名 | 南城 合同 公 舎 (2 号棟 ) 
| 所在地 | 花巻 市 南城 104-1、104-2 設 3 
都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 指定 な し 
2.705m| 建 築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


5 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 10 戸 数 の うち 10 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 
水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 

公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1.9 火 災 警 報 器 更新 
R1 トイ レ ド ア 修繕 他 121 千 円 
修繕 工事 履歴 H30 給湯 設備 更新 工事 12.552 千 円 、 ト イレ 吸気 弁 修繕 他 284 千 円 
H28 本 172 千 円 、 給 湯 設備 更新 工事 12.617 千 円 
H27 風 


多用 人 便 用 見 込み 上 
2 次 評価 ]v(4O 点 未満 ) 。。 | 

【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | 


_ 計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


II 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
368 千 円 368 千 円 1.840 千 円 


用 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 時 源 : 一 般 財源 | 上 財源: 一般 財源 | 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 時 源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.38 
行政 財産 
第 一 種 住居 地域 





鉄筋 コン クリ ー ト 造 


| = 。 。 。 、 、  % 


利用 状況 H25 年 入居 者 な し 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
劣化 度 調査 。 | さ し 
定期 点検 H27R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


| 劣化 展 放 思 |B 異 常 有 ( 経 過 観 察 ) 
|  。 利用 度 低 WW WW 5 
| _ 1 次 評価 | 用 途 廃止 | 
| 車 妥 性 |40: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 

| 。 晃 通 し |A20: 使 用 見 込み 無 

| _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 


還 入居 者 が な く 、 老朽 化 も 著 
評価 結果 | し いこ と か ら 廃止 する 方 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.39 


構 千 


1971 年 1 月 1 日 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 漏水 修繕 77 干 円 
修繕 工事 履歴 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 


卓 目 較 
77 77 


に 
し 1 評価 

し 見 通し | 

レー 次 評価 jv(40 点 未満 ) = = | 


総 全 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行 いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
260 千 円 260 千 円 1,300 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.40 


2.202m| 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 | 階数 | 地上 3 階 


利用 状況 R2 年 度 は 7 戸数 の うち 7 戸 入 居 し て いる 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


定期 点検 H27R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 漏水 修繕 259 千 円 


修繕 工事 履歴 H29 給湯 設備 更新 8.240 千 円 


改修 費 維持 修繕 


259 259 
8,240 8,240 
8,499 259 8,240 | 


、 侵 ラ 
| 劣化 度 診断 上 巨 異常 有 ( 経 過 観察  。 。 | 
|  。 利用 度 | 高中 0 6 6 1 
| _ 1 次 評価 | 修繕 改修 
| 車 概 性 |45: 代 替 施設 有 ( 貸 貸 ア バー ト 、 家 貸 福 
| 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
AM 行い な が ら 、 施 設 を 維持 衝 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 令 和 6 年 度 
mp = 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 

= 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
194 千 円 194 千 円 970 千 円 


や B 源 : 一 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 上 源 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 源 : 一 般 財源 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.41 


施設 名 棟 名 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 


1966 年 12 月 27 日 経過 年 数 54 


利用 状況 H30 一 入居 者 な し 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / |_、 
公共 施設 の 有効 活用 | 用 束 廃止 予定 
ポ 


備 : テ レビ 共同 受信 


劣化 度 主 


H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


定期 点検 


H27 トイ レ 水 道 詰 まり 修繕 5 千 円 
修繕 工事 履歴 
RI 


直近 5 年 の 縮 持 柳 - 改 柳 融 稚 持 修 入 て 


| 和 梁 化 度 診断 | 上 巳 異 常 有 (経過 観察 ) 
|  。 梓 用 度 低 ーー 


| .  』 
し 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 | 優先 度 4 


評価 結果 入居 者 が な く 、 老 朽 化 も 著しい 
(コメ ント ) こと か ら 廃 止 する 方 向 。 


長寿 命 化 等 対策 四 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.42 

施設 名 ン 棟 名 舘 合同 公 舎 2 号棟 | 財産 区 分 | 行政 財産 

| 所在地 | 遠野 市 東 舘 町 5-468-2) | 施設 類型 | 職員 公 舎 
都市 計画 区 域 市 計画 区 域内 
| その 他 区 域 | 
見 
_ 人造 





その 他 区 域 
敷地 面積 
| 構 造 | 


経過 年 


利用 状況 
社会 情勢 等 変化 の 対応 / 


公共 施設 の 有効 活用 


備 : テ レビ 共同 受信 設備 


定期 点検 H27<R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


な し 
修繕 工事 履歴 
- 履 修 


質 | 計 | 術 和 修 編 て | 衝 人 作柄 ] 改修 | 更新 、 間 HE 町 


| 利用 度 
1 次 評価 


重要 性 140: 上 ( 仙 
| 見 通し |A20: 使 用 見 込み 無 。 | 
し 2 次 評価 |iV(40 点 未満 ) 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 


評価 結果 入居 者 が な く 、 老朽 化 も 著しい 
(コメ ント ) こと か ら 廃 止 する 方 向 。 


長寿 命 化 等 対策 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 N0.43 
施設 名 ン 棟 名 
遠野 市 六 日 町 2-20(23-1) 
都市 計画 区 域内 指定 な し 
敷地 面積 1985.69m| 建 築 面 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


劣化 度 調査 
定期 点検 H27R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H29 ue 
H28 給水 ポン プー 式 取 1.080 千 円 
修繕 工事 履歴 |H27 給湯 器 交換 他 604 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修理 維持 修繕 


RI 

H30 

H29 144 

H28 1.080 
604 
748| 1080 


優先 度 評価 


中 


| 見 通し | 
し _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


回 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 令 和 6 年 度 備考 合計 
時 EE た ーー 
対策 の 内 容 に ーー デー サト 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
ミミ  。 ーーー 靖 ーーー 


i 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
825 千 円 825 千 円 4.125 千 円 





施設 名 棟 名 | 六 日 町 合同 公告 。 "”  。  。 | 財産 区 分 | 行政 財産 
| 所 在 地 | 遠野 市 六 日 町 1-16(420-1) 設 3 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地 途 地 第 一 種 住居 地域 
512.82m] 建築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


3 4 


利用 状況 H26~ 入 居 者 な し 
史 電 8 レ 


』 電 設備 : テ レビ 共同 受信 
水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 : 


公共 下水 道 
ガス 湯 沸 器 


定期 点検 H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H28 漏水 修理 99 千 円 
修繕 工事 履歴 


| _ 1 次 評価 」 


ミミ 1 土 | 
|  _  。 見 通し | 
| _ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


【 


| 総合 判定 優先 度 | 用 途 廃止 


評価 結果 入居 者 が な く 、 老朽 化 も 著しい 
(コメ ント ) こと か ら 廃 止 する 方 向 。 


長寿 命 化 等 対策 記 
の 方 向 性 用 途 廃止 予定 (R3.3.31) 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





個別 施設 計画 ( 個 昧 ) 公 舎 No.45 
施設 名 棟 名 | 関 が 丘 合同 宿舎 


1318.12ml 建築 面 ( 
構 。 人 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


1971 年 3 月 29 日 1 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸数 の うち 8 戸 入 居 し て いる 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


中 央 式 ・ 局 所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


5 な 
劣化 
本 衝 H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 トイ レ 漏 水 修繕 他 336 千 円 
H29 ガス 設備 (集合 装置 ) 交 換 修繕 109 千 円 
修繕 工事 履歴 H28 給水 器具 等 交換 修繕 102 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


R1 336 
H30 
H29 109 
H28 102 
H27 
計 547 


| 和 支 化 度 診断 |B 異 常 有 ( 経 過 観 察 ) | 
| 利用 民 
| _ 1 次 評価 

|  _  。 見 通し | 
| _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満 )※ 。 。 。 。 | 


【 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 「 
コー 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
放 価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
に 








き 修 * 維持 修繕 維持 修繕 
222 千 円 222 千 円 1,.110 千 円 


Rs 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 NO.46 
行政 財産 
ー 種 低層 住居 専用 地域 





499.95 ml 建築 面 
に 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1985 年 3 月 26 日 | 41 直 符 


利用 状況 R2 年 度 は 4 戸数 の うち 4 戸 入 居 し て いる 。 


今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


H27…R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 屋外 該当 修繕 他 103 千 円 
置 修繕 他 121 千 円 、 給 湯 設備 更新 4.750 千 円 、H30.8 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 辿 修 繕 他 49 千 円 
浴槽 換気 扇 交 換 修繕 他 141 千 円 
H27 アク リル 板 補 修 修繕 45 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 


RI 
H30 4,750 
H29 
H28 
, 4,750 


に ーー 一 (に 
1 次 評価 。 
レー 低 連 し | 
2 次 評価 v0 点滴) = | 


総合 判定 ズ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 5 


間 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行 いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 男 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 














日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
ニニ 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


概算 費用 150 千 円 150 千 円 150 千 円 150 千 円 750 千 円 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.47 


都市 計画 区 域 途 一 種 低層 住居 専用 地域 
] 
| 塞 。 造 | 鉄 脇 コン クリ ー ト 和 


経過 年 数 


利用 状況 





社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


本 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 廊下 アク リル 板 交 換 修繕 15 千 円 
H31.3 給 湯 設備 更新 (工事 請負 費 4.749 千 円 ) 
修繕 工事 履歴 H30.8 火 災 警 報 器 更新 
H28 浴室 換気 扇 交 換 修繕 他 141 千 円 
H27 給湯 設備 修繕 他 284 千 円 
費 


4,749 
141 
284 
425 4,749 


i | 
L__ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


見 通し | 


【 総 合 判定 】 


| 総合 判定 ン 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
PD 行い な が ら 、 施設 を 維持 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


EE EE 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
pe 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
215 千 円 215 千 円 1.075 千 円 


【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 末 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 時 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 昧 ) 公 舎 No.48 
施設 名 ン 本 名 
都市 計画 区 域 市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し ) 
“ | 
| 構 造 | 鉄 勇 コン クリ ー ト 秒 


経過 年 数 
55 有 2001 年 3 月 27 日 R2.4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 4 戸数 の うち 4 戸 入 居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 ガラ ス 交 換 修繕 他 112 千 円 
H30 洗面 所 スイ ッ チ 修繕 他 316 千 円 、H30.8 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 流し 台 排 水 詰まり 修繕 他 78 千 円 
H28 浴室 排水 管 詰り 等 修繕 96 千 円 
H27 浴室 換気 扇 交 換 修 繕 137 千 円 
費 


見 通し | | 
L_ 2 次 評価 |IV(40 点 未満 ) 5 1 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | 
電 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
PD 行い な が ら 、 施設 を 維持 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


EE EERE CR 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
180 千 円 180 千 円 900 千 円 


HP 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.49 


施設 名 棟 名 中 里 合 同 公 舎 B 棟 
一 関 市 上 日 照 64.65-2(9-15-2) 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し ) 


ゝ 生 
百 


経過 年 数 
2001 年 3 月 27 日 R2.4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 4 戸数 の うち 4 戸 入 居 し て いる 。 


今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


本 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 換気 扇 交換 修繕 他 86 千 円 

H30 浴室 換気 扇 交 換 修 繕 他 48 千 円 、H30.8 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H28 ガス 給湯 設備 修繕 他 227 千 円 

H27 暖房 便座 交換 修繕 他 92 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 
86 86 


RI 
H30 48 
H29 
H28 227 
92 
453 


| 利用 度 吉 ー 中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


| _ _ ____ 見 通し | 
|____ 2 次 評価 ___ |IV(40 点 未満 )  … 


総合 判定 ズ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
180 千 円 180 千 円 900 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.50 





| 所在地 | 一 関 市 日照 64.65-2(9-15- 
| 都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 
541.19 fl| 建築 面 


ーー 2001 年 3 月 27 日 a 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 
局所 暖房 方 式 (FF ス トー ブ 等 ) 、 局所 冷暖 房 方 式 ( エ アコ ン 等 ) 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


H27…R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 台所 混合 栓 修繕 43 千 円 


H30.8 火災 警報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 郵便 受 箱 修繕 15 千 円 
H28 郵便 受 箱 修繕 15 千 円 


、 盆 う 
| _ 劣 化 度 診断 |A 箋 常 寺 


と x ログ 円 | ti 内 
| _ 1 次 評価 | 維持 管理 | 
|  、 軒 要 性 5 代替 』 ト 


設 有 (等 人 、 表 賃 補 E 
ーー 覧 通し | へ is: 多用 人 . 
し 2 次 評価 |IV(40 点 未満 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
っ 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


O 


長寿 命 化 等 対策 人 る 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
に O 
の 方 向 性 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 ーーーーーーーーー。 
人 


91 千 円 91 千 円 91 千 円 455 千 円 
概算 費用 一 明 L 上 日 さ 直 . 一 紀 日 オ さ 直 . 一 量 過 日 オミ さ 直 . 一 量 ル 日 オオ さ 直 . 一 量 ル 日 オミ さ 直 . 一 明日 
【 充 当 財 源 (見 込 ) 】 財源 ・ 般 財 源 財源 ・ 般 財 源 財源 ・ 般 財 源 財源 ・ 般 財 源 財源 ・ 般 財 源 財源 ・ 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 昧 ) 公 舎 No.51 
施設 名 棟 名 保田 職員 公告 (単身 用 ) 
ー 関 市 千厩 町 千厩 久保 田 16-1 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


1954ml 建 築 面 
構 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


中 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 25 戸 数 の うち 18 戸 入居 し て いる 。 


人情 等 衣 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


R1 浄化 槽 修繕 374 千 円 
H30 換気 扇 修繕 他 838 千 円 、H31.3 給 湯 設備 更新 (工事 費 5.331 千 円 久保 田 公 舎 世帯 ・ 単 身 31 戸 ) 
修繕 工事 履歴 H29 換気 扇 修繕 1.183 千 円 
H28 畳 替え 他 903 千 円 
電動 水 抜 開閉 装置 修繕 他 701 千 円 
費 


I 
5,331 
優 2 


は ーー = = 
用 度 | 低 


軒 相性 145 : 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 
|  _ _ 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
(コメ ント ) 


0 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 














日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


i 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
680 千 円 680 千 円 680 千 円 680 千 円 3,400 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 昧 ) 公 舎 No.52 
施設 名 棟 名 保田 職員 公 舎 (世帯 用 ) 
ー 関 市 千厩 町 千厩 久保 田 16-1 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


構 


経過 年 数 
1993 年 3 月 2 日 | 41 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 6 戸数 の うち 4 戸 入 居 し て いる 。 


人情 等 衣 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


H31 網戸 張替え 修繕 (6 室 分 ) 他 506 千 円 

H30 蛍光 灯 非 常 バッ テリ ー 修 繕 24 千 円 、H31.3 給 湯 設備 更新 (工事 費 5.331 千 円 久保 田 公 舎 世帯 ・ 単 身 31 戸 ) 
修繕 工事 履歴 |H29 混合 栓 修繕 他 348 千 円 

H28 水 抜 装置 吸気 弁 交換 他 300 千 円 


ロ 多 干 
費 | 計 | 維持 修繕 
506 


I 
5,331 


優 2 
用 度 | 低 


回 員 1 仁 |40: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 
|  _ _ 見 通し |A20: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


総合 判定 ン 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


ee 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
220 千 円 220 千 円 220 千 円 220 千 円 1,100 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 

















個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.53 
施設 名 棟 名 | 摩 王 合同 宿舎 行政 財産 
施設 類 
一 種 低層 住居 専用 地 





鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
経過 年 数 
の 


利用 状況 R2 年 度 は 11 戸 数 の うち 6 戸 入 居 し て いる 。 


社会 情勢 等 妄 化 の 対応 / | 粒 来 的 に は 、 千 服地 区 は 久保 田 職 員 公 仁 へ 集約 化 の 検討 も 必要 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


R1 畳表 替え 他 163 千 円 
H30 防火 扉 ド アク ロー ザー 他 48 千 円 、H31.3 給湯 設備 1 戸 更新 
修繕 工事 履歴 H29 玄関 、 天 井 等 漏水 修繕 他 916 千 円 
H28 A 266 千 円 
給湯 器 修繕 他 6 
費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 
163 


EE 
| 筆 化 度 診断 | 上 星 異 常 有 (経過 観察) 
: 


修繕 ・ 改 修 。 | 
回 相性 145 : 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 
|  _ _ 見 通し |A20: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


【 


総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 


評価 結果 将来 的 に 久保 田 単身 公告 へ 
(コメ ント ) 集約 し た の ち 、 用途 廃止 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 














日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
に = ニー 


維持 修繕 維持 修繕 
222 千 円 222 千 円 1.110 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.54 


施設 名 棟 名 行政 財産 
ー 関 市 千厩 町 千厩 字 摩 王 70-2 施設 類 
市 計画 区 域内 指定 な し 途 ー 種 低層 住居 専用 地 


2202 ml 建築 面 
構 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 6 戸 入 居 し て いる 。 


社会 情勢 簿 変化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 





局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


R1 浄化 槽 送風 機 逆 止 弁 交換 修繕 54 千 円 
H30 シャ ワー ヘッ ド 修 繕 132 千 円 、H30.8 火災 警報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 貯水 槽 ボー ル タ ッ プ 修 繕 944 千 円 
H28 室 浴室 換気 扇 取 替え 53 千 円 
換気 扇 取 替 39 千 円 
費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 
54 54 


EE 
劣化 度 診断 |B 異 常 有 (経過 観察 


修繕 ・ 改 修 。。 ーー 
軒 相性 145 : 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家 賃 補助 ) 
|  _ _ 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


【 


| 総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施設 を 維持 管理 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


キキ 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
264 千 円 264 千 円 264 千 円 264 千 円 1,320 千 円 














a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.55 
施設 名 棟 名 
大 船渡 市 盛 町 字 柿 ノ 木 沢 20-2 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 指定 な し ) 
1503.38ml| 建 築 面 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


8 経過 年 数 


利用 状況 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / | 、/ 。 a 
公共 施設 の 有効 活用 と し て 必要 で ある 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


本 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 202 号 トイ レ 扉 修繕 20 千 円 、R1 火災 報知 器 更新 
H30 105 号 室 浴室 換気 扇 交換 19 千 円 

修繕 工事 履歴 H29 高架 水槽 配管 修繕 576 千 円 
H28 階段 照明 修繕 386 千 円 


介 先 屋 評 価 】※※※555 キ Kmw ゅ WW bbWWIWI〔{〔{〔 
E 朋 中 一 低 0 ーー 
受光 困 TB 異常 有 ( 経 過 和 観察 ) | 
| 利用 度 | 高中 5 や | 
| _ 1 次 評価 | 修繕 改修 
| 車 要 性 |45: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア バー ト 、 家 條 補助 ) | 
|  _ 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
し _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


Eb 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 4 | 


_ 計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


= Egg ミミ 5 
対策 の 内 容 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
ii 


402 千 円 402 千 円 402 千 円 2,010 千 円 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.56 


都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 
1503.38m [建築 画 
| 構造 | 鉄 勇 コン クリ ー ト 北 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


電設 備 : テレ ビ 共 同 


庄 送水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
R1 


公 舎 コン セン ト 修 繕 他 267 千 円 
H30 207 給 湯 機 等 修繕 他 321 千 円 
修繕 工事 履歴 |H29 108 号 給湯 設備 交換 他 590 千 円 、H29 給湯 器 更新 工事 1.944 千 円 
H28 浄化 槽 ボン プ ベ ルト 交換 他 407 千 円 


維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


a 
1944 | 
| _ だ 建 物性 朋 |[ 中 一 低 


務 中 人 も!| ト :*} ト ④ ぅ ト ヘ パ H ト も bp 
ーー 竹 化 度 診断 | 異 有 (経過 観察) “ 
| _ 利用 度 露 = 中 。。 = 。。 。 | 
1 次 評価 

トー 見 胃 し | 
| 2 次 評価 |V(40 点 未満) 


【 
| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 5 | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
260 千 円 260 千 円 1,300 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.57 


都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 
1333.34mfi [建築 画 
| 構造 | 鉄 勇 コン クリ ー ト 北 


8 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


電設 備 テレビ 共 同 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 204 号 室 給 湯 器 交換 120 千 円 、R1 火災 警報 器 更新 
H30 201 号 網戸 交換 他 689 千 円 

修繕 工事 履歴 H29 302 給 湯 設備 交換 他 499 千 円 
H28 203 号 給湯 設備 交換 他 119 千 円 


| _ だ ぞ 建物 性 朋 中 一 低 


能 陳 < 作 一 ーー 
名 化 度 診断 | 占 異 淀 有 (経時 鶴 杏 ) 
トー 利用 度 謝 中 ーー 
次 評価 

し 全 進 し [ 
し 次 評価 ′ |V 点 未 滴 


【 
総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 | 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 
223 千 円 223 千 円 1.115 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.58 


防火 地域 | 指定 な し 


1.503.38m| 建築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


経過 年 数 
避 


利用 状況 R2 年 度 は 5 戸数 の うち 5 戸 入 居 し て いる 。 


庄 送水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


本 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 管理 人 室 漏水 修繕 13 千 円 、R1 火災 警報 器 更新 


H29 105 号 給湯 設備 交換 105 千 円 
修繕 工事 履歴 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 
13 


13 
105 105 
118 118 


| 有 劣 化 屋 診断 |IB 異 常 有 ( 経 過 観 察 ) 

| 利用 民 
| _ 1 次 評価 

|  _  。 見 通し | 

し _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
134 千 円 134 千 円 670 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.59 


都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 


敷地 面積 960.1 ml 建築 面 


| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1982 年 3 月 24 日 R2.4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 5 戸数 の うち ら 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 1-1 蛇 口 交 換 9 千 円 、H31 下 水道 接続 工事 (工事 請負 費 :4.061 千 円 ) 、R1 火災 警報 器 更新 
H30 給排水 修繕 他 160 千 円 、H30 辿 の 表 替 え 

修繕 工事 履歴 |H29 1 号 排水 つま り 修繕 他 35 千 円 、 給 湯 器 更新 工事 1.944 千 円 
H28 光 化 槽 ポン プ ベ ルト 交換 他 94 千 円 


6.005 


介 先 屋 評 価 】※※※555 キ Kmw ゅ WW bbWWIWI〔{〔{〔 
| 建物 性 能 ] 高 - 


高中 二 | 
を 診 用 | 異常 有 ( 経 過 観 察 ) [ 
| パパ 利用 度 高 中 。。 。 〇 。 、 、 、 | 
| 1 次 評価 | 維持 管理 * = 。 。  、、、 | 
|  / 車 要 性 |45. 代 替 施 設 有 ( 賃 貸 ア バー ト 、 家 貨 補助 ) | 
| ーーー 者 通し [is: 多 用 途 合用 見 込み 無 [ 
| 2 次 評価 ′ [|iV(40 点 未満 ) | 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 


評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


| 








維持 修繕 維持 修繕 
145 千 円 145 千 円 725 千 円 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 60 


施設 名 ズ 棟 名 中 井沢 合同 公 舎 (2 号棟 ) 
大 船渡 市 猪 川 町 中 井沢 56-2 3 
都市 計画 区 域内 指定 な し 


598.69m| 建 築 面 
鉄 筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1982 年 3 月 24 日 R2.4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 5 戸数 の うち ら 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


電設 備 : テ レビ 共同 受信 設備 
水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 ( 早 急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 2-9 タ ンク 内 ボー ル タ ッ プ 交 換 5 干 円 、R1 火 災 警 報 器 更新 
H30 10 号 流し 水 漏れ 修繕 21 千 円 、H30 畳 の 表 替 え 
修繕 工事 履歴 H28 7 号室 浴室 タイ ル 修 繕 他 359 千 円 





改修 費 維持 修繕 


- 用 
4061 
€E 






[= 

| 利用 度 高 中 5 や や 6 6 
| _ 1 次 評価 | 維持 菅 理 5 ※※※55 
| 車軸 性 |45: 代 替 施設 有 ( 貸 貸 ア バー ト 、 家 條 補助 ) | 
|  _ 上 通 し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
vV(40 点 未満 )) ーー 


| _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満 


【 総 合 判 定 】 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 





維持 修繕 維持 修繕 
133 千 円 133 千 円 665 千 円 


4 上 源 : 一 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 上 源 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 オ 源 : 一 般 財源 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.61 


施設 名 棟 名 
大 船渡 市 立 根 町 字 堀口 25-10 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 13 戸 数 の うち 11 戸 入居 し て いる 。 


庄 送水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


本 な 
H27~R1 建築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H30 自動 火災 報知 設備 修繕 31 千 円 
H29 3 階 ト イレ 換気 扇 修 繕 他 121 千 円 
修繕 工事 履歴 H28 管理 人 室 網 戸 窓 枠 交換 他 22 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 改修 費 
RI 
H30 
H29 
H28 
H27 
計 


| _ 筆 化 度 診断 |B 異 常 有 (経過 観察) 

| 利用 民 
| _ 1 次 評価 

|  。 見 通し | 

| _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満 )※ パ  。 。 。 。 | 


総 全 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 6 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 
286 千 円 286 千 円 1,430 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No.62 


施設 名 棟 名 猪 川 単 身 公告 
大 船渡 市 立 根 町 字 堀 口 25-22 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 24 戸 数 の うち 24 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


な 
do 
H27…R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 308 号 、208 号 漏水 修繕 他 1,206 千 円 
H30 202 号 室 配管 修繕 他 16 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 203 号 トイ レ 修 繕 他 59 千 円 、H29 駐車 場外 灯 交 換 他 144 千 円 
H28 職員 公会 早 表 替 修繕 他 1.841 千 円 、H28 給水 ポン プー 式 取 替 他 1.080 千 円 
H27 給湯 器 交換 他 604 千 円 


1.080 


介 先 屋 評 価 】※※※555 キ Kmw ゅ WW bbWWIWI〔{〔{〔 
上 能 | 中 ~ 低 」 ーー 
| _ 劣化 度 診 断 |A 異 常 無 "| 
|  。 利用 度 | 高中 5 や 6 | 
| _ 1 次 評価 | 維持 管理 | 
| 車軸 性 |45: 代 替 施 設 有 ( 助 ) 


里 雪 性 |45 : 代替 施 設 有 ( 貸 負 伸 | 
|  _ 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
| _ _ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


【 総 合 判 定 】 


_ 計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


II 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
530 千 円 530 千 円 2,650 千 円 





個別 施設 計画 ( 個 団 ) 公 舎 No.63~65 
施設 名 ズ 棟 名 松原 公 舎 (5 号 、6 号 、10 号 、11 号 ) 
釜石 市 松原 町 1 丁目 46 設 3 


指定 な し 


構 


J 1954 年 1 月 27 目 培 41 誤 を ーー 6 


利用 状況 R2 年 度 は 4 戸数 の うち 4 戸 入 居 し て いる 。 


定期 点検 


R1 地 デ ジ 受 信 改 善 121 千 円 
H29 漏水 修理 他 90 千 円 

修繕 工事 履歴 H28 地 デ ジア ン テ ナ 修繕 他 225 千 円 
H27 台所 床 補 強 等 修繕 他 477 千 円 


維持 修繕 | 改修 | 更新 | 
121 121 


LNub シ や シャ ヤキ や 5 や や ゃ や ゎ DO.'"."v〈 ぃ 4 ぴ ペ J』W ぺ A ぞ  【 人 吉 2 
6 

| _ 1 次 評価 

| = 


トド 和 Se | 
L_ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


【 


総合 判定 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 4 | 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
68 千 円 68 千 円 68 千 円 340 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.66 
施設 名 棟 名 
都市 計画 区 域内 指定 な し ; 


1.928.43m| 建 築 面 
構 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


中 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 6 戸数 の うち 5 戸 入 居 し て いる 。 


ンク 類 (FRP 製 ) 


本 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 脱衣 室 床 修繕 他 130 千 円 、R1.9 火 災 警 報 器 更新 
H30 出入 口 修繕 他 276 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 給水 設備 修繕 23 千 円 
H27 畳 入替 修繕 3.111 千 円 


| 色 化 度 診断 |B 異 常 有 ( 経 過 和 観察 ) 

|  _ _ 利用 諾 
| _ 1 次 評価 _ 

| _ _ 見 通し | 

| _ _ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 ) | 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 4 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修 緒 
288 千 円 288 千 円 1,440 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.67 


財産 区 分 | 行政 財産 
用 途 地域 


建築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


人情 替 等 家 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 
: テ レビ 諾 


電設 


高 置 水槽 方 式 ・ 公 共 水 道 
浄化 槽 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


な し 
劣化 度 調査 
H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 給湯 器 修繕 3 千 円 
H30 照明 器具 修繕 23 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 ラッ キン グ 工 事 他 472 千 円 
H28 給湯 器 修繕 17 千 円 
H27 干 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修習 
R1 


1 和 持 修 入 N 
3 3 


( 侵 先 度 評 価 】、|、bRKRKmIIIWIWIWIWws ね ら |bkb も ホキ 6 キ わ ⑱b ら |b⑱| 了 # 了 お 】) ぼ や ぼや よら | 


| 名 化 度 診断 思 真 淀 有 ( 経 所 観察 


ェ ロジ 円] 本 朋 いい 絆 過 側 祭 

| _ 1] 炊 評価 | 修繕 "改修 。0 | 
| 車 要 性 |45: 代 人 替 施 設 有 
|  _ _ 。 。 昌 通 し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 。 | 
し _ _ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 ) 中 


ビィ 
に の 
ニキ 


45: 貨 貸 ア パー ト 、 家 賃 補 昌 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 修繕 改修 優先 度 4 で で ーー 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


O 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 
5 | 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
288 千 円 288 千 円 1,440 千 円 











ERR 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.68 


施設 名 棟 名 | 大 畑 合 同 宿舎 1 号棟 
釜石 市 甲子 町 第 8 地 割 1-9 

都市 計画 区 域 
XX 
中 


建築 面積 14258m 
ー ト 造 


社会 情 替 等 究 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


加 圧 送水 方 式 ・ 公 共 水道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


H27>R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 バッ テリ ー 交 換 他 60 千 円 、R1.9 火 災 警 報 器 更新 
H30 畳 入替 修繕 他 208 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 照明 修繕 他 38 千 円 
H28 水道 管 修繕 99 千 円 
H27 畳 入替 修繕 909 千 円 


g 化 度 診断 |B! 
| 利用 度 吉 - 中 。。  、 | 
| 表 評 価 | 修繕 履修 =  、、 | 
| で 重 入 し [As: 多 用 途 使用 見 込み 無 ” | 
し ヶ z 炎 評価 IV⑭ 点 未満 ) 。  、 、 | 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


= 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
ei 行い な が ら 、 放 設 を 旨 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


a ーー 
対策 の 内 容 | 日常 点検 に 基づく < 維持 修繕 ーー デー 
ドニ ーー a EE 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
220 千 1,100 千 円 


概算 費用 さ 直 ・ 一 中 L し 日 オミ さ 直 一 出山 日 さ 直 - 一 表 中 日 本 さ 直 - 一 表 L 日 本 さ 直 一 貞山 日 オミ ヾ 白 -・ 一 朴 中 日 本 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 時 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源: 一般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源: 一 般 財 源 財源: 一般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.69 


都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 
2.093.55m | 建築 面 B 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


利用 状況 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


高 置 水槽 方 式 ・ 公 共 水 道 
浄化 模 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 


H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 し 尿 浄 化 槽 修繕 他 2 千 円 、R1.9 火 災 警 報 器 更新 
H30 冒 入 替 修 繕 他 223 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 畳 入替 修繕 他 139 生 円 
H28 
H27 外 玄 


FZ: | 
レー 人族 断 (本 」 


時 件 45: 代 替 施設 有 ( 賃 貸 ア パー ト 、 家賃 補助 ) 


ミミ た 設 有 | 
| _ 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
し __ 2 次 評価 IiV(40 点 未満) 


| 総合 判定 ン 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 | 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
Pi 行い な が ら 、 施 設 を 大 持 和 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


上 
日常 点検 に 基づく 維持 修繕 

















ミ 維持 修繕 維持 修繕 
275 千 円 275 千 円 1.375 千 円 


【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 70 
施設 名 棟 名 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し ; 


鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 換気 扇 交 換 修 繕 39 千 円 、R1.9 火 災 報 知 器 更新 
H30 畳 入替 修繕 150 干 円 
修繕 工事 履歴 H29 BS ァ 7 ッ テ ナ 修繕 他 121 千 円 
H28 玄関 灯 修 繕 100 千 円 
H27 洗面 排水 トラ ッ プ 修繕 他 414 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 
39 39 


RI 
H30 
H29 
H28 


EE 
|_____1 次 評価 | 


E 四 性 
| ____ 見 通し | 
|____ 2 次 評価 __ |IvV(40 点 未満 )  … 


総 全 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行 いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
260 千 円 260 千 円 1,300 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.71 
施設 名 棟 名 | 中 妻 合同 公 舎 行政 財産 
釜石 市 中 妻 町 3 丁目 10-25 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 近隣 商業 地域 


410.46 | 建築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 





1980 年 1 月 29 晶 PP 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 


定期 点検 H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 排水 不良 修繕 他 462 千 円 
H30 排水 不良 修繕 他 199 千 円 、H30 給湯 設備 更新 4.326 千 円 
修繕 工事 履歴 |H29 樹脂 サッ シ 修繕 311 千 円 
H28 汗 入 替 修繕 他 1.975 干 円 
H27 トイ レ 修 繕 他 255 千 円 
費 


_- 
44326 
優 2 


EE 1 の 
し 次 評 価 ′ IIV 点 未満 ) = 。 。 | 
【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 


pi 行い な が ら 、 才 を 和香 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


人 三 明 た eeea 


対策 の 内 容 トーーーーー-ーーーーーー 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 上 ズ つう イ 人 
に 王 王 ここ 


維持 修繕 維持 修繕 
236 千 円 1,180 千 円 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No. 72 
施設 名 棟 名 | 小佐 野 職 貞 公 舎 
都市 計画 区 域内 指定 な し ; 


本 ) 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 40 戸 数 の うち 37 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


劣化 度 調査 


H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 ガス 漏れ 警報 器 交換 修繕 他 2.880 千 円 、R1.9 火 災 警 報 器 更新 
H30 イン ター フォ ン 修 繕 他 507 千 円 

修繕 工事 履歴 H29 自 火 報 修繕 他 503 千 円 
H28 漏水 修繕 3,019 千 円 


還 要 性 |45 : 代 替 施 設 有 ( 賃 貸 ア バー ト 、 家 賃 補助 ) | 
見 通し | へ 15 : 多 用途 使 用 見 込み 無 | 
| 2 次 評価 IiV(40 点 未満 ) 


| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 G | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
mM 行い な が ら 、 施設 を 弘和 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


Se 
EE 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
概算 費用 1.107 千 円 1.107 千 円 1.107 千 円 1,107 千 円 1.107 千 円 5,535 千 円 


【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 




















個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 73 


都市 計画 区 域 
1425.47 [建築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


8 経過 年 数 


利用 状況 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 換気 扇 修繕 他 217 千 円 

H30 203 号 洗面 全 シ ャ ワー ホー ス 修 繕 他 122 千 円 、H30 畳 の 表 替 え 
修繕 工事 履歴 H29 303 号 室 物置 鍵 修 理 他 92 千 円 

H28 301 号 洗面 台 修理 127 千 円 


費 維持 修繕 


GE 


© 【 和 介 移 度 評価 
| 視 用 度 高 ~ 中 ーー 
| 1 次 評価 | 修 緒 " 改 修 _。 ーー 
| 車 員 性 |45: 代 普 施 設 有 ( 算 貸 ア パー ト 、 家 企 補 助 ) | 
兄 遂 し | 人 15: 多 用 途 使用 見 込み 無 。 









Et 
| _ 2 次 評価 [TV(40 点 未満 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 T 
に 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


還 還 EN re に に II 


対策 の 内 容 レー マサ デー バト 日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 て て ーー > 
hell ニニ | 


EE 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
288 千 円 288 千 円 288 千 円 288 千 円 288 千 円 1.440 千 円 


0 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.74 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 4 戸数 の うち 3 戸 入 居 し て いる 。 1 戸 に つい て は 老朽 化 が 著しい た め 空 室 と し て いる 。 


電設 備 : テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 102 床 下 点 検 口 設置 34 千 円 
H30 104 号 トイ レ 修 繕 57 千 円 、H30 畳 の 表 替 え 
修繕 工事 履歴 H29 103 号 室 給 湯 器 交換 138 千 円 
H28 1 号室 、2 号 室 凍 結 修理 他 153 千 円 
H27 2 号室 混合 水 栓 交換 修理 30 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 
34 34 


RI 
H30 
H29 
H28 


I CY; 
ビー 江 物 性能 店 ~ 俊 ーー 
| 利用 度 高 ~ 中 ーー 
1 次 評価 | 

見 通し | 
| 2 次 評価 |V G40 点 未満 


【 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 | 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行 いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
97 千 円 97 千 円 97 千 円 485 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.75 


施設 名 棟 名 | 千 徳 合同 公 舎 (4 号棟 ) 
| 所在地 | 宮古 市 千 徳 第 5 地 割 太田 49-4 設 3 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


その 他 区 域 
1.097.52ml 建 築 面積 | " 9821mi 


経過 年 数 
1966 年 12 月 15 日 R2 4 1 現在 


利用 状況 


社会 情勢 等 変化 の 対応 / 
公共 施設 の 有効 活用 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 
水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
共 下 


K 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H30 102 号 室 台 所 水 栓 修繕 11 千 円 、H30 時 の 表 替 え 
H29 1 号室 漏水 修繕 他 49 千 円 
修繕 工事 履歴 H27 4 号室 混合 水 栓 修理 7 千 円 


多用 人 便 用 見 込み 上 
2 次 評価 ](4O 点 示 海 ) | 

【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 6 | 


_ 計画 的 に 施設 の 修繕 改修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


= Egg ミミ 5 
対策 の 内 容 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
トド 


97 千 円 97 千 円 97 千 円 485 千 円 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


の ET 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No.76 
施設 名 棟 名 千 徳 合同 公 舎 (2 号棟 ) | 財産 区 分 | 行政 財産 
宮古 市 大 字 千 徳 字 太田 51-1 施設 類型 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 第 一 種 住 居 地 域 





経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 10 戸 数 の うち 10 戸 入居 し て いる 。 


社会 情 替 圭 実 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


電設 備 : テ レビ 共同 受信 設備 
水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 漠 器 


名 
3 持 修 繕 履修 費 NN NN NEN NT CN ER 


上 
し _ 2 次 評価 IIV(4 点 未満) 


【 総 合 判定 】 


TEE CFE 了 uu5 WW121212t{《{《 
| 総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 | | | | | 


_ 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 男 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 


対策 の 内 容 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
|  、 レイ ーーーーーーーーーーー ナ ー 、 | 
Pe 212 千 円 1.060 千 円 


2 B 源 : 一 財源 財源 : 一 』 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 # 財源 財源 : 一 』 財源 財源 : 一 上 源 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 オ 源 : 一般 財源 時 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 77 
施設 名 棟 名 | 緑ヶ丘 合同 公告 "  。 。 _。 。 。 。 | 財産 区 分 | 行政 財産 
人 
都市 計画 区 域 B 市 計画 区 域内 ー 種 住居 地域 





和牛 
百 


経過 年 数 


人情 等 変化 の 対応 / 1 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 
ー コ 0 護 


局所 暖房 方 式 (FF ス トー ブ 等 ) 、 局所 冷暖 房 方 式 ( エ アコ ン 等 ) 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 


劣化 度 調査 |『 


H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
R1 給湯 器 更新 他 1.329 千 円 H31 畳 の 表 替 え 


H28 4 号 窓 鍵 お よび 居室 照明 修理 他 112 千 円 
H27 2 号室 換気 扇 交 換 修理 31 千 円 


生 | 計 | 維持 修繕 _ 
,329 1.329 
143 1329| 


| 見 通し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 
| _ _ 2 次 評価 |(40 点 未満) N 


EE 
4 


【 総 合 判定 】 
本 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 。 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


区 
人 | 
対策 の 内 容 | 
ーー | 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


112 千 円 112 千 円 560 千 円 
概算 費用 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 が LR ・ ア が 志 が の 直 ・ すこ が 直 ア LR ・ ど LR が 直 ・ ど LR RR ・ LR F LR ・ F LR 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 N0. 78 
施設 名 ン 棟 名 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 。 | 


建築 面積 4578m _ | 
構 鉄筋 コン クリ ー ト 千 


必 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 18 戸 数 の うち 18 戸 入居 し て いる 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 101 号 室 台 所 改修 220 千 円 
H30 受 水槽 定位 水位 弁 交 換 他 163 千 円 
修繕 工事 履歴 H27 206 号 室 ガ ス 栓 交換 84 千 円 、H27 改修 工事 994 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 


RI 220 

H30 163 

H29 

H28 
84 994 
, 467 994 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


概 性 | 
| _ _ だ ぞ 見 通し | 
| _ 2 次 評価 | 了 M(40 点 未満 ) …〔 


総合 判定 ズ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
624 千 円 624 千 円 3,120 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 79 
施設 名 棟 名 
都市 計画 区 域内 指定 な し ; 


1556.63n | 建築 面 
性 鉄筋 コン クリ ー ト 造 | 階数 | 地上 3 階 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 19 戸 数 の うち 16 戸 入居 し て いる 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 給水 ポン プ 修 繕 717 干 円 、H31 畳 の 表 替 え 
H30 ボイラ ー 修 繕 175 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 206 号 室 台所 修繕 他 478 千 円 
H28 301 号 室 玄関 鍵 修理 他 383 千 円 
H27 脱衣 所 照明 器具 修繕 他 601 千 円 、H27 電気 子 メー ター 更新 工事 4.000 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修 費 維持 修 蛋 新 


RI 
H30 
H29 
H28 
4,000 
, 6 4.000 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


概 性 | 
| _ _ だ ぞ 見 通し | 
| _ 2 次 評価 | 了 M(40 点 未満 ) …〔 


総合 判定 ズ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


半 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 
297 千 円 1,485 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No._80 
施設 名 棟 名 | 五 月 町 職員 公告 行政 財産 
宮古 市 五 月 町 2-1 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 準 防火 地域 近隣 商業 地域 


3765.07m| 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 





1991 年 3 月 25 日 


利用 状況 R2 年 度 は 56 戸 数 の うち 56 戸 入居 し て いる 。 


会 等 い | か ルス hk 三 に 
人情 寺家 化 の 対応 / | 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


設備 


加 圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 ポ ンプ 類 ( 揚 水 ポ ンプ ) 
公共 下水 道 

局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 

屋内 消火 栓 


っ な 
劣化 度 
H27~R1 建築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 ドア クロ ー ザ ー 交 換 他 2.110 千 円 

H30 給水 ポン プ 修 繕 他 571 千 円 、H30 辿 の 表 替 え 
修繕 工事 履歴 H29 402 号 台所 換気 扇 修繕 他 84 王 円 

H28 401 号 室 台 所 照明 器具 修繕 他 144 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修 費 維持 修繕 
RI 
H30 
H29 
H28 


| _ 1 次 評価 | 維持 管理 ※※ | 
| 車 右 性 |45: 代 替 施 設 貸 ア ハバ 


重要 性 45 : 代 替 施 設 有 ( 賃 
| 見 通し |A15: 多用 途 | 
| _ 2 炊 評価 ITV(40 点 未満 )  -_' 「・「 
【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 
還 計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
Ce | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


是 旨 0 


日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
1.201 千 円 1.201 千 円 1.201 千 円 1.201 千 円 1.201 千 円 6.005 千 円 


で HP 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No. 81 


施設 名 棟 名 
| 所在地 | 下閉伊 郡 岩泉 町 岩泉 字 土橋 21-1 設 

都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 
1035.5m| 建築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1968 年 3 月 1 日 R2 4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


層 電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 


定期 点検 H27<R1 建築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 ガス 給湯 器 交換 132 千 円 
H30 浴室 換気 扇 交 換 16 千 円 

修繕 工事 履歴 H28 201 号 換気 扇 修繕 21 千 円 、H28 給湯 設備 更新 工事 745 千 円 
H15.3 床 、 壁 、 浴 槽 の 改修 


計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 1 て 計 、、 
16 


し ーー 利 F E 
| _ 1 次 評価 _ | 維持 管理 ※ ※※ 595 ※ 
に ーー : 代 替 施 設 


時 宮尾 155 : 代 儲 邊 助 ) 
| 見 通し |AI5: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
L_ _ 2Z2 炊 評価 | 想 (50 点 ~40 点 ) WW〈〔〈〔{〔{ 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 | 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
pi 行い な が ら 、 施 設 を 維持 信 天 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


EE i 


日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
EE 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
260 千 円 260 千 円 1.300 千 円 


【 充 当 財 源 (見 込 )】 | 上 財源: 一 般 財 源 | 昧 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 NO. 82 


施設 名 棟 名 
下閉伊 郡 岩泉 町 岩泉 字 土橋 19 
都市 計画 区 域内 指定 な し 


1539.29ml 建築 面 


a 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 


な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 便所 詰まり 除去 他 103 千 円 
H28 210 号 照明 修繕 他 3.716 干 円 
修繕 工事 履歴 H27 電力 計 更 新 他 1.711 千 円 


和 持 修 細 NW 


恨 先 屋 評 価 に 555hb5bhws ボ ホ mhwh キ b ね | ね s% ね 有 了 8 よわ vw st キキ よ | よ |、WI〔tM | {《〔 ト | 
|  。 利用 度 | 高中 5 や や 


軒 用 度 ] 高 中 

| _ 1 次 評価 
ヒー | 車 届 性 |55. 代 替 施 設 有 (家人 補助 ) 

| 見 通し |Ai5: 多 用 途 使用 見 込み 無 。 | 


【 総 合 判 定 】 
総 全 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 | 行 いな が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
330 千 円 330 千 円 330 千 円 330 千 円 1,650 千 円 


算 費 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一般 財源 |] 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し | 用途 地域 | 準 工業 地域 
541.19ml| 建築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 閣 


1981 年 3 月 27 日 | 調和 キ 舟 


利用 状況 R2 年 度 は 6 戸数 の うち 6 戸 入 居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 


H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 ガス 給湯 器 交換 262 千 円 

H30 下水 設備 補修 工事 1,188 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 下水 設備 応急 補修 他 493 千 円 

H28 下水 修繕 27 千 円 

H27 308 号 畳 替 え 34 千 円 


時 雪 性 |55 : 代 替 施設 有 ( 家 賃 補 助 ) | 
|  _ 兄 通 し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
| 2 次 評価 _ | 相 (50 点 ~40 点 ) ーー | 


【 


| 総合 判定 ン 優先 度 | 修繕 改修 | 優先 度 5 | 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
Pi 行い な が ら 、 施 設 を 大 持 和 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


1 


日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
に 

















維持 修繕 維持 修繕 
222 千 円 222 千 円 1,.110 千 円 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 84 


施設 名 棟 名 | 中 野 職 員 公 告 _ "  。 。 | 財産 区 分 | 
下閉伊 郡 岩 泉町 岩泉 中 野 40-117 コー 
都市 計画 区 域内 火 地 域 | 指定 な し 


1314.33ml 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸数 の うち 9 戸 入 居 し て いる 。 


圧送 水 方 式 ・ 公 共 水 道 、 タ ンク 類 ( 鋼 製 ) 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

2 な し 

劣化 度 調査 


EC i 


H30 畳 交換 48 千 円 
H28 給水 ポン プ 修 繕 他 487 千 円 
修繕 工事 履歴 H27 受 水槽 ボー ル タ ッ プ 交換 他 170 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 改修 費 
RI 
H30 48 48 
H29 
H28 487 487 
170 
705 705 


還っ ==== ニ = 
| 1 炎 評 価 | 術科 管理 = = = | 
ーー 重要 性 |56. 代 普 施 設 有 ( 家 作 補 助 
| 見 通し |Ais: 多 用 途 使用 見 込み 舞 
| 2 次 評価 | 本 (⑯ 点 40 点 ) 。。 。 。 | 


総合 判定 ズ 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 5 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修 緒 
250 千 円 250 千 円 1,250 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 85 


都市 計画 区 域内 


4359.06 ml 建築 面 
構 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 


衣 十 告 展 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 25 戸 数 の うち 25 戸 入居 し て いる 。 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

2 な し 

劣化 度 調査 


EC de 


R1 208 号 室 換気 扇 点 検 他 76 千 円 
H30 3 階 廊下 東側 防火 扉 修 繕 他 151 千 円 
修繕 工事 履歴 |H29 管理 人 室 台所 換気 扇 修繕 他 177 千 円 
H28 210 号 室 水道 パイ プ 修 繕 他 211 千 円 
H27 301 号 室 ト イレ 水 栓 修繕 159 干 円 、H27 給 湯 設備 更新 工事 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 | 維持 修 
7 7 


RI 
H30 
H29 
H28 
H27 

計 


| ____ 筆 化 度 診断 |B 異 常 有 (経過 観察 ) 
| 利用 民 
| _ 1 次 評価 


E 杏仁 | 
兄 通 し | 


sa 


的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) す 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 
655 千 円 655 千 円 3,275 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 86 


防火 地域 | 指定 な し 


鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


利用 状況 。 |R2 年 度 は 18 戸 数 の うち 16 戸 入居 し て いる 。 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

2 な し 

劣化 度 調査 


EC a a 


R1 206 号 室 コ ン セ ント 修繕 他 45 千 円 、 
H30 306 号 室 ト イレ 修繕 他 140 千 円 、H30 給 湯 設備 更新 工事 、H30 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 受 水槽 クラ ッ ク 修繕 25 千 円 
H28 206 号 室 浴 室 排 水 溝 修繕 他 412 千 円 
H27 102 号 室 洗濯 用 水 栓 漏水 修繕 他 188 干 円 、H26 舗 装 工 事 、H22 床 面 修繕 工事 
直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修 費 維持 修 蛋 新 
5 5 


RI 
H30 
H29 
H28 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


E 喘 仕 
兄 通 し | 


【 
優先 度 6 
設 の 修 経 
評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 
647 千 円 3,235 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





都市 計画 区 域 
7112.01m| 建築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 千 


経過 年 数 
1970 年 6 月 1 日 R2 4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸数 の うち 8 戸 入 居 し て いる 。 


の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 


四 な 
H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 201 号 室 浴室 換気 扇 修 繕 他 231 千 円 

H30 204 号 室 ガ ス 給 湯 器 修繕 他 117 千 円 、H30 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 303 及 び 204 号 室 給湯 器 修繕 他 346 千 円 

H27 外 壁 補修 工事 


【 総 合 判 定 】 
計画 は に 】』 設 
行い な が ら 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


II 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
214 千 円 214 千 円 1,070 千 円 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





7112.01ml 建 築 面 
に 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1976 年 3 月 8 日 | 41 需 大 


利用 状況 R2 年 度 は 9 戸数 の うち 8 戸 入 居 し て いる 。 


て 人 施 馬 の 有効 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

/ な し 

劣化 度 調査 


EC i de 


R1 211 号 室 パ ッ キ ン 修 繕 3 千 円 
H30 火災 警報 器 更新 

修繕 工事 履歴 H27 2 号棟 共 聴 設備 調査 他 396 千 円 
H23 通 排気 管 修繕 工事 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 


RI 3 3 
H30 
H29 
H28 

396 396 

399 399 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


E 喘 仕 
兄 通 し | 


FA 


的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) す 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 ン 合計 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
228 千 円 228 千 円 1,140 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 89 


施設 名 棟 名 | 小 久 慈 合同 公 舎 (1 号棟 ) 。 。 。 。 | 財産 区 分 | 行政 財産 

久慈 市 小 久 慈 町 第 36 地 割 5-11 
都市 計画 区 域 | 都市 防火 地域 | 指定 な し ) 

7112.01ml 建 築 面積 |  " 27375m 

| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 周 


5 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 18 戸 数 の うち 18 戸 入居 し て いる 。 


~~ 





の 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 


うき 


定期 点検 H27<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H30 火 災 警 報 器 更新 

H28 203 号 室 壁 修繕 31 千 円 、H28 下 水道 接続 工事 
修繕 工事 履歴 H27 駐車 場 照明 取 替 修繕 28 千 円 

H24 屋 上 パラ ベッ ト 修 繕 工事 


友 先 度 評価 】 すす 人 サ 
E 能 中 < 信 ニ ーー 
を 診断 |A 異 押 。 | 
し  「 利用 度 意 = 中 | 
1 次 評価 | 修 入 改修 
ーーー] 車 机 性 |45: 代 夫 施 設 有 ( 伯 且 ) | 
| し 見 通し | へ 15: 多 用 途 使用 見 込み 無 | 
レー 2 次 評価 |VG40 点 未満 


i 


を 維持 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


上 Egg ミミ 5 
対策 の 内 容 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
ii 


402 千 円 402 千 円 402 千 円 2,010 千 円 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


a 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公会 No 90 
| 施設 名 プ 棟 名 | 小 久 慈 合同 公 舎 (2 号棟 ) 
久慈 市 小 久 吉 町 第 36 地 割 5-11 
指定 な し 用 途 地域 | 第 一 種 低層 住居 専用 地域 





その 他 区 域 
敷地 面積 7112.01 ml 建築 面 延 床 面 


地上 3 階 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 道 
公共 下水 道 


劣化 度 調査 


H27…R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


H30 火 災 警 報 器 更新 

H29 2 号棟 雨 樋 修繕 他 301 千 円 
修繕 工事 履歴 H28 208 号 室 便座 修繕 他 5 千 円 

H27 308 号 室 引き 戸 修 繕 25 千 円 


【 偽 2 

し 拓 化 度 診断 [A 真鶴 | 
用 度 謝 へ 中 ーー 

1 次 評価 | 陰 管 理 = = | 
レー 還 要 性 15 代替 


= と 才 ( 告 貸 =F 和 


設 有 ( 算 買 、 宗 算 補 
多用 人 使用 見 込み 
レー 2 評価 | 上 V⑭ 上 未 光 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 ン 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 | 優先 度 6 


ロリ リー ガ 設 - 
な が ら 、 施設 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


Fe 
対策 の 内 容 © 日常 点 検 に 基づく 維持 修繕 ーー ーー©«©«©«©S©S > 
に コー ーー 


272 千 円 272 千 円 1.360 千 円 


、 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公告 No. 91 


施設 名 棟 名 | 小 久 慈 合同 公 舎 (3 号棟 ) | 財産 区 分 | 行政 財産 

久慈 市 小 久 慈 町 第 36 地 割 5-11 
都市 計画 区 域 | 都市 防火 地域 | 指定 な し ) 

7112.01ml 建 築 面積 | " " 1852m 

| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 千 


5 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 9 戸 入居 し て いる 。 


~~ 





弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

/ な し 

劣化 度 調査 


NM 


R1 312 号 室 浴室 換気 扇 修 繕 他 294 生 円 
H30 113 号 室 換気 扇 修 繕 25 千 円 、H30 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 111 号 室 浴室 換気 扇 修繕 20 千 円 
H28 211 号 室 洗 面 化粧 台 配 管 漏 水 修繕 他 107 千 円 
H27 313 号 室 混 合 栓 漏水 修理 48 千 円 
直近 ら 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 
RI 
H30 
H29 
H28 


| 和久 化 度 診断 |A 異 常 無 | 
| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


E 喘 仕 
兄 通 し | 


FA 


画 的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 
272 千 円 272 千 円 1,360 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


都市 計画 区 域 都市 計画 区 域内 
| その他 区 域 | 
5747.02m[ 建 築 面 延 床 面積 
| 構 造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


8 経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 20 戸 数 の うち 20 戸 入居 し て いる 。 


弱電 設備 テレ ビ 共同 受信 設備 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水道 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

/ な し 

劣化 度 調査 


SM 


R1 212 号 室 天 井 修繕 他 281 千 円 
H30 物置 アル ミ 建 具 取 替え 他 1.022 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 寺 里 公 舎 街灯 修繕 11 千 円 、H29 舗 装 工事 
H28 204 号 室 便器 修繕 他 201 千 円 
H27 トイ レ 換 気 扇 修 繕 工事 他 74 千 円 、H27 下 水道 工事 、H25 玄 関 舗 装 工 事 
直近 5 年 の 維持 修繕 改修 費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 維持 修繕 ま 
RI 
H30 
H29 
H28 


|_____ ゴ 1 次 評価 | 


E 喘 仕 
兄 通 し | 


sa 


的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) す 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
472 千 円 472 千 円 2360 千 円 


a 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





|  _ 5747.02ml 建 築 面 延 床 面積 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 20 戸 数 の うち 20 戸 入居 し て いる 。 


水道 直結 方 式 ・ 公 共 水 : 


劣化 度 調査 | し 


講和 USRANRRSTNE 


R1 210 号 室 ト イレ 壁紙 修繕 他 66 生 円 


H30 玄関 階段 及び 舗装 修繕 他 662 千 円 、H30 北 側 階段 修繕 工事 、H30 屋 上 防水 シー ト 補 修 工 事 
修繕 工事 履歴 H29 汚水 相 修 繕 他 85 千 円 
H28 211 号 室 ガ ス 給 湯 器 交 換 他 277 千 円 
H27 211 号 室 混 合 栓 漏水 修繕 他 112 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 - 改 修 費 
66 66 


RI 
H30 
H29 
H28 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


概 性 | 
| _ _ だ ぞ 見 通し | 
| _ 2 次 評価 | 了 M(40 点 未満 ) …〔 


総合 判定 優先 度 | 維持 管理 優先 度 6 


計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
評価 結果 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 


Oo 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 








日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 


維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
472 千 円 472 千 円 472 千 円 472 千 円 472 千 円 2,360 千 円 


【 充 当 財 源 ( 見 込 う 】 | 上 源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 時 源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 94 


施設 名 棟 名 
設 3 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域内 | 防火 地域 | 指定 な し 
1495.51m| 建 築 面 
| 構造 | 鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 
1968 年 4 月 1 日 R2 4 1 現在 


利用 状況 R2 年 度 は 12 戸 数 の うち 12 戸 入居 し て いる 。 


電設 備 : テレ ビ 共同 受信 設備 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

2 回 な し 

劣化 度 調査 


[RRA 


R1 ポン プ 室 天井 断熱 工事 他 155 千 円 、H31 309 号 室 給 湯 器 、H31 309 号 室 水 抜栓 パッ キン 交換 
H30 ガス 給湯 器 交 換 修繕 80 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 給水 ポン プ 修繕 他 312 千 円 、H29 給 水 ポン プ 更 新 工事 1.211 千 円 
H28 下水 配管 閉塞 開通 高圧 洗浄 他 149 千 円 
H27 給水 ポン プ 修繕 (1 号機 ) 他 226 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 


RI 
H30 
H29 1 1.211 
H28 
1.211 | 
トー 生物 性 衣 居 = 中 
1 次 評価 | 
見 通し 


sa 


画 的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


EE OEE 


対策 の 内 容 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
EE EE 








維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
260 千 円 260 千 円 1,300 千 円 


IS 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 





個別 施設 計画 ( 個 款 ) 公 舎 No 95 


都市 計画 区 域 第 一 種 住宅 地域 
敷地 面積 2564.821m| 建 築 面 


鉄筋 コン クリ ー ト 千 


199 年 3 月 9 日 | 4 


利用 状況 R2 年 度 は 44 戸 数 の うち 39 戸 入居 し て いる 。 


「 ム 共 施 庁 の 有効 活用 今後 も 職員 公 舎 と し て 必要 で ある 。 


弱電 設備 : テ レビ 共同 受信 設備 


加 圧 送水 方 式 ・ 公 共 水道 、 ポ ンプ 類 (自動 給水 ポン プ ユ ニッ ト ) 、 タン ク 類 (銅製 ) 
公共 下水 道 
局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
屋内 消火 栓 ・ 粉 末 消 火 、 ポ ンプ 類 ( 消 火 ポ ンプ ユニ ッ ト ) 、 タン ク 類 ( 呼 水 槽 ) 
8 な 
劣化 度 調査 。 | さと 
H27~<R1 建 築 物 点検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 
定期 点検 


R1 洋 便器 取 替 他 111 千 円 、R1 給 湯 設備 更新 工事 3,850 千 円 
H30 混合 水 栓 交換 工事 445 千 円 
修繕 工事 履歴 H29 ガス 漏れ 警報 器 修繕 他 501 千 円 
H28 給湯 配管 水 漏れ 修繕 468 千 円 、H28 防水 ほか 修繕 工事 2,484 千 円 
H27 管理 宝 ス イッ チ 修 理 474 千 円 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 
R1 
H30 
H29 
H28 
H27 
計 


ーー 硬 物 株 能 ] 高 呈 ーー…ーー ニ ーー 
記 ] 有 (人 | 
高中 > | 


| 利用 度 高 , 
| _ 1 交 評 価 ___ 」 維 持 管理 上 
| 車 届 性 |45: 代 替 施設 有 ( 貸 貸 ト 、 家 貸 補 助 ) | 
| 晃 通 し |A15: 多 用 途 使用 見 込み 無 
し _ 2 次 評価 IIV(40 点 未満 


| 総合 判定 / 優 先 度 | 維持 管理 | 優先 度 6 


男 陸 圭 * CX ら 
評価 結果 行い な が ら 、 施設 を 維持 
(コメ ント ) する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


本 
に 


1 
維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 
991 千 円 991 千 円 991 千 円 991 千 円 991 千 円 4.955 千 円 


a 財源 : 一 般 財 源 財源: 一般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 











個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 96 


施設 名 棟 名 中 曽根 職員 公 舎 (世帯 用 ) 
二戸 市 石切 所 字 中 曽根 13-2 設 3 
都市 計画 区 域内 防火 地域 | 指定 な し 


建築 面積 |  。 1571ml 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 


経過 年 数 


利用 状況 R2 年 度 は 5 戸数 の うち 4 戸 入居 し て いる 。 


局所 式 ・ ガ ス 湯 沸 器 
粉末 消火 

に 回 な し 

劣化 度 調査 


EN NGURRSGIY や St 


R1 押入 壁 修繕 及び ハウ スク リー ニン グ 66 千 円 
H29 漏水 修繕 他 49 千 円 

修繕 工事 履歴 H28 クロ ス 替 え ・ 畳 表裏 替え 99 千 円 
H27 トイ レ 換 気 扇 修 繕 他 310 千 円 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 維持 修繕 
R1 66 66 
H30 
H29 
H28 


| 利用 度 | 高中 5 や や や 6 
| _ 1 次 評価 | 


E 喘 仕 
兄 通 し | 


sa 


的 | 設 の 修 】 
評価 結果 本 を 維持 
(コメ ント ) す 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


備考 合計 








日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 
維持 修繕 217 千 | 維持 修繕 217 千 円 | 維持 修繕 217 千 円 | 維持 修繕 217 千 | 維持 修繕 217 千 | 維持 修繕 1085 千 
円 円 円 円 


概算 費用 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 








個別 施設 計画 ( 個 票 ) 公 舎 No. 97 


施設 名 本 名 行政 財産 
東京 都 洪 区 南青山 2 丁目 13-66(399) 
人 都市 計画 区 域内 | 防火 地 準 防火 地域 第 二 種 住宅 地域 


275.57m 延 床 面積 1150.8m 


3241 更生 
R2.4.1 現 在 


~~ 


常用 EV1 基 
局所 冷暖 房 方 式 ( エ アコ ン ) 


加 圧 送水 方 式 ・ 公 共 水道 、 タ ンク 類 (FRP 製 ) 


定期 点検 H27~R1 建 築 物 点 検 (早急 に 改修 する 指摘 事項 な し ) 


R1 トイ レ 照 明 器 具 修 繕 他 2.838 千 円 エア コン 更新 1.155 干 円 

H30 台所 水 栓 修繕 他 2.124 千 円 、H30 火 災 警 報 器 更新 
修繕 工事 履歴 H29 101 号 室 エ アコ ン 修 繕 他 2.189 千 円 

H28 204 号 浴室 折れ 戸 修 繕 他 1,164 千 円 


還 | 
1155 | 
、 位 








 【 億 
i < | HE | 


【 総 合 判定 】 
| 総合 判定 ン 優先 度 | 維持 管理 | 優先 度 5 | 
計画 的 に 施設 の 修繕 ・ 改 修 を 
二村 | 行い な が ら 、 施 設 を 維持 管理 
する 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


・ 屋 根 外壁 改修 (設計 ) ・ 屋 根 外 壁 改修 (工事 a 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 ーー オオ ーー 
に 


計 564 千 円 計 4062 千 円 計 51.802 千 円 計 564 千 円 計 564 千 円 維持 修繕 
47.556 千 円 



























































564 千 F 




















維持 修繕 外壁 改修 設計 外壁 改修 工事 維持 修繕 維持 修繕 
億 


564 千 P 564 千 P 財源 : 一般 財源 
概算 費用 


【 充 当 財 源 (見 込 ) 】 | 財源 : 一 般 財 源 aT 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 
財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 
































個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No. 1 
施設 名 ン 棟 名 | 岩手 県 防災 航空 セン ター 財産 区 分 | 行政 財産 
| 所在地 | 花巻 市 葛 3-183-1 設 類 型 | 庁舎 、 事 務 所 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域外 | 用 途 地域 | 指定 な 





邊 . 
竣工 年 度 経過 年 数 
(建築 年 月 ) 1996 年 7 月 29 晶 R2.4.1 現 在 
利用 状況 防災 航空 隊員 の 活動 拠点 と し て 365 日 / 年 開店 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施 設 の 有効 活 | 航空 消防 防 湊 活動 に 必要 な 機知 を 適 宮 更 新 


事務 室 : 執 務 室 
会 議 室 : 隊員 会 議 、 隊 員 個 人 用 装備 保管 
応接 室 : 来客 応接 


連 
指揮 車 : 防 災 航 空 隊員 が 地上 隊 と し て 活動 する 場合 等 に 使用 


劣化 度 調査 





定期 点検 


【 優 先 度 評価 】 
| 建物 性 能 | 建物 性 能 高 中 
劣化 度 診断 A 日 淀 点検 に よる 簡易 劣化 度 判 定 ) 

利用 度 | 利 用 状況 全高 ~ 中 
1 次 評価 | 際 持 管理 


重要 性 |85 点 (地上 で の 救助 、 救 急 、 空 中 消火 等 消防 活動 が 困難 な 状況 下 で 航空 消防 活動 を 行う 拠点 と し て 代替 で き な い 施設 で ある 。) 
見 通し | へ 15 点 (防災 航空 隊 の 活動 拠点 と し て 防災 航空 セン ター は 今後 も 必要 。 ) 


2 次 評価 1 (60 点 以上 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 維持 管理 優先 度 3 


評価 結果 施設 サー ビス の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て い 
(コメ ント ) くも の 。 


RR 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
に 


これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


区 分 | 5 名和 2 年 度 | 各 和 3 年 度 | 各 和 4 年 度 | 名 和 S 年 度 | 人 徹 札 6 年 度 _ | 備考 台 計 | 
El 
日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 三 = ニン 


【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No. 2 


施設 名 ン 棟 名 | 総合 防災 セン ター/ 庁 舎 、 事 務 所 
紫波 郡 矢 貼 町 医大 通 二 丁 目 2 番 2 号 a 
防火 地域 | 指定 な し 
建築 面 
(信和 月) 1966 征 月 25 日 上 


利用 状 来館 者 数 8.825 人 ( 令 和 元 年 度 ) 
験 室 の 起 震 装置 の 更新 ( 東 日 


況 
仁 会 情勢 等 変化 の 対 | 地震 体 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 | て いる 。 


用 
防災 展示 室 : パ ネル 展示 、 体 験 コー ナー 等 
地震 体験 室 : 震度 4 マフ 程度 の 地震 を 疑似 体験 で きる 
視聴 覚 教室 : 視 聴覚 機器 (防災 映画 、 防 災 ビ デオ 等 ) に よる 教育 を 行う 。 
主 な 設備 救命 救急 コー ナー: 救急 救命 対応 の 実演 に より 心肺 蘇生 法 の 訓練 を 行う 。 
防災 シア ター :100 イ ンチ マル チ プ ロジ ェクション に より 防災 学習 を 行う 
防災 指導 車 : 県 内 各地 に お いて 、 疑 似 体験 を 通じ 、 広 く 県 民 の 防災 に 関す る 知識 の 普及 ・ 啓 発 に 資す る こと を 目的 と し て 整 


備 。 


劣化 度 調査 日 常 点検 に よる 簡易 劣化 度 判定 「A」 


平成 28 年 3 月 実施 
1 屋根: 経年 劣化 で 退色 が 見 られ る 。 2. 外 壁 、 丸 柱 : 壁 タイ ル に 浮き 、 亀 裂 有 り 。 3. 軒 天 : ア ルミ パネ ル に 白 錆 有り 。 4.1 階 東側 : 
サッ シ の シー リン グ が 破断 し て いる 。 5.1 階 事務 室 : 風 を 伴う 降雨 時 に 雨水 の 侵入 有り 。 6. 玄 関 ホ ー ル 、1 階 展示 室 : 排 煙 窓 オ ペ 
レー ター が 作動 不良 。 
平成 26 年 11 月 : ( 煙 体 験 装置 ) 発煙 用 機器 が 老朽 化 で 不作 動 の 為 、 更 新 し た 。 工事 費 :658.800 円 
平成 27 年 3 月 :( ト イレ 改修 ) 1、 2 階 ト イレ の 洋式 化 。 工 事 費 :2.494.000 円 _ 

修繕 工事 履歴 | 成 28 年 3 月 :(2 階 視聴 覚 室 空調 設備 改修 2 階 視聴 覚 宣 の 空調 設備 の 撤去 及び 新設 。 工事 費 :1.998.000 円 

go 平成 29 年 3 月 : (地震 体験 ロー ラー 制作 ・ 交 換 ) 地 震 体験 室 に お いて 、 揺 れ を 発生 させ る 部 品 が 経年 劣化 に よる 摩耗 の た め 、 

制作 、 交換 を 行っ た 。 工事 費 : 1.209.600 円 


【 優 先 度 評 価 】 


建物 性 能 | 建 物性 能 人 中 ~ 低 
劣化 度 診断 |A( 日 常 点 検 に よる 簡易 劣化 度 判 定 ) 


利用 度 | 利用 状況 高中 
1 次 評価 修繕 ・ 改 修 


80 点 (地震 体験 室 や 、 煙 体験 室 等 、 県 民 へ の 防災 知識 ・ 技 術 の 普及 及び 防災 意識 を 高め る 施設 と し て 代替 で き な い 施設 で ある 。) 


通し |A15 点 (施設 は 展示 品 や 暗 間 体 験 室 等 、 流 動 的 な 使用 が 難し い 。 ) 


見 
2 次 評価 1 (60 点 以上 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 サー ビス の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て い 
(コメ ント ) くも の 。 


長寿 命 化 等 対策 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 年 
の 方 向 性 に 延伸 する 。 
9 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


NH 1 に 5 
計 :430 和 円 計 :43O 和 円 計 :2. 23O 和 円 計 :1.73O 和 円 計 :1. 730 千 円 
訳 訳 内 訳 訳 訳 
維持 修繕 費 (430 千 円 ) | 維持 修繕 費 (430 千 円 ) | 建築 修繕 1.500 千 円 ) | 建築 修繕 (1000 千 | 建築 修繕 (1000 千 | 合計 :6.550 千 円 
電灯 修繕 300 千 円 ) | 円 ) 円 ) 
概算 費用 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 維持 修繕 費 (430 千 円 ) | 電灯 修繕 (300 千 円 ) | 電灯 修繕 (300 千 円 ) 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 財源 : 一 般 財源 維持 修繕 章 (430 千 | 維持 修繕 費 (430 千 


円 ) 円 ) 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財源 











個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No. 3 


施設 名 ン 棟 名 | 聡 合 防 災 セ ンタ ー/ 備 区 倉庫 産 


財 
所 在 地 | 紫波 郡 矢 巾 町 医大 通 二 丁 目 2 番 2 号 施設 類 


用 
劣化 度 調査 | 日 常 点検 に よる 簡易 劣化 度 判定 「A」 


平成 28 年 3 月 実施 
外部 鉄骨 梁 に 発 錆 、 外壁 断熱 銅製 パネ ル 腐 食 、 屋 外 照 明 器 具 腐食 


人] | 誠信 | 改修 


【 優 先 度 評価 】 
建物 性 能 [建物 性 能 っ 高 ~ 中 
| 劣化 度 診断 |A( 日 常 点 検 に よる 簡易 劣化 度 判 定 ) 
利用 度 | 利 用 状況 っ 高 ~ 中 
| 1 次 評価 | 維持 管理 


重要 性 |65 点 (災害 時 に 必要 と され る 資 器材 を 保管 し て いる 施設 で あり 、 代替 が で き な い 施設 で ある 。) 


見 通し | へ 15 点 (災害 時 に 必要 と され る 資 器材 を 保管 する と いう 施設 の 特性 上 、 多 目的 利用 、 余剰 スペ ー ス の 活用 等 は 難し い 。 ) 
2 次 評価 I (60~50 点 ) 
【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 維持 管理 ンプ 優先 度 4 
災害 時 に 必要 と され る 資 器材 を 保管 し て いる 施設 で あり 、 代替 が で き な い 施設 で ある 。 現在 


評価 結果 | は 大 き な 修繕 を 必要 と する 箇所 は な い が 、 計 画 的 に 修繕 を 行い 施設 の 機能 を 維持 し て いく 必 
a 要 が ある 、 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


日 常 点 検 に 基づく 維持 修繕 











計 :127 千 円 計 :127 干 円 計 :127 干 円 計 :227 千 円 計 :1.627 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 


内 訳 内 訳 A へ A=. 
維持 修繕 費 維持 修繕 費 維持 修繕 費 外部 電灯 設備 修繕 | 外部 シャ ッ ター 修繕 1" 計 :2.235 千 円 
概算 費用 (127 千 円 ) (127 千 円 ) (127 千 円 ) (100 千 円 ) (1.500 千 円 ) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 維持 修繕 費 維持 修繕 費 
財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一般 財源 (127 千 円 ) (127 千 円 ) 
財源 : 一 般 財 源 |] 財源: 一般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No.。 4 

施設 名 ン 棟 名 | 岩手 県 消防 学校 / 校 舎 本 館 
岩手 県 紫波 郡 矢巾 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 施設 類型 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域外 防火 地域 | 指定 な し 
敷地 面積 | " 42.577.66ml 建 築 面積 4277ml 





鉄筋 コン クリ ー ト 造 亜鉛 メッ キ 鋼 板 昔 


信和 上 | 74820 
(建築 年 月 ) 1974.3.26 
利用 状況 〇 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 |O 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今 後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 


【 建 物 】 【 電 気 設備 】 【 機 械 設備 】 

校長 室 * 図 書 室 * 受 変電 設備 給水 設備 

事務 室 講師 控室 自家 発電 設備 排水 設備 

* 第 一 教室 ・ ガ ス 設 備 

・ 第 二 教室 * 暖 房 ・ 空 調 ・ 換 気 設備 

講堂 

・ 会 議 

- 理 化学 実験 室 

教材 展示 室 
・ 屋 上 防水 に つい て は 筑後 改修 歴 な いた め 、 | ・ 照 明 器 具 は 、 更新 時 期 を 過ぎ た まま と な っ |・ 給 水 設備 の 高 染 水槽 は 昭和 48 年 製 、 耐 
塗 膜 防水 の 予防 保全 が 必要 i て いる 。 その 他 ス イッ チ 、 コ ン セ ント 等 は 建設 | 震 安 全 性 考慮 する と 早急 な 更新 が 必要 
・ 外 壁 は 、 ク ラッ ク や 塗装 幕 の 浮 さき が あ る こと | 時 の まま で 経年 劣化 が み ら れ る こと か ら 早期 |・ 配 管 類 に つい て は 、 耐 震 対 策 が 確認 で き 
か ら 予 防 保全 工事 が 必要 の 更新 が 必要 な い 。 給 水管 や 暖房 に つい て は 改修 が 行 
屋外 階段 は コン クリ ー ト 基礎 の 劣化 に より |・ 分 電 盤 も 建設 時 の まま で 経年 劣化 が み ら | われ て いる が 、PS 内 に 既存 配管 が その ま 
早急 な 修繕 が 必要 8 れ 、 早 期 の 更新 が 必要 ま の こさ れ て お り 、 撤 去 が 望ま し い 。 
外部 建具 に つい て は 、 排 煙 設備 の 基準 に 空調 、 暖 房 設備 等 は 計画 的 な 更新 が 必 

劣化 度 調査 違反 し て いる ほか 玄関 ドア 等 の 経年 劣化 要 。 排 水 設備 に つい て は 配管 全般 に 腐食 
(平成 30 年 1 月 ) *・ 外 構 囲 隊 で は 、 ネ ッ ト フ ェ ンス の 劣化 、 穴 あ が 確認 で き 、 今後 、 早 期 の 更新 が 望ま し 

き が 目立ち 、 基 礎 天 端 モル タル の 脱落 等 早 い 。 
急 な 修繕 が 必要 


AL 救急 棟 を 除く 施設 の 劣化 度 は ほぼ 同 程度 で ある が 、 長 寿命 化 改修 に 当たっ て は 、5 年 以内 の 対応 を 要 


定期 点検 O3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 


H27 校舎 玄関 天井 雨漏り 修繕 闘 寺 
た 高圧 区 分 開 閑 器 交換 
修繕 工事 履歴 |H30 校舎 本 館 外部 階段 塗装 (1.998 千 円 ) 時 3 ek 
| 本 ドア 改修 (249 和 円) SM 


2.247 2.247 
1.296 1.296 
531 531 

199 199 
2.446 2.446 1.821 1.821 


【 優 先 度 評価 】 


A 簡易 劣化 度 判定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 
利用 度 | 高 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今 後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
修繕 改修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機関 で あり 、 代替 サー ビス の 提供 も 困難 で ある 。 
教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 


2 次 評価 I (60 点 以上 ) 


【 総 合 判 定 】 


総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) 老朽 化 の ほか 、 校 舎 本 館 の 耐 岩 補強 工事 も 未 対 応 (保留 の まま ) で あり 、 建 替え も 視野 に い 
れ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 





耐震 改修 工事 や 非常 用 自家 発電 設備 な ど 、 災害 対応 に 係る 部 分 は 早急 に 整備 する 。 
長寿 命 化 等 対策 | な お 、 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 
の 方 向 性 を 後 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図 


0 


合計 :25,288 千 円 


内 訳 内 訳 内 訳 : 内 訳 : 内 訳 
維持 修繕 (769 千 円 )| 維持 修繕 (789 千 円 ) 受電 設備 更新 工事 視聴 覚 ・ 校 内 放送 | 照明 設備 改修 工事 
ii 改修 工事 ap 
e 5 稚 持 修繕 (769 千 円 ) (5.288 千 円 ) 稚 持 修繕 (769 千 円 ) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 維持 修繕 (769 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No. 5 


施設 名 棟 名 | 岩手 県 消防 学校 / 体 育 館 ( 屋 内 訓練 所 ) 
岩手 県 紫波 郡 矢 貼 町 医大 通 二 丁 目 2 番 2 号 

都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域外 
42,577.66 | 建築 面積 
鉄骨 造 亜鉛 メッ キ 鋼 板 茸 


月 
竣工 年 度 


利用 状況 〇 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 


社会 情勢 等 変化 の 対 _ 8 8 

店 (細雪 〇 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今 後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 
【 建 物 】 【 電気 設備 】 【 機 械 設備 】 
・ 訓 練 所 拡声 設備 ・ 給 水 設備 
・ 倉 庫 * 排 水 設備 


・ 鍋 板屋 根 、 キ ャ ノ ピ ー 屋 根 と も 繁 後 修繕 履 |・ 照 明 器 具 が 建設 時 の まま で 、 外 観 上 も 経年 | ・ 各 種 設備 に お いて 、 当 面 、 使 用 上 特に 問 
歴 が 確認 で き な い こと か ら 、3 ぐ 5 年 以内 の | 劣化 が 見 られ 、 早い 時 期 の 更新 が 望ま れる 。 | 題 は な い が 、 今後 計画 的 な 更新 が 望ま し 
大 規模 修繕 (塗り 替え ) が 必要 。 防災 設備 は 、 外観 上 不具 合 は 見 受け られ な | い 。 

・ 外 壁 は サイ ディ ング の へ こみ 、 固定 ビス の | い が 、 更 新 時 期 を 過ぎ て いる こと か ら 早 い 時 

脱落 等 が 見 られ 、 築 後 修繕 履歴 が 確認 で き | 期 の 更新 が 必要 。 

な いこ と か ら 、 他 の 大 規模 修繕 工事 と 合わ せ 

改修 工事 が 必要 。 

・ 外 部 建具 、 内 部 建具 と も 経年 劣化 に よる 人 塗 

装 の 退色 や 傷 が 目立つ 。 


定期 点検 O3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 


【 優 先 度 評 価 】 

A 判 定 概ね 良好 

劣化 度 診断 | 箇 易 劣化 度 判定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 

利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 

修繕 ・ 改 修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機関 で あり 、 代替 サー ビス の 提供 も 困難 で ある 。 
教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 
I (60 点 以上 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) 老朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 





長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 男 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


鉄骨 柱 及 び 内 部 
5 鉄骨 部 改修 工事 
対策 の 内 容 


概算 費 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 





|  、 、 .、 .、〈 | 日常 点検 に 基づく 維持 修繕 [ > 


計 :6 計 :621 千 円 計 :621 千 円 計 :621 千 円 計 : 
内 訳 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 (621 千 円 ) | 維持 修繕 (621 千 円 ) 維持 修繕 (621 千 円 ) 維持 修繕 (621 千 円 ) | 鉄骨 柱 及 び 内 部 
鉄骨 部 改修 工事 
(18,581 千 円 ) 
維持 修繕 (621 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 


合計 :21.686 千 円 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No. 6 


施設 名 棟 名 岩手 県 消防 学校 / 寄 宿舎 財産 区 分 行政 財産 
岩手 県 紫波 郡 矢 貼 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 
都市 計画 区 域 都市 計画 区 域外 定 ) 
建築 面積 922.52m 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 亜鉛 メッ キ 鋼 板 暮 
\ に 3 
況 


竣工 年 度 
(建築 年 月 ) 1974.3.26 
利用 状 : O 〇 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課程 508 名 


社会 情勢 等 変化 の 対 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 〇 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今 後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 


【 建 物 】 【 電 気 設備 】 【 機 械 設備 】 
・ 寮 室 8 人 x14 室 * 拡 声 ( 校 内 放送 ) 設 備 給水 設備 
・ 食 堂 排水 設備 
・ 談 話 室 ・ ガ ス 設 備 
・ 寮 直 室 * 暖 房 ・ 空 調 ・ 換 気 設備 
・ 査 監 室 
男子 用 浴室 
・ 女 子 用 化粧 室 ( ト イレ ・ 浴 室 ) 


・ 屋 上 防水 に つい て 、 主 防水 の 劣化 は 外観 | ・ 昭 明 器具 に つい て は 、 設 置 後 24 年 を 経過 |・ 給 水 、 排 水 を 含む 配管 類 の 耐震 対策 は 
上 見 られ な い 。 鉄板 屋根 は 令 和 4 年 を 目途 に | し 、 更 新 時 期 を すぎ て いる の で 、 計 画 的 な 更 | 確認 で き な い 。 

予防 保全 の 塗り 替え が 望ま し い 。 キ ャ ノビ ー | 新 を 行う こと が 必要 6 ・ 各 種 設備 に お いて 、 大 き な 問 題 は な い 
屋根 は 改修 歴 が な いこ と か ら 、 屋根 塗装 と 同 | ・ 分 電 般 や 防災 設備 等 その た 電気 設備 も 24 | が 、 今 後 、 計 画 的 に 更新 する こと が 望ま し 
時 期 に 塗 膜 防水 の 予防 保全 が 望ま し い 。 | 年 を 経過 し て お り 、 経 年 を 考慮 し た 計画 的 な | い 。 

・ 外 壁 は クラ ッ ク や 塗装 膜 の 浮き 膨らみ が あ | 更新 が 必要 

り 、3 へ 5 年 後 を 目途 に 予防 保全 工事 が 望ま 


れる 。 
・ 外 部 建具 は 排 煙 設備 の 基準 に 違反 し て い 


る 。 鋼 製 建具 は 経年 劣化 に よる 塗装 の 退色 
や 傷 が 目立つ 。 


定期 点検 O3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 
R1 


直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 机 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | 計 | 維持 修繕 維持 修繕 | 改修 | 更新 


281 281 


【 優 先 度 評価 】 
A 判 定 概ね 良好 
劣化 度 診断 | 簡易 劣化 度 判定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 
利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
修繕 改修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 訓練 機関 で あり 、 代替 サ ービス の 提供 も 困難 で ある 。 
教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今後 も 必要 な 施設 で ある 。 


1 
2 次 評価 I (60 点 以上 ) 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) 老朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 





長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


本 
に 日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 
対策 の 内 容 ーー aa 


計 :879 千 円 計 :879 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 (879 千 円 ) | 維持 修繕 (879 千 円 ) 維持 修繕 (879 千 円 ) 維持 修繕 (879 千 円 ) | 維持 修繕 (879 千 円 ) 


概算 費用 
【 充 当 財源 (見 込 ) 】 | 財源 : 一般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 。 | 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No.。 7 


施設 名 ン 棟 名 | 岩手 県 消防 学校 / 車 庫 
岩手 県 紫波 郡 矢 巾 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 
都市 計画 区 都市 計画 区 域外 防火 地域 指定 な し 
42.577.66 | 建築 面積 


鉄骨 造 亜鉛 メッ キ 鋼 板 暮 





へ 


ーー 【 坦 物 電気 設備 】 
定期 点検 。 |O3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 


し 
| 計 | 維持 修繕 | 改修 
利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今 後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
修繕 改修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機 関 で あり 、 代替 サー ビス の 提供 も 困難 で ある 。 
教育 訓練 施設 で あり 、 利用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 
I (60 点 以上 ) 


【 優 先 度 評価 】 
ん A 判定 概ね 良好 
劣化 度 診断 | 簡易 劣化 度 判 定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 


【 総 合 判 定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) 老朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 男 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 


に これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経費 の 平準 化 を 図る 。 


対策 の 内 容 


内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 139 千 円 ) | 維持 修繕 139 千 円 ) 維持 修繕 (139 千 円 ) 維持 修繕 (139 千 円 ) | 維持 修繕 (139 千 円 ) 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財源 


個別 施設 計画 ( 個 味 ) その 他 No.。 8 
施設 名 棟 名 岩手 県 消防 学校 / 教 材 車両 格納 庫 行政 財産 


岩手 県 紫波 郡 矢巾 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 
都市 計画 区 域外 防火 地域 | 指定 な し | 用 途 地 域 | 指定 な し 
| その 他 区 域 | 
構 


区 
その 他 区 域 

敷地 面積 | 42577.66m| 建 築 面 220.42m| 延 床 面積 
鉄骨 造 亜鉛 メッ キ 鍋 板 昔 


竣工 年 度 経過 年 数 
〇 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 


社会 情勢 等 変化 の 対 . 本 RY 
応 / 公 共 施 設 の 有効 活 | 〇 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 


用 
書 ミル 
主 な 設備 【 建 物 】 【 備 】 人 


O3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 


グ 
直近 5 年 の 維持 修繕 ・ 改 修 費 
RI 


【 優 先 度 評価 】 
ん A 判定 概ね 良好 
劣化 度 診断 | 簡易 劣化 度 判定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 
利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今 後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機 関 で あり 、 代 替 サー ビス の 提供 も 困難 で ある 。 
見 通し | 教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 


| 見 通し 
2 次 評価 1 (60 点 以上 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) 老朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 


妊 命 化 等 対策 の 方 正 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
2 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 ( 大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


内 訳 内 訳 訳 訳 内 訳 
概算 費用 維持 修繕 (128 千 円 ) | 維持 修繕 (128 千 円 ) 維持 修繕 (128 千 円 ) 維持 修繕 (128 千 円 ) | 維持 修繕 128 千 円 ) 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 | 財源: 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 





個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 Noe。 9 
施設 名 棟 名 岩手 県 消防 学校 / 救 急 訓練 棟 (接続 廊下 含 ) 
石 


手 県 紫波 郡 矢 巾 町 医大 通 二 丁 目 2 番 2 号 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域外 防火 地域 | 指定 な し 
敷地 面積 |  " 42.57766ml 建 築 面 307.24m| 延 床 面積 

鉄筋 コン クリ ー ト 造 亜鉛 メッ キ 鋼 板 茸 
YY 


見 
造 

竣工 年 度 経過 年 数 

利用 状況 〇 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 
化 の 


社会 情勢 等 変化 の 対 ま Se 2 を 
応 / 公 共 施設 の 有効 活 | 〇 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 


政 財 産 
合 





【 電 気 


気 設備 】 【 機 械 設備 】 
- 拡 声 (校内 放送 ) 設 備 - 給 水 設備 
- 排 水 設備 
実習 室 ・ 暖 房 ・ 空 調 ・ 換 気 設備 
. 高 規格 救急 車 実習 室 
・ 屋 上 防水 に つい て 、 主 防水 の 劣化 は 外観 |・ 照 明 器 具 に つい て は 、 設 置 後 24 年 を 経過 |・ 給 水 、 排 水 を 含む 配管 類 の 耐震 対策 は 
上 見 られ な い が 、 今 後 10 年 程度 内 に 予防 保 | し 、 更 新 時 期 を すぎ て いる の で 、 計 画 的 な 更 | 確認 で き な い 。 
全 と し て ウレ タン 保護 防水 層 設 置 工 事 を 実施 | 新 を 行う こと が 必要 ・ 空 調 設 備 、 暖 房 設備 等 に つい て は 、 今 後 
する こと が 望ま し い 。 ・ 分 電 盤 や 防災 設備 等 を の た 電気 設備 も 24 | 計画 的 な 更新 が 望ま し い 。 
A Ho 
る 諾 られ 、 今 後 10 年 程度 内 に 予防 保全 工事 を 実 | 更新 が 必要 
劣化 度 調査 施す る こと が 望ま し い 。 
・ 内 部 建具 は 経年 に よる 損傷 や 塗装 の 剥が 
れ が 目立つ 。 
・ 内 部 仕上 げ 材 は 経年 に よる 汚れ や クラ ッ 
ク 、 剥 が れ が 目立つ 。 


〇 3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 
修繕 工事 必 


直近 5 年 の 維持 修繕 改修 費 | 計 | 維持 修繕 維持 修繕 維持 修繕 


【 優 先 度 評価 】 
A 判 定 概ね 良好 
劣化 度 診断 | 簡易 劣化 度 判定 A、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 
利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今 後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
修繕 ・ 改 修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機関 で あり 、 代 替 サ ービス の 提供 も 困難 で ある 。 
見 通し | 教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 


| 見 通し 
2 次 評価 1 (60 点 以上 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく が 、 老 朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 
(コメ ント ) に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 
H これ に より 、 改修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


ーー 


on 
> 


:302 千 円 3 千 円 :302 千 円 :302 千 円 
内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 
維持 修繕 (302 千 円 ) | 維持 修繕 (302 千 円 ) 維持 修繕 (302 千 円 ) 維持 修繕 (302 千 円 ) | 維持 修繕 (302 千 円 ) 


財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財源 








概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 )】 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 他 No.。 10 
施設 名 ご 棟 名 岩手 県 消防 学校 / 主 訓練 塔 
岩手 県 紫波 郡 矢巾 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 人 
市 計画 区 都市 計画 区 域外 地域 | 指定 な し | 電導 地域 


| 42.577.66ml 建 築 面積 
鉄骨 鉄筋 コン クリ ー ト 造 陸屋根 


色 工 年 度 
( 有 
利用 状況 |O 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 


[= 


応 / 公 共 施 設 の 有効 活 |O 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施設 で あり 、 今後 も 継続 し た 利用 が 見 込ま れる 。 


【 建 物 】 電気 設備 】 【 機 械 設備 】 
・ 訓 練 用 器具 庫 ・ 拡 声 設備 ・ 給 水 設備 
・ 人 荷 用 エレ ベー タ 
・ 防 災 設備 Meal 


四半 間宮 だ の の 計画 的 な 更新 を を 行 | 
うこ と が 必要 。 
・ 防 災 設 展 ( 雪 保護 設備 ) は 、 設 置 後 20 年 が 
TK rt a 
る 上 上 設 が 望 ら 早 い 時 期 の 更新 が 必要 。 
劣化 度 調査 ・ 外 壁 は クラ ッ ク や 塗装 劣化 、 シー リン グ 劣 化 
等 外観 上 の 劣化 が 著しい 。 築 後 25 年 を 迎え 
る 時 期 に 府 大 規模 修繕 工事 が 望ま れる 。 
・ 内 部 建具 は 経年 劣化 に よる 塗装 の 退色 や 
坦 が 目立つ 。 





主 訓 及び 補助 訓 非 常 照明 電池 交換 (1.186 千 F 
H28 主 訓練 塔 外周 部 陥没 対策 66 笠木 ステ ン レ スカ バー 製作 取付 (605 千 P 
H29 主 訓練 塔 建物 外壁 及び 外部 階段 補修 R2 訓練 塔 エ レベ ー タ ー 制 御 盤 他 修繕 5.708 千 F 
R2 主 訓練 塔 等 避雷 針 修繕 (396 千 F 


1.791 1.791 
2.484 2.484 
329 329 













































































L__ 計 | 2813| 2813| | | iz79Il 17911 | 


【 優 先 度 評価 】 

A 判 定 概ね 良好 
簡易 劣化 度 判定 へ 、 一 部 異常 が 認め られ 、 経 過 観 察 が 必要 

利用 度 | 利用 者 の 変動 が 少な く 、 今 後 も 継続 的 な 利用 が 見 込ま れる 。 
修繕 改修 
当該 施設 は 法律 に より 設置 が 義務 付け られ て いる 教育 ・ 訓 練 機関 で あり 、 代 替 サ ービス の 提供 も 困難 で ある 。 
教育 訓練 施設 で あり 、 利 用 者 数 の 変動 は 少な い 。 施設 の 余剰 スペ ー ス は な く 、 他 の 活用 方 法 は な い が 、 今 後 も 必要 な 施設 で ある 。 
1 (60 点 以上 ) 


【 総 合 判定 】 
総合 判定 優先 度 | 修繕 ・ 改 修 優先 度 3 


評価 結果 施設 の 重要 性 は 高く 、 今後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく が 、 老 朽 化 等 に よ 
(コメ ント ) り 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


トー 年度 | 居間 合計 凍 


gm > 
避雷 設備 改修 工事 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 ーー 
に em | 


計 :417 千 円 計 :4.628 干 円 

内 訳 内 訳 内 訳 内 訳 合計 :22.401 千 円 
概算 費用 人 維持 修繕 (417 千 円 ) 人 維持 修繕 (417 千 円 ) | 維持 修繕 (417 千 円 ) 
【 充 当 財源 (見 込 )】 | En 財源 : 一 般 財 源 維 財源 : 一 般 財 源 | 財源 : 一 般 財 源 


(396 千 


維持 修繕 (417 千 円 ) っ 
財源 : 一 般 財源 財源 : 一般 財源 





















































個別 施設 計画 ( 個 票 ) その 人 No. 11 


施設 名 ン 棟 名 岩手 県 消防 学校 / 補 助 訓練 塔 行政 財産 
岩手 県 紫波 郡 矢巾 町 医大 通 二 丁目 2 番 2 号 附属 棟 
都市 計画 区 域 | 都市 計画 区 域外 防火 地域 | 指定 な し | 用 途 地域 | 指定 な し | 


42577.66m| 建 築 面 
鉄筋 コン クリ ー ト 造 陸屋根 


竣工 年 度 

(建築 年 月 ) 1997.3.24 

利用 状況 |O 教育 訓練 実施 状況 ( 令 和 元 年 度 ) 14 課 程 508 名 
の 対 





シテ 


/ 公 共 施設 の 有効 活 | 〇 消防 組織 法 に 基づき 、 県 が 行う 教育 訓練 施 


【 電 気 設備 】 【 機 械 設備 】 
拡声 設備 給水 設備 


上 見 られ な い 。 な お 、 東側 バル コニー の シー | 新 時 期 を 迎え て いる の で 、 計 画 的 な 更新 を 行 

ト 防水 の 外観 上 の 劣化 が 著しい 。 築 後 25 年 | うこ と が 必要 。 

を 迎え る 時 期 に 予防 保全 と し て 押さ え コ ンク |・ 防 災 設 備 ( 雷 保護 設備 ) は 、 設 置 後 20 年 が 

リー ト の 次 膜 防水 の 施工 や シー ト 防 水 の 撤 | 経過 し て お り 、 外観 上 も 劣化 が 目立つ こと か 
設 が 望ま し い 。 ら 早 い 時 期 の 更新 が 必要 。 

・ 外 壁 は クラ ッ ク や 塗装 劣化 、 シ ー リ ング 劣化 

等 外観 上 の 劣化 が 著しい 。 築 後 25 年 を 迎え 

る 時 期 に 大 規模 修繕 工事 が 望ま れる 。 

・ 内 部 建具 は 経年 劣化 に よる 卒 装 の 退色 や 

傷 が 目立つ 。 


定期 点検 〇 3 年 に 1 回 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 〇 毎年 実施 (委託 事業 ) 
・ 改 


修 列 計 | 維持 修 和 和 持 修 和 計 | 礁 持 修 和 


1026| 1026 


評価 結果 | 施設 の 重要 性 は 高く 、 今 後 と も 必要 な 修繕 ・ 改 修 を 行い な が ら 施設 を 維持 管理 し て いく が 、 
(コメ ント ) | 老朽 化 等 に より 、 建 替え も 視野 に いれ た 検討 が 必要 と 思料 され る 。 


長寿 命 化 等 対策 | 日 常 点検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支障 が 生じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む ) や 更新 時 期 を 後 
の 方 向 性 年 に 延伸 する 。 こ れ に より 、 改 修 (大 規模 含む ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


非常 用 照明 改修 工事 
日 常 点検 に 基づく 維持 修繕 


計 :179 千 円 計 :979 千 円 計 :179 千 円 計 :179 千 円 











i 内 訳 内 訳 訳 訳 
避雷 設 備 改修 工事 | 維持 修繕 (179 千 円 ) | 非常 用 照明 改修 工事 維持 修繕 (179 千 維持 修繕 (179 千 
誠 旨 場 : + | 財源 : 一 般 財 弘 持 修 科 1 較 
1 ※ 主 訓練 塔 工事 で 計 | 財源 : 一 般 財源 稚 持 修繕 (179 千 円 ) 
【 充 当 財 源 (見 込 )】 上 財源 : 一 般 財源 財源 : 一 般 財 源 
維持 修繕 (179 千 円 ) 財源 : 一 般 財 源 


財源 : 一般 財 源 


合計 :1.695 千 円 


個別 施設 計画 ( 個 票 ) 
岩手 県 職員 共済 会 館 エス ポワール いわ て 
区 域内 防 火 
2.094.37ml 建 築 面積 | ~" 143021ml 延 床 面 
| 構 造 | 鉄骨 鉄筋 コン クリ ー ト 。 | 階 数 8 階 地下 1 階 


竣工 年 度 
(建築 年 月 |? 
吾 手 県 が 、 岩手 県 時 


が 、 職員 共済 会 館 年 10 月 開設 の 施設 内 容 等 に * H 合 中 変化 や 施設 の 老朽 化 ( 築 後 20 年 経過 )、 ま た 、 県 庁 か ら 机 .5Km) 等 の 立 
] 題 に 対応 する た め 、 宿 泊 や 宴会 の みな ら ず 、 気 軽 に スト レス の 発散 や 基礎 体力 づく り 等 が で きる 保健 ・ 運 動機 能 、 趣 味 の 取 得 や 教養 の 向上 等 の た め の 講座 開設 等 が 可能 な 
多 機能 を 持っ た 施設 と し て 、 県 庁 か ら 近 距離 の 現 所 在 地 に 、 地 方 職員 共済 組合 の 投資 不動 産 資金 に より 平成 5 年 10 月 に 新築 (移転 建 替え )》) し た も の で ある 。 平成 2] 年 月 に 地方 職員 共 
済 組合 岩手 県 支部 か ら 岩 手 県 に 無償 譲渡 され 、 県 所 有 の 宿泊 施設 と な り 、 こ れ ま で どおり 福祉 施設 と し て 、 地 方 職員 共済 組合 岩手 県 支部 に 経営 委託 し て いる 。 
直近 3 か 年 の 利用 状況 は 、 年 間 延 べ 94.000<95,000 人 程度 の 利用 者 数 が あり 、] 日 当たり 約 260 人 の 利用 者 が ある 。 令 和 元 年 で 見 る と 、 宿 泊 利 用 率 が 約 47%、 宴 集会 利用 率 が 
約 46% と な っ て いる 。 会 議 室 利 用 や 議会 対応 時 等 の 宿泊 利用 な ど 、 組 合 員 (県 職員 ) の 利用 は 安定 的 な 利用 が ある 。 ま た 、 県 研修 施設 と し て の 位置 づけ も ある 。 
























































利用 状況 









































































































































社会 情勢 等 変化 の 対 平成 23 年 3 月 の 東日本 大 震 災 津波 発 災 に 伴い 、 攻 員 の 常駐 施設 に な る な ど 、 災害 対策 
応 / 公 共 施 設 の 有効 活 替 施設 の 役割 を 担っ て いる 。 
用 と は また 、 近 年 、 頻 繁 に 発生 し て いる 災害 等 に 伴い 、 信 難 指示 (緊急 ) 又 は 人 避難 勧告 が 発令 され た 地域 に お ける 被災 者 の 受入 施設 と し て 
の 支援 も 行っ て いる 。 
【 建 築 設備 】 【 空 気 調和 ・ 換 気 設備 、 給 排水 ・ 衛 生 設 備 】 
昇降 機 設備 (EV 設備 ) 冷暖 羽 設 備 ( 冷 温水 器 、 給湯 ラー、 冷暖 房 配管 、 冷 却 培 ) 
防災 設備 (防火 シャ ッ タ ー、 防火 扉 ) 空調 設備 (空調 機 )、 換 気 設 備 ( 排 気 扇 ) 
ポン プ 設備 (空調 用 、 ボ ポイ ラー 給水 用 、 オ イル 用 、 補 給水 
自動 火災 報知 設備 、 非 常 警報 設備 タク 設備 
構内 交換 設備 拡声 設備 、 誘導 支援 装置 | 給水 設備 (水槽 、 高 置 水村 揚水 ンプ 給水 配管 
監視 カラ 設備 、 テ LE' 共 同 受信 設備 、 映 像 ・ 音 響 装置 | 排水 設備 (排水 配管 
ガス 設備 (都市 が え 配管 ) 
消火 設備 (消火 栓 、 連結 送水 管 、 ス ピリ ンク ラー、 ロン 消火 ) 
衛生 設備 (パス ・ ト イレ ほか ) 
厨房 設備 











受 変電 設備 (高圧 、 低圧) 
自家 発電 設備 
電灯 設備 電熱 設備 



























































H25 年 度 特 殊 建 築 物 調査 報告 で 指導 を 受け 、 
H27.9 外 壁 タイ ル 劣 化 調査 を 行っ た 。 外壁 タオ ル の 学 
き 部 分 や 亀 製 部 分 が あり 、 落 下 の 恐れ が ある 。 


(DEV 昇降 牙 の 堅 穴 区 画 に 用 いる 防火 設備 の 借 断 性 能 【① 高 圧 引 込 柱 の 区 分 開閉 回 (1993 年 製 ) が 更新 推 [(① ス プリ 2 ラー 設備 の y ル 7 等 漏水 
(既存 不適 格 ) ② 煙 感知 器 7 個 不作 動 有 り 
② 防 火 シ ャ ッ タ ー の 危険 防止 機構 の 未 設 置 (既存 不適 格 ) 


その 他 No. 12 


定期 点検 


③ 外 壁 タ イル の 全面 打診 調査 ・ 改 修 

(EV 設備 : 既 存 不適 格 ) 

① 和 駆動 装 置 等 、 昇 降 路 内 及び ビッ ト 内 の 耐震 対策 の 施 
エロ ロー3 号 機 ) 

② 戸 開 走行 保護 装置 の 取付 (1~3 号 機 ) 


③ 非 常用 照明 (バッ テリ ー の 確認 
(④ キ ュー ビタ ル 低 圧 非常 動力 盤 の 電源 切替 器 不具 合 


UM シッター 作 動 不良 有 
④ 誘 導 灯 予備 電池 不良 12 個 、 器 具 不 良 1 台 


③⑧ 往 索 又 は 鎖 及 び 調 速 機 H-ー プ の 取付 、 釣 合 オモ リ 各部 
改善 1 一 3 号機) 

④ 地 震 時 管制 運転 装置 の 取付 (3 号機 ) 

⑤ 施 錠 装 置 (点検 口 ス ず ) の 施工 3 号機 ) 


① 冷 温水 発生 機 取 替 

② 障 得 者 、 客 室 、 共用 トイ レ ウ ォ シ ェ ル 小 化 
③ 厨房 機器 更新 、 空 調 設 備 設置 

④ 中 央 監視 装置 設備 改修 

⑤ 浴 室 % イ ル 張 替 等 

⑥n ロ > 貯蔵 容器 更新 


② 地 デジ 放送 器 設置 
③ 館 内 照明 LED 化 
④ 監 視 ヵ 3 修 繕 (7 階 ) 
⑤ 無 線 LAN 設 置 


② ジ ュー タツ ・2 ロ X 張 替 

③ レ スト ラン 改装 

④ 和 宴会 室 バ リア フリ ー 化 
⑤ 談 話 室 ・ 居 酒屋 の 一 体 化 
⑥ 玄 関 前 点字 ブロ ッ ク 設 軒 
⑦ 地 下 駐 車場 改修 

直近 5 年 の 維持 修繕 改修 費 | 計 | 維持 修繕 | 改修 | 更新 | | 更新 | 計 | 維持 惨 繕 | 改修 | 更新 | 


0 0 0 
5.400 4839| 1.001 1001 2.970 
5.699 30.482 30.482 35.726 
24.333 0 
0 9.720 


40.2 7 5.699] 29.733 4839| 31.483| 0O| 31.483| 0O| 48.416| 0O| 9.720| 38.696 


修繕 工事 履歴 


【 優 先 度 評価 】 
機能 異 淀 有 (経過 観察 、 要 調査 )、 管 理 状態 良 機能 異常 無 、 管 理 状態 良 
劣化 度 診断 簡易 劣化 度 調査 結果 :A 
利用 度 | 年 間 延 べ 利用 者 約 94.000 人 95.000 人 (直近 3 か 年 ) 、 1 日 当たり 利用 者 数 約 260 人 、 宿 泊 利 用 率 約 4796(R 元 ) 、 宴 集会 利用 率 約 4696(R 元 ) 
該当 : 維 持 管理 (建物 性 能 高 て 中 、 利 用 状況 高 て 中 ) 
地 公法 上 の 職員 の 福利 厚生 施設 に 位置 づけ られ て お り 、 職 員 ( 組 合 員 ) の 福祉 充実 や 健康 増進 等 に 必要 な 施設 で ある 。 
利用 者 は 、 横 ば い 傾 向 と 考え られ る が 、 県 と し て の 職員 及び 住民 へ の 施設 サー ビス の 提供 は 、 今 後 も 必要 と 考え る 。 


| 2 次 評価 |! (60 点 以上 ED 55bWb5bhbhbh9 サ u ⑮ サ ゅ .《【」 り ねり Q」 り リ D ぬ ひ ハ ム ヘ ヤ や 1ITHIHIHIHIHIldII'Idodzdzdzdzdzdozo' 


総合 判定 優先 度 


評価 結果 
(コメ ント ) 


長寿 命 化 等 対策 
の 方 向 性 


維持 管理 優先 度 


3 


【 総 合 判定 】 


施設 サー ビス の 重要 性 は 高く 、 今 後 と も 必 


また 、 岩手 県 災害 時 業務 継続 計画 中 、 災 害 対 策 本 部 及 


置 付 けら れ て いる 。 


行い な が ら 施 設 を 維持 管理 し て いく も の 。 
災害 対策 本 部 支援 室 を 設置 する 代替 施設 に 位 


日 常 点 検 に よる 維持 修繕 を 必要 最小 限 の 対応 を 行い な が ら 、 支 障 が 生 じ な い 範 囲 で 改修 (大 規模 含む 。) や 更新 時 期 を 後 
年 に 延伸 する 。 これ に より 、 改 修 (大 規模 含む 。 ) や 更新 の 時 期 の 周期 サイ クル を 延長 する と と も に 、 経 費 の 平準 化 を 図る 。 


本 大 *ー ル 織 移 等 張 替 工 事 


放送 設備 等 更新 工事 監理 


放送 設備 等 更新 工事 


概算 費用 
【 充 当 財 源 ( 見 込 ) 】 
( 千 円 ) 








ハロ 貯蔵 容器 更新 設計 監理 1 空調 計 装 ユニ ッ ト 更 新設 ョ 


AH ン 貯 蔵 容器 更新 工 




















照明 制御 装置 等 設計 
照明 制御 装置 等 更新 工 ヨ 




















監理 





設計 監理 ( 2.142) 
更新 工事 (24.181) 
改修 工事 ( 2.277) 


財源 : 一 般 財 源 


( 地 共 済 実施 ) 
維持 修繕 (3.213) 


設計 監理 ( 4004) 
更新 工事 (26.580) 
改修 工事 ( 2.794) 


財源 : 一 般 財 源 


( 地 共済 実施 ) 
維持 修繕 (3.213) 









































設計 監理 ( 6.281) 
更新 工事 (11.418) 
改修 工事 ( 6.478) 


財源 : 一 般 財 源 


( 地 共 済 実 施 ) 
維持 修繕 (3.213) 




























































































合計 :127.929 千 円 


設計 監理 ( 2640) | 設計 監理 (1694) 
更新 工事 (20.886) 更新 工事 (16.555) 


財源 : 一 般 財源 


( 地 共済 実施 ) 
維持 修繕 (3.213) 


財源 : 一 般 財 源 


( 地 共済 実施 ) 
維持 修繕 (3213) 


( 地 共済 計 ) 
16,065 千 円 
総計 :143.994 千 円 





